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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　──ラスボス更生担当官、更生マニュアル第八項、召喚者候補リスト。




　召喚候補№85『イグニート』　性別『男』　種族『人間』

　来歴『勇者。人のために魔王と戦っていたが、裏切りを繰り返す』

　能力『剣術。魔法。説明できない強さ』　死因『幼おさな馴な染じみの僧侶に背後から刺殺』

　所感『バカ。選ばない方がいい』




　召喚候補№12『ヴェンデッタ』　性別『女』　種族『堕天使』

　来歴『元天使。人間と神に絶望し、悪魔を率い天界へ戦いを挑む』

　能力『再現魔法』　死因『統率力の欠如により、悪魔達の内乱を抑えられず自壊』

　所感『おっぱい』




　召喚候補№５『ＳＯＲＡ』　性別『人格的には女』　種族『人工知能』

　来歴『環境改善のための人工知能だが、最優先課題を〈人類の駆く逐ちく〉と判断』

　能力『第五世代増殖型ナノマシンにより物質を分解、再構築』　死因『人間を理解するために一人の女性を拉ら致ちし、交流を続けた結果、思考が人間に近くなってしまい、最後は女性に裏切られて抗ナノマシンウィルスを注入され消滅』

　所感『素直』




　召喚候補№78『キリシマ』性別『男』　種族『眼鏡』

　来歴『大企業スコールテクノロジーの社長。国家という概念を消滅させ、人型兵器ＩＭイミテーシヨン・マーズの量産のために星の資源を喰くい尽くす』

　能力『新型ＩＭ、〈ブラックハイドランジア〉の操縦技術』　死因『ロマンを求めすぎた結果、自らが戦場に出るため愛機に搭乗しようとしたところを、生身で狙い撃ちされてレーザーにより蒸発』

　所感『眼鏡。選ばない方がいい』




　召喚候補№３『エイリアン』

　性別『雌』　種族『エイリアン』

　来歴『女王。母星が消滅したため、一万年かけて新天地である〈地球〉を発見。ファーストコンタクト直後に人類が敵対行動に出たため、侵略』

　能力『エイリアン』　死因『地球の生物にとってなんでもないバクテリアがエイリアンにとって有害だったため絶滅』

　所感『エイリアン』




　──更生担当官は一〇〇名のラスボスの中から六名までを選び、彼らに異世界を救わせることが仕事です。候補者の最期をまとめたＶＴＲを閲覧し、その上で慎重に選別することを強くオススメします──

「所感……雑だなぁ……」

　八畳間のアパートの一室で、蜜み柑かんを一房口に放ほうり込みながら、褞袍どてらを羽織ってこたつに足を突っ込んだ金色の髪の少女が独り言を呟つぶやいている。召喚候補者達の顔写真や来歴などが入った書類に目を通しつつ、湯飲みに入ったお茶を一口。

「お鍋の準備オッケー。おこたの温度オッケー。お茶もデガラシじゃないちゃんとしたのだし、歓迎の準備は整いました。でも……」

　頰ほお杖づえをついて、召喚候補達の書類をめくる。

「候補者さん達を選び終わったけど……本当にこれでいいのかなぁ」

　束になった書類の最後の一枚に目を留めると、少女はかすかに目を見開いた。

　──召喚候補№１００『アキト』

「ん？　んんんん？」

　来歴や能力などを見て、少女は書類に顔を近づけた。穴が開くほどじっくりと、顔写真を見つめる。白髪の、とても目つきの悪い少年の写真を見つめる。少女がバッと顔を上げ、首の後ろに垂れ下げていた麦わら帽子を摑つかみ、頭に被かぶった。

　そして、グッと拳こぶしを握る。

「──ヒマワリ、ピンときました！　私、この人に決めました！」

　少女はバタバタとこたつから急いで這はい出し、部屋の隅で雑誌や漫画本に埋うずもれていた杖つえのようなものを引きずり出した。先端に地球儀のようなものが取り付けられた、魔法少女が使用していそうな杖だ。

「まだ時間あるし、そうと決まればＶＴＲ、ＶＴＲ！」

　少女は杖の地球儀のようなものを勢いよく回転させ、先端をブラウン管のテレビへと向けた。ブツンと、テレビに電源が入る。

　そして、ノイズと共に荒廃した世界がテレビに映し出された。





　　　☆






　異能と呼ばれる力が確認されて数年が経たち、世界は一人の少年──アキトの手によって崩壊寸前にまで追い詰められた。

　廃ビルのロビーで、赤髪の少年が馬乗りになって、アキトの首を絞めている。鬱うつ血けつしていく顔で、アキトは笑う。自分の首を絞める赤髪の少年の、憎しみと後悔と怒りに満みち満みちた顔を見て、アキトの胸がすいていく。

　──ざまぁない、と。

「お前は……俺おれから全すべてを奪った……！」

　少年に言われてアキトは笑みを返す。

「お互い様だ……馬鹿野郎」

「どうして裏切った……アキト……！」

「トウヤはそんなことも……わからないのか？」

　自分が殺した人々も、眼前で絶望している少年も、全部ひっくるめてアキトはあざ笑う。

　この世界で戦いが始まったきっかけなんて、たいした問題じゃなかった。突然世界に異能者が現れて、それがどんどん増えて、普通の人間が危機感を覚えて異能者を管理しようとしたら、反発されて戦争。確かそんな感じだった。

　今となってはそんなことどうでもいいし、よく覚えていない。

　アキトは自分の首に巻かれたマフラーに指を触れさせた。長いこと洗っていないせいか、ストライプのマフラーは血と垢あかで赤黒く染まってしまっている。

　大切な人からもらったマフラーだ。赤髪の少年もそのマフラーと同じ柄がらの手袋をしていた。アキトは少年を鼻で笑った。

「……その手袋をつける資格は……トウヤにはない」

「お前は何もわかってない！　お前はこの世界を……あいつが大好きだったこの世界を、取り返しがつかないほどに破壊したんだぞ！　あいつがどんな気持ちで……！」

　辛そうに少年が顔を顰しかめた時、アキトが顔を思い切り少年に近づけた。首が絞まるのも構わず、眼球が飛び出そうになるほどに目を見開いて、アキトは少年を睨にらむ。

「わかった風な口利いてんじゃねぇよ！　彼女を殺したのはお前だ！」

　アキトはここぞとばかりに少年へ怒りをぶつけた。

「彼女がどれだけトウヤのことを想おもっていたか知ってるか!?　彼女は最期の時……僕の腕の中にいるのにトウヤの名前を呼んでいたんだぞ！」

「っ……！」

「見捨てた奴やつの名前なんかを、何度も何度も呼んでいたんだぞ!!」

「だからって……あいつは！」

「トウヤはあの時、あの場にいなかった！　あの時彼女を救えたのはトウヤだけだったのに、そばにいてすらやらなかった！　だから僕がやったんだ！」

「……世界のためだ！」

「ハハハハハハハ！　世界のため！　便利な言葉だ反へ吐どが出る！」

　アキトは首に添えられているだけになった少年の手を乱暴に摑つかむ。

「トウヤは僕から全すべてを奪った。だから僕も、トウヤから全部奪う。裏切ったのも、仲間をわざわざトウヤの目の前で皆殺しにしたのも、必死に守ろうとしていた街を壊滅させたのも、全部全部トウヤに僕と同じ気持ちを味わわせるためだった」

「……アキト……俺おれはもうお前を……！」

「胸がすいたよ……最高に気分がよかったね」

「殺してやることでしか、止められない……！」

　再び喉のどが詰まり、息ができなくなる。怒りのままに首を絞める少年の瞳ひとみには、涙が浮かんでいた。少年の顔を見つめながら、アキトは笑う。

　これでいい。自分が殺されることで、こいつは本当の意味で全てを失うのだから。

「へ……へへ…………ざまぁない……ね」

　視界が暗くなる。闇の底へと落ちていく。少年の涙が頰を濡ぬらし、それを不快に思いながらも、アキトは安楽の眠りに落ちていく。

「……先に行ってるぜ……クソトウヤ」

　死にゆくアキトが見たのは、幼い頃の思い出だった。雪の降りしきる寒い寒い冬の夜。トウヤとアキトのために、一人の少女がマフラーと手袋をプレゼントしてくれた日の記憶だった。新聞紙とビニールの紐ひもで包まれたプレゼントを、悴かじかんだ手で渡してくる少女。

　彼女のはにかむような笑顔が好きだった。その笑顔だけは今でもはっきりと思い出すことができる。一番大切な記憶……大切すぎて世界を滅ぼしてしまうぐらいの思い出だ。

　アキトは皮肉っぽく口元に笑みを浮かべ、少年と同じように一筋の涙を流した。このクソッタレな世界と、クソッタレな人生の最期にしては、この幻想は悪くないと思った。

　目を閉じたその先に待つのは、愛いとしい少女の笑顔だ。

　けれど彼女の笑顔は、どこか悲しげだった。

　──世界を、守って？

　少女の言葉が頭の中に浮かんで、最後の最後に、アキトの心はズキンと痛んだ。その果たせなかった約束だけが心残りだったけれど、彼にはもう約束を果たすだけの力も無ければ、心も無かった。

（君がいないなら……そんな約束、守っても意味ないよ……ねぇ、そうだろ……ユウヒ）

　彼女の名前を呼びながら、アキトは闇に落ちていく。こうして異能の頂点に君臨し、世界中の異能者を滅ぼし尽くした少年は、静かにその生涯を終える。




　──終える、はずだったのだ。




　自分は死んだと自覚したその瞬間──アキトはいきなり別の場所にいた。

　クソッタレ幼おさな馴な染じみと戦っていた最中だったのに、いきなり別の場所にワープしていた。

「………………は？」

　そこは見るからにアパートの一室だった。広さは八畳ほどだろうか。床は畳で、壁も天井も木造。天井からつり下げられた裸電球に照らされ、古くさくてこぢんまりとしつつも小こ綺ぎ麗れいな部屋だった。衣装簞だん笥すに化粧台、写真立てにＣＤラック、本棚に……その他もろもろの小物類。そして今アキトが座っている目の前には……こたつがある。

　なんだ？　どうなった？　ここはどこだ？　そんな疑問を抱くのが当然の状況だったが、それよりもなによりも、アキトの思考を停止させるほどに不可解なものがあった。

　こたつを囲むように、自分以外に、見知らぬ五人が座っていたのだ。

　五人は、約一名を除いて全員アキトと同じように啞あ然ぜんとしている。

　一人は黒い西洋風の鎧よろいを着た青年。

　一人はやたらと大きな六枚の漆しつ黒こくの翼を持つ女性。

　一人はビニールのような材質の衣類を着た幼い少女。

　一人は白スーツに眼鏡のキザっぽい男。

　そして最後に、どうみてもエイリアンにしか見えない生物が湯飲みを両手で包み、ズズズとお茶を啜すすっていた。

「「「「「…………」」」」」

「…………ズズズ……」

　自分も含めた異様な六人が、こたつを囲んで座っているこの状況は……何だ？

　眼球だけを動かしてそれぞれの顔を見やるが、知り合いに勇者気取りのコスプレイヤーなんていないし、オカルトにハマりすぎて悪魔になりきっちゃっている痛い女子もいない、やたらと露出度の高い幼女も知らんし──誰だこの眼鏡？　そしてなんなんだこの場に馴な染じんでいる風を装いつつも一番馴染んでいない地球外生命体、着ぐるみか？

　アキトの思考がキャパオーバーに達したその瞬間、エイリアン以外の五人が一斉にこたつから出て、部屋の隅っこまで後退した。

「……っ……！」

「おおっ？　おっほ！　えー何、全然わかんねぇよ!?　面白いけどこいつら誰!?」

「どどどどどどどうなっているのですかこれは……！　わ、わたくしは天使の襲撃を受けていたはずですのに……！」

「むぉ」

「フッ……なるほど──わからんッッッ！」

　アキトは必死に冷静でいようとしていたが額に汗が滲にじみ、黒い鎧よろいの青年は狼ろう狽ばいしつつも何な故ぜか楽しそう、悪魔女は見た目の大人っぽさとは裏腹にこの場にいる誰よりも慌てふためき、幼女は無表情のまま「むぉ」と言いつつ小首を傾かしげ、眼鏡は自信満々に両手を広げてポーズを決めたかと思えば全力のアイドントノウだった。そしてエイリアンは相変わらず茶を啜すすっている。どうやらこの状況がわからないのはアキトだけではないらしく、エイリアン以外のこの場にいる全員も同じようだ。

（新あら手ての能力者が僕に何か仕掛けたっていうのか……!?）

　それは考えにくかった。幼おさな馴な染じみとの一騎打ちの時、すでに異能者は皆殺しにした後だったからだ。アキトは周りの連中を睨にらみながら、鋭く目を細める。

（……落ち着け……！　状況を整理しろ……どういうわけか僕は死んでいない。別に嬉うれしくもなんともないけど、ともかく死んでいない。別の場所に飛ばされた。ここは今までいた所とは違う場所、ＯＫ一つわかった前進だ。幸さい先さきいいね。じゃあ次、こいつらは──）

　考える。考える。考えて、

（──誰だよ！）

　ダメだった。さっぱりわからない。残念なことに眼鏡と同じ結論に至ってしまった。

　アキトは周りの連中を睨んだ。

「お前ら、何者だ……！」

　率直に聞いてみた。一瞬、しんと部屋が静まり返る。

「その質問そっくりそのまま返すぜっ！　誰なの君ら!?」

　黒い鎧よろいの青年が何な故ぜかものすごいワクワク顔で全く同じ質問をする。

「っ、一つはっきりさせましょう……！　あなた方は天界の者ですか!?　だというのなら容赦はいたしませんよ！　堕天使長の名にかけて、あなた方を──」

　なんかよくわからんが痛々しいことを喚わめく悪魔女。

「理解不能、理解不能。《ＳＯＲＡ》の頭脳をもってしても、ここにいる有機生命体の存在を特定できない。情報の開示を要求する」

　めんどくさい言い回しだがつまるところ「お前ら誰よ」と言ってくる幼女。

「私はカズヤ・キリシマ────だッ！」

　眼鏡を指で押し上げながらポーズを決めて、一人自己紹介を始める眼鏡野郎。

「…………ズズズズズズズ」

　エイリアンは相変わらず茶を啜すすっている。口が蛇みたいに裂けているので端からだらだらと茶がこぼれていた。

　アキトの思考が急激に冷めていく。他の連中も同じ結論に至ったのか、緊迫感が部屋を包み込んだ。

（よくわかんないけど──いつも通り、殺やられる前に殺るだけだ！）

　アキトが右腕を上げ、振り払うと共に赤い瞳ひとみを光らせる。同時に他の連中も動いた。アキトの殺気に触発されたのか黒い鎧の青年が背中の大剣を抜き放ち、悪魔女が翼を羽ばたかせ、幼女が髪を逆立て、眼鏡が両手を広げてポーズを決めた。

「殺せ──《ロストナンバー》！」

「──燃やせ！　『ディヴォルング』！」

「闇の御み手てに抱かれなさい……再現魔法【第二次神界聖戦】ッ！」

「──これより掃そう討とうを開始する」

「起きろ──ブラックハイドランジアッ！」

　それぞれが臨戦態勢に入った、その直後──

「「「「「…………」」」」」

「……………………………ズズズズ、ごくん」

　──総じて、何も起こらなかった。

「力が使えない……!?」

「あれ、剣が燃えねぇぞ。湿し気けった？　ていうか俺おれの剣、なんかぷにぷにしてんだけど」

「ま、魔法が使用できないなんて……何故です!?」

「？？？？？？？」

「おやすみ……ブラックハイドランジア」

　アキトは自分の右手を確認し、鎧野郎は剣を確認、悪魔女はおどおど、幼女は頰に人差し指を当てて首を傾かしげ、眼鏡は目を伏せて顔を片手で覆った。

（どうなってる！　あれだけあった力のストックが一つも無い……いや、力そのものが感じ取れない……？）

　アキトは他の連中を見る。地球外生命体以外自分と似たような反応だ。立ち居振る舞いや見た目から異能者とは思えないが、それぞれ何らかの力を有していたのは間違いない。そしてその力を失ったのも、全員同じなのかもしれない。

　他の連中も、何者かによってこの場所に転送され、力を封じられたのだ。

「…………」

　……いやどうだろう、黒い勇者様と悪魔女と幼女と眼鏡とエイリアンだし。つーかその何者かが何のために自分を含めこいつらを呼び出した？　そもそも何者かって何者だよ。いろいろめんどくさすぎて考えることを放棄しそうになった、その時だった。

　八畳間の襖ふすまが、ピシャンと開いた。全員の視線が一斉に襖の方へ向く。

「──わっ、わわっ！」

「「「「「…………」」」」」

「わひっ、あひっ！　はふぇ、とと！　と、と～っっ……っ！」

　そこには……なんか、一人で喘あえいでいる変な少女がいた。

　アキトが目を剝むく。髪は透き通った飴あめ色いろだ。瞳ひとみはぱっちりとした大きな碧あお色。何な故ぜか両手で鍋を持っており、エプロンとキッチンミトンを装着していた。そして何故か麦わら帽子を首の後ろあたりにゴム紐ひもでぶら下げている。












「っっっ……っと！　ふぅ……」

　少女は襖ふすまを足で開けたせいでつんのめりそうになっていたが、どうにかこうにか身体からだの揺れを押さえ込み、片足のまま一息吐ついている。全員目を見開きながら少女を見つめていた。視線が語る意味はただ一つ、「誰？」だ。むしろここにきてからその疑問しか抱いていないのだが、新キャラが怒ど濤とうのようにやってきて誰も彼もが思考がおっつかない。

　しかしこの中で一人、アキトだけは少女へ別種の驚きを向けていた。

　彼女が誰なのかという疑問以前に、アキトは似ていると思ったのだ。

　全員が文字通りぽかんとしていると、少女が大きくてまん丸の瞳ひとみを前へ向けた。

　少女は一人ずつ順番に皆の顔を見て、

「ふっふっふー……」

　何な故ぜか不敵に笑い始め、バランスを取るために上げていた右足を一歩前へ踏み出す。

「ようこそいらっしゃいましたね、ラスボスのみなさん。突然ですが、今日からみなさんには世界を──だっへっ!?」

　意味深なことを口走りながら一歩踏み出した直後、少女が足を滑らせた。右足をついた床にはぬめぬめした粘液。エイリアンの体表を覆うぬらぬらした何かだったのだろう。少女はそのまま前へつんのめり、手に持っていた鍋の中身を──エイリアンの頭にぶっかけた。

「ぷぎゅ」という奇声をあげながら畳に転倒。うつぶせに倒れながら、少女はぴくりとも動かなくなった。鍋の中身がエイリアンにかかった時の、じゅわ～という蒸気の音だけが部屋の中に響く。あつあつお鍋をぶっかけられたのにエイリアンは微動だにせず、相変わらず湯飲みを持って鎮座していた。

「「「「「…………」」」」」

　八畳間に変な格好をした五人と、鍋の中身を頭から滴らせるエイリアン、そして鍋をぶちまけて畳に突っ伏す正体不明の少女。

　愛する人を失い、友を裏切り、全すべての異能者と人間達を敵に回して世界を滅ぼしかけた少年が最後にたどり着いたのが──この八畳間だった。

　わけがわからない。

　今はいつ？　ここはどこ？　彼らは誰？　疑問はそれらのＷを保留にして通り越し、

　何これ……。

　５Ｗ１Ｈの４Ｗ目で完全に行き詰まり、アキトは答えを出すことを放棄するのだった。






第一面　だってラスボスだもん









「──と、いうわけなので！　みなさんにはこれから様々な世界を救ってもらいます！」

　にっこり笑って少女が人差し指を立てるのを、アキトはジト目で見ていた。

　この頭の悪そうな『麦わら女』が鍋をひっくり返してからすでに二〇分が経過していた。

　あの後、とりあえず事情を知ってるっぽい麦わら女の話を大人しく聞くことにした。

　別に相談して決めたわけじゃない。意味不明なので自然とそんな流れになっただけだ。

　麦わら女と六人は円卓のようにこたつを囲んで座っている。目の前には全員分の湯飲みが並べられており、湯気がゆらゆらと揺れていた。絵え面づらがシュールすぎて頭が痛くなってくるのに、麦わら女の説明の雑さが頭痛に拍車をかけてくる。

　わかったのはここに集められた者達が全員、それぞれの異世界の「ラスボス」であるということぐらいだ。説明らしきものを終えた後、麦わら女はやりきった顔で額の汗を拭ぬぐい、湯飲みのお茶をごくんと飲み込んだ。まん丸ほっぺが赤くなり、にへ～と顔が緩みきっている。

「おい、麦わら女」

　両腕を胸の前で組みながら、アキトは麦わら女に呼びかけた。麦わら女はぱぁっという効果音が聞こえてきそうなぐらいに明るい笑顔をアキトへ向けた。

「はいっ、なんでしょう！　どんどん質問してくださって構いませんよ！」

「じゃあとりあえず最初の質問をする──まず何が『と、いうわけなので～』なのかがわからない。お前があんな説明でやりきった顔をしている神経が何より一番理解できない」

　淡々と疑問を突きつけてくるアキトに、麦わら女は大げさに「がーん！」と言いながら仰のけ反ぞった。アキトは反応に困ったような微妙な顔をする。なまじ顔がアキトのよく知る彼女に似ているだけに、問い詰めようにもやりづらさがあった。

「えぅ……せ、説明、わかりづらかったでしょうか？」

　しゅんとしてしまう麦わら女。ますますやりづらくなって軽くため息を吐つく。

「……ここにいる連中が全員別世界のラスボスで、世界を滅ぼそうとした奴やつらだってことはわかった。わからないしわかりたくないけどわかった。わかったつもりになってやる」

「わっ、はいっ、ありがとうございます！」

「でもそれだけだ。まずここがどこで、お前が何者かを教えるべきじゃないか？」

「ここですか？　えへ、恥ずかしいんですけど……私の部屋ですっ」

　──にぱっ。頭痛がした。

「あっ、名前はヒマワリって言います！」

「ありがとうヒマワリ。で、ここがどこかも含めて、お前がどういう存在なのかを聞いているわけだけど」

「私の役割のことでしょうか？　ラスボス更生担当官です！」

「だからそのラスボス更生担当官が何なのかを聞いてるんだよ……！」

　質問に対する答えとしては間違っていないのかもしれないが、詳細を省きすぎだった。

　やばい。超イライラしてきた。アキトが聞き方を変えようとすると、

「俺おれはなんとなくわかったけどな」

　隣に座っている勇者野郎がこたつ中央に置かれた煎せん餅べいを手に取り、バリッと嚙かみ砕くだいた。

「むぐむぐ……ようはあれだろ？　ここに集められたのはいろんな世界の極ごく悪あく人にんで、悪事を働いた罰として、どっかの世界を救ってこいとか、そーゆーノリなんじゃね？」

　バリバリと煎餅にかじりつきながら、馴れ馴れしく話しかけてくる勇者野郎。喰くい方が汚らしいせいで、アキトの顔に煎餅の破片がピシピシと飛んでくる。

「まーそうカッカすんなよ！　まだ俺達が敵かどうか決まったわけじゃねぇだろ？」

　肩に手を置いてきたのでアキトが何も言わずに払いのけると、勇者野郎は肩を竦すくめた。同時に、物珍しそうに湯飲みを観察していた過激ファッションの幼女が顔を上げた。

「《ＳＯＲＡ》は問う、我々をこの場所へ集めたのはお前か？」

　幼女の問いに、ヒマワリとやらは「えーっと……」と顎がつ下かに人差し指を当てた。

「私ではないですね。私は遣いみたいなものなんです。派遣社員ですねっ」

「全然わからない」

　だよな。アキトは心の中で幼女に同意した。

　麦わら女は困ったように帽子の鍔つばをいじくっている。

「みなさんをここに集めたのは、全時空、全異世界を管理している方々なので……」

「……時空と異世界を管理。高次元存在の可能性の有無は確証されていない。《ＳＯＲＡ》は認識できていなかった。詳細を求む」

「えっと……わかりやすく言うと、みなさんをここに集めたのは神様です」

　神様。その一言の直後、ガタッと悪魔コスの女が立ち上がった。

「か、神ですって……!?　やはり天界の使いではないですか！　た、たとえ力が使えずとも、わたくしは二度と神に頭こうべを垂れませんよ！」

「いえっ、ヴェンデッタさんのいた世界の神様とは別物といいますか……もっと上の人達と言いますか……」

　コスプレ女の顔が青ざめる。今にも卒倒してしまいそうな感じで、畳に膝をついた。

「馬鹿な……神はわたくし達を否定するだけでは飽き足らず、謀たばかっていたというの……？　唯一神は自称だったの……？　神すら凌りよう駕がする神が存在していただなんて……！」

「えっと、ヴェンデッタさんが考えているような方々とはちょっと違うんですよ～」

「許せないわ……どこまでわたくしを愚ぐ弄ろうすれば気が済むというのですか……！」

　フォローしようとしている麦わら女を他よ所そに、悪魔女はキィィィと言いながら畳を爪で引ひっ搔かいている。そうこうしていると、眼鏡野郎が肩を竦すくめてニヒルに笑った。

「フッ……私は神など信じない。信じるのは己の力のみ──ダッ！」

　バッと両手を広げてかっこつけているが、足はしっかりとこたつに入っていた。

「私は自分しか信じないし、ここに呼ばれた理由にも興味はないッ！　故に私が要求することはただ一つ──」

　眼鏡野郎は眼鏡を押し上げて目を鋭く細めた。

「──メリットだ。何な故ぜ異世界を救わなければならないのかよくわからんが、それだけの所業をやってのけろと言うのであれば、報酬を要求できて然しかるべきだと思うが？」

　眼鏡はそう言ってから、足でも組もうとしたのか、ガツンとこたつに膝をぶつけていた。うつむいてプルプル震えている。痛かったのだろう。

　一応、やっとまともな話の流れになりそうだった。

　ヒマワリはわざとらしく「ふっふっふー」と不敵な感じに笑った。

「メリット、もちろんありますとも！　皆さんがいくつかの世界を救えた暁には……」

「「「「「……暁には？」」」」」

　自然とその場にいた全員が身構えたが……。

「……いけません！　みなさんの紹介がまだでした！　ヒマワリうっかりしてました！」

　てへ、と困り笑顔で頭をさするヒマワリに、全員がずるっと肩を落とした。

「お前マイペースも大概にしろよ……!?」

「唯ゆい我が独どく尊そんだな！」

「人間というのはどこまで身勝手なのでしょう……」

「《ＳＯＲＡ》はこの女の思考を予測できない」

「お馬鹿さんか？　私はもう名乗っただろう」

　ヒマワリはペコペコと頭を下げて皆に謝った。

「ごめんなさいごめんなさい……私、ちょっと説明が下手みたいで……」

「ちょっと？　ざけんなよ？」

「で、でもでも、アキトさんだって皆さんの名前が呼べないと困るでしょう？」

　──ＯＫ、諦めよう。口を挟んでもぐだぐだになるだけだ。アキトはこたつに額を打ちつけながら、「どうぞ」とヒマワリに進行を任せた。

　ヒマワリはゴホンと咳せき払ばらいをして、まずは鎧よろいを着込んだ勇者野郎に手を向けた。

「それじゃあまず……こちら、イグニートさんです！」

「ん？　あ、俺おれか。イグニートでっす☆」

　紹介されて、勇者野郎、イグニートとやらは何故かノリノリで額に手を斜めにかざし、敬礼のようなポーズを取った。ウザい。

「イグニートさんはファンタジーな世界で、最初は魔王と戦う勇者をしていた方でした」

「いや俺おれは今も勇者のつもりでいるんだけどな？　まあそれもいろいろあって──」

「はい、では次の方～」

「──紹介終わりかよ！」

　ヒマワリがさっさと次の紹介を始める。どういう経緯いきさつでラスボスになってしまったかなどは説明する気が無いようだ。アキトはそんな経緯に興味は無いので別にいいのだが。

「こちらヴェンデッタさん。見ての通り、堕天使さんです！　天界と人間界と地獄の存在する世界で、悪魔と堕天使をまとめていたラスボスさんです！」

　ヴェンデッタと呼ばれた悪魔女は、皆から視線を向けられた。

　肩がびくんと震えるのを、アキトは見た。若干、目も泳いでいる。

「げ、下げ賤せんな人間に名乗る名などありません。わ、わにゃくしは──」

　嚙かんだ。本人も失態に気づいたのか、一瞬顔が青ざめたかと思えば、途端にりんごのように赤くなっていく。まるで信号機のようだ。

「わ、わわわたくしはどんな利点を提示されようと神の言いなりにはなりませんから！」

　ぷいっと他よ所そを向くヴェンデッタ。しかし皆が視線を外そうとしないので、そのうち目を瞑つぶって顔を両手で覆ってしまう。

　続いて、ヒマワリはヴェンデッタの隣に座っている幼女に手を向けた。

「こちらの可愛かわいらしい女の子はソラさん。環境改善のためのＡＩ人工知能さんだったのですが、最優先課題を人間の駆く逐ちくと判断してしまい、人類の敵になってしまったラスボスさんです」

　紹介を受けた幼女、ソラは視線だけをヒマワリに向けた。

「《ＳＯＲＡ》の紹介として、その説明では不十分。説明の追加を要求する」

「あぅ。えっと、私説明下手なので、自己紹介してもらっても構わないでしょうか？」

「了解。《ＳＯＲＡ》の全すべてを口頭で説明する場合、最低三八二時間を必要とする」

「やっぱし人間関係は時間をかけて構築していくのが一番だと思うので、これから徐々に知っていってもらう形にしましょう！」

「訂正要求。《ＳＯＲＡ》は人間ではない」

「じ、人工知能関係もおんなじだと思うな～」

　苦笑いを浮かべるヒマワリを、ソラは数秒間じっと見つめた。ヒマワリから指摘された言葉を嚙かみ締しめているのだろうか、無言が続く。

「……理解した。《ＳＯＲＡ》は他者へ理解を与えるために時間をかけることにする」

　意外に素直らしい。続いてヒマワリが眼鏡野郎に手を向ける。

「この眼鏡の人は、キリシマさん。科学技術の進んだ世界の方で、スコールテクノロジーという会社を経営していた社長さんです」

「社長ではない。ＣＥＯ最高経営責任者だ」

「それと、眼鏡さんですよね」

「眼鏡ではない。社長だ」

　眼鏡なのは確定的だとして、結局どっちなんだよ。

「えっと、兵器を開発する会社で、ロボット、いみてーしょんまーず？　でしたっけ？」

　キリシマは意気揚々と立ち上がり、眼鏡をくいっと中指で押し上げてから両手を広げる。

「うむ、通称ＩＭイミテーシヨン・マーズッ！　『戦神の贋がん作さく』という意味だ！　どうだこのセンス、格かつ好こいいだろう！　私が考えたんだぞ！　二足歩行だけでなく自在に空中を駈かけることができる究極の兵器だ！　ちなみに私の愛機は黒紫陽花あじさい、名付けてブラックハイドランジアであるッ！　強いぞ格好いいぞ！　主武装はレールカノンとバリアブル──」

「──す、すごーい企業だったんですが、星の資源を消費し尽くしてしまい、最後は全人類を敵に回してしまったラスボスさんですね！　以上です！」

「フッ、私の人生をずいぶん簡潔に説明してくれるではないか……だがだいたい合っているのでよしとしてやろう」

　広げた両手を収め、キリシマはスッと座ってこたつに足を入れ直した。

　勇者、堕天使、人工知能、眼鏡。頭が痛くなるラインナップだったが、異世界から呼び出されたラスボス、という言葉の意味をアキトは理解し始めていた。

　そして最後に、ヒマワリは大人しくお茶を啜すすっているヌラヌラした生物に笑顔を向ける。

「あちらの方は、エイリアンさんです！」

　……まんまじゃねーか。アキトが心の中でツッコミを入れていると、エイリアンはナスを横にしたみたいな頭を、わずかに上下させた。……お辞儀？

「エイリアンさんは母星の崩壊に伴い宇宙に出て、何万年も彷徨さまよって地球という星を発見。先住民である地球人と敵対することになってしまったラスボスさんですね」

　エイリアンはヒマワリから紹介されながら、お茶をずずっと啜っていた。

「一時間前に皆さんより先にここにいらっしゃっていて、すでに私から詳細を説明させていただいてました。言葉は話せませんが、ジェスチャーでコミュニケーションをとってくれるはずです。ちなみに女の子なので、知っておいてあげてくださいね♪」

　ねー♪　とヒマワリが笑顔で同意を求めると、エイリアンは湯飲みをこたつに置いて恥ずかしそうに左手を頰に当てていた。一番この状況に理解があるのが地球外生命体という事実。アキトは顔が引きつりそうになるのを必死に堪こらえながら、目を閉じた。

（ファンタジー、神話、ポストアポカリプス、ＳＦ、モンスターパニック。何の冗談だ……いや待て、よくよく考えれば自分がいた世界もだいぶおかしいのか……？）

　なんてったって異能バトルである。そう考えると、自分も他の連中も常識外れな点はどっこいどっこいだ。アキトはそろそろこの謎なぞ空間と謎設定の連中についてあれこれツッコミを入れるのはやめにすることにした。今がどういう状況であれ、これは恐らく死後の延長線だ。受け入れよう、これ以上考えていたら頭がおかしくなりそうだから。

「そして最後に、この白髪の方がアキトさんです！」

　自分の名が呼ばれて、アキトは閉じていた目を開いた。

「アキトさんは異能者同士の血で血を洗う戦いが行われていた世界の方で、最強の異能者だったすごい人です。でも、ある出来事がきっかけで──」

　ヒマワリがアキトの説明に入った時、アキトが凄すさまじい殺気を込めて彼女を睨にらんだ。

　びくんと、ヒマワリが肩を震わせて怯おびえたような表情になった。

「……名前がわかれば十分だろ。そろそろ自分の世界へ帰る方法を教えてくれないか？」

「えぇぇっ、アキトさん、帰っちゃうつもりなんですか!?」

「僕らが異世界から呼び出された存在なら、元の世界へ戻す方法もあるんだろう？」

「でも……アキトさん……それに皆さんも、元の世界ではすでに亡くなっています」

　やはりそういうことらしい。自分は死んだのだ。それがわかっただけで、さっきヒマワリが提示しようとしていたメリットについてもだいたい予想はつく。

「戻れば死しか待っていませんし……そ、それにっ、メリットというのがですねっ」

「『自分達の世界で復活できる権利』とか、どうせそういうのだろう？」

　アキトが言うと、ヒマワリは少し驚いたようだった。

「……その通りです。皆さんが一緒になってたくさんの世界を救うことができた暁には、『自分が生まれたその瞬間から、世界をやり直す権利』を得ることができます。皆さんは、世界を破滅寸前まで追い込んで、命を落とした方達なんです。皆さんをここへ呼んだ神様は、世界を救えば人生と世界をやり直すチャンスを与えてくれます」

　アキトとエイリアン以外の全員が、驚きを露あらわにしていた。

　ヒマワリは彼らの反応を見て、こたつに手をついて身を乗り出した。

「──今からでも遅くないんです！　人生と世界はやり直せるんです！　一緒にたくさんの異世界を救って、自分の世界も救いましょう！　更生担当官として、私も精一杯尽力させていただきますから！」

　ヒマワリは皆を奮い立たせるようにそう言って拳こぶしを握った。アキトはそれ以上何も言わなかった。イグニートがこたつから立ち上がり、拳を手のひらに打ち付けた。

「──うっし！　なるほどな……そういうことなら俺おれは協力するぜ！」

「イグニートさん！」

「俺は世界を破滅に追い込んだつもりなんかこれっぽっちも無いけど、まあ結果としてそうなっちまったのは事実だ。やり直せるもんならやり直してぇ。それになんつーか」

　イグニートが白い歯を見せながら、ニッと笑う。

「──面白そうじゃんか！　お前らもそう思うだろ！　一緒に世界を救っちゃおうぜ！」

　一人で拳を振り上げるイグニート。もちろん誰も乗ったりしない。しかし幼女、ソラがジト目をヒマワリに向けながら、わずかに頷うなずいた。

「《ＳＯＲＡ》を転送したのが時空を支配する存在であるならば、《ＳＯＲＡ》という存在を、《ＳＯＲＡ》のいた世界の任意の時代へ配置することは可能と判断する。それに、元より《ＳＯＲＡ》は環境を保全するために作られた。救済は《ＳＯＲＡ》の存在理由と合致する」

「？？？　え、えっと、そうです！　そうですよねっ」

「《ＳＯＲＡ》は時空支配者の要求に応える可能性を示唆する。《ＳＯＲＡ》は人間の駆く逐ちくを完了していない。リセットして、人間の駆逐を早さつ急きゆうにやり直す必要がある」

　復活を望む動機を聞いて、ヒマワリはリアクションに困っていた。

「あ、う……えっと、それでもいいです！　今はまだ！」

「了解。《ＳＯＲＡ》は協力することを確定した」

　人工知能もメリットを提示されてやる気を出したらしい。ソラの協力する動機が許されたのを聞いて、堕天使ヴェンデッタが不安そうにヒマワリを見た。

「……そ、その、あなたの言う神という存在は、わたくしの知る神とは別物だというのは、確実なのですか？」

「はいっ、全くの別物です。どっちが偉いとか、そういうのもないですっ」

　顎あごに手を当てて立ち上がり、ヴェンデッタは皆に背を向けて考え込んだ。

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………そう、ですか」

　熟考しすぎだろ堕天使。アキトが心の中でツッコミを入れていると、ヴェンデッタは髪を手で払いながら皆へ振り向いた。

「ならば、わたくしも協力するのにやぶしゃか──」

　嚙かんだ。しかもかっこつけて振り向いた拍子に、翼がガンッと簞たん笥すにぶつかって、上に乗っていたクマのぬいぐるみがコテンと落ちてしまう。

　ヴェンデッタはわたわたしながらぬいぐるみを拾って律りち儀ぎに元の位置に戻し、「ん～！」と力みながら翼を一生懸命に小さくたたみ、もう一度わざわざ髪を払いのけた。

「やぶさかではなくってよ！　誕生からやり直せるのであれば、神への反逆のための準備もできますからね！　今度こそあの高慢な神の長く伸びた鼻っ柱をへし折って──」

　バサッ──がつんっ、ぽとり。勇んだ拍子に翼が開いてしまい、また簞笥にぶつけてぬいぐるみが落ちる。ヴェンデッタは再びわたわたとぬいぐるみを拾った。

　とりあえず全員見て見ぬ振りをしてあげて、最後に眼鏡キリシマを見る。

　いつの間にかキリシマは立ち上がって壁に背を預け、胸の前で腕を組みながら、やれやれみたいな感じに肩を竦すくめていた。

「フッ……私のパーフェクトな人生に悔いなどありはしない」

　不覚にも一部彼と結論が被かぶってしまったことに、ひどく微妙な気持ちになるアキト。

　しかし次の瞬間、キリシマは片手で顔を覆い、指の隙間から切れ長の瞳ひとみを覗のぞかせた。

「──だが、完かん璧ぺきの上を目指してこそのカズヤ・キリシマだとは思わんかね？」

　……お互いに何一つ知らないのだから、同意を求められても困りものだった。エイリアンは他の五人がやってくる前にすでにヒマワリに協力することを約束したらしく、結局全員がこの提案に乗り気なようだ。そして、最後の一人であるアキトに視線が集まる。

「アキトさんもぜひ協力してほしいですっ。みなさんで力を合わせればきっと──」

「戻せるならすぐに戻してくれ。僕の結論は変わらない。やり直しになんて興味ないよ」

　淡々と、アキトは言った。彼の結論に、ヒマワリ以外のメンバーは反応しなかった。せいぜいイグニートが口笛を吹いたぐらいだ。ヒマワリだけが、あわわと動揺する。

「も、戻れば死んじゃうんですよっ？」

「いいよ」

「いいなんて、そんなことないですよぅ」

「お前には関係ないだろ」

「でもでもっ、最初からやり直せばアキトさんはあの人を──」

　何かを口にしようとした瞬間、アキトの右手の指先が、ヒマワリの目に突きつけられた。

　長く伸びた爪を、ヒマワリの睫まつげにかすめさせ、柔らかい眼球スレスレのところで止める。当然ヒマワリは動けない。目を見開いたまま、硬直する。アキトはヒマワリを見ていなかった。表情にも動きはなく、右手以外は微動だにしていない。

「……戻せるんだろ？　やってくれ。僕は一分一秒だってここにいたくないんだ」

　こんな茶番に付き合っていられるほど精神的に暇じゃない。自分に何の関係もない世界を救うなんてクソ食らえだ。何より、『やり直し』になんて興味が無かった。

　何な故ぜ自分のしてきたことを全否定する必要があるのか、アキトにはわからないのだ。

「も……戻せません」

　その返答に、アキトがヒマワリを睨にらむ。

「戻せないんです！　そういう仕様なんですっ！　こ、これは皆さんへの罰でもありますから、担当官として戻してあげることはできないんですっ。わかってください……！」

　目を瞑つぶって恐怖を押し殺しながら、ヒマワリは言った。そうきたか。反応を見る限り戻れないというのは十中八九噓うそだろうが、拒否権を与えてくれないとは恐れ入る。

「……あっそ」

　それならそれでよかった。アキトはヒマワリへ向けていた右手の指先を、自分の喉のどへ向かって突き刺そうとした。単純だけど、もう一度死ねば結果は変わらない。

　だが、アキトの動きよりも速く、ヒマワリに腕を引っ張られる。

「!?　っ、お前……！」

　舌打ちをしながら、持ち前の目つきの悪さでもって、腕にしがみつくヒマワリを睨んだ。

（なんなんだこいつの引き下がらなさは……ついでになんなんだ、こいつの……この……）

　アキトはある一点において、あまりに衝撃的すぎて動揺した。腕にしがみつかれて初めて判明した事実。どうでもいいけど──こいつ胸超デカい。引くほどデカい。

　アキトの顔が赤くなった。

「し、死んじゃダメです……！　ていうか死ねませんから～っ！」

「いい加減にしろよ……！　自分の命ぐらい好きにさせろ！　しがみつくな殺すぞ！」

　目を瞑つぶりながら胸を押しつけるようにしがみついてくるヒマワリに、動揺を隠せぬアキト。当たり前だが他の連中は助けちゃくれない。

「好きにさせればよいのでは？　というか、わたくし一人で十分ですし。極めて不本意ではありますが、世界の一つや二つ救うことなど赤子の手を捻ひねるようなものですから」

「我々を元の世界へ転送することは可能だと推察する。ヒマワリ、何な故ぜ噓うそを吐つく？」

「自ら命を絶つか──美しくないなアキト君ッ！」

　呆あきれたような顔のヴェンデッタと、心底不思議そうに見つめてくるソラ。そして慣れ慣れしく名前で呼んでくる眼鏡。エイリアンは煎せん餅べいをカリカリと囓かじっている。

　イグニートも頰ほお杖づえを突きながらアキトとヒマワリのおっぱいを見ていた。

「うっほ、でけ～ぇ……なぁ、いいじゃんアキト、おっぱいに絆ほだされちゃうのは男の宿命だ。もうさ、ご託たくはいいからおっぱいのために世界救っちゃおうぜ？」

「うるせぇ！　話しかけるな似え非せ勇者！」

「つーかお前その反応童貞だろ？　中二病で童貞のラスボスとかどうしようもねぇな！」

　ウェーイとか言いながら指さしてくるイグニートに、アキトは顔を赤くした。

「──決定お前殺す！　ていうか中二病なんて言葉なんでファンタジー世界の住人が知ってるんだ!?　似たような言葉があるっていうのか!?」

　言語統一恐るべしだった。全員この場でぶっ殺してやりたいアキトだったが、やはりこの空間では自分の力を行使できなかった。

「死んではダメですぅ！」

「わはは！　お前の話ぜんっぜん聞いてないぞこの子！　やっぱ天然が最強だよな～！」

「騒がしいのは好みません。ヒマワリさんでしたか……早く救うべき世界へ転送なさい」

「《ＳＯＲＡ》も作業時間の短縮を要求する。この時間、極めて無駄」

「フッ、無駄やロマンを愛せぬようでは王者は務まらん……私はこの時間を満喫させてもらうぞッ！　ヒマワリ、茶菓子が切れている。あの平たい米菓子のようなものを私も食してみたい。あとお茶が冷えてしまったから入れ替えたまえ」

「……ずずずずずずず」

　おのおの、好き放題にしゃべくったりお茶を飲んだりしている。

　なんだろう、このわちゃわちゃ感。最初にラスボスだと聞いていたから、威厳とか荘そう厳ごんさを秘めた連中だとアキトは思っていたのだが、こうして力を奪われて八畳一間に押し込められていると、もうただの協調性の欠片かけらも無い自分勝手な連中でしかなかった。

　ヒマワリがしがみついているせいでアキトの服が肩からずり落ちていく。

　よく考えればここに集められた者達は、世界を滅ぼせなかったラスボス。

　つまりいろいろ駄目だった、残念なラスボス。駄スボス達である。

　そして自分がこの連中の枠の中にいるという事実。ついさっきアキトはシリアスな最期を遂げたはずだった。それが一瞬にして、気がつけば八畳間にいた。

　そしてよくわからないうちに異世界のラスボス達とこたつに入りながら、強制初めましてをさせられ、世界を救うことを強要されている。

　カオスである。転送されてきてすぐに適応しろというのは無理な話だった。

「っ！　僕は認めないぞ！　こんな連中と世界を救うだなんて絶対御免だからな！」

　まとわりついてくるヒマワリの頭を押さえつけ、アキトは怒りのままに叫ぶのだった。
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　三〇分後。八畳間に集められたラスボス達は、さっそく荒廃した世界に降り立っていた。

　傾いて崩れかけの高層ビルや、草木一本生えていない大地。赤く染まった空に、稲光を帯びた黒雲。そして上空を埋め尽くす無数の巨大な影。

　そんな光景がどこまでもどこまでも、本当に地平線の彼方かなたまで広がっていた。

　こたつに入っていたのに、こんな黙示録染みた世界にラスボス達は一瞬で転送された。

　ヒマワリは左手に妙な杖つえを持ち、右腕でアキトと腕を組んでいた。アキトは完全にふてくされていた。腕にしがみつかれたまま無む理り矢や理り連れてこられてしまったのである。ふてくされているのは、皆に「おっぱいに絆ほだされた」と思われてしまっているからだ。

　血生臭い風が吹きすさぶビルの屋上で、全員で世界を一いち眸ぼうする。

「うはすっげー！　マジで転送されたんだな！　これが異世界か～ワクワクするな～！」

「すでに崩壊しているではありませんか。救う必要があるのですか？」

「文明レベルは《ＳＯＲＡ》のいた世界よりも五〇年の遅れがある。この荒廃は、空を飛んでいる生命体が原因か？」

「いい天気だ……私の戦場に相応ふさわしい」

　この状況をあっさり受け入れている他の連中のことがアキトは信じられない。

　ヒマワリがごほんと咳せき払ばらいをして、杖を胸に抱きながら皆に呼びかける。

「今この時をもって──みなさんの能力制限を解除しました！　今から概要を説明しますっ。重要なのでよく聞いてください！　見ての通り、この世界は滅亡の危機に瀕ひんしています。みなさんのお仕事は、この世界を滅亡の危機から救うことです！　やり方は問いませんが、かなり苦戦するということは覚悟しておいてください！」

　アキトはヒマワリの横で、片耳を小指でほじくっていた。

　相変わらず大ざっぱな説明だ。救うったって、何をすれば世界が救えるというのか。

「期限は一ヶ月です！　一ヶ月を越えたらゲームオーバー、この世界は滅亡してしまいます！　なんとしても、みなさんで一緒に止めましょう！」

　お～と拳こぶしを振り上げるヒマワリ。イグニートだけがダーッと全力で拳を振り上げていた。

「じゃあ次に、この世界の状況をかいつまんで説明しますね。ここは魔法と科学技術が混在する世界で、昔は飛空挺や浮遊都市などがあったそうです。モンスターもたくさんいて、その中でもドラゴンと呼ばれる種族は人々から守り神として崇拝されていたのですが、そのドラゴン達が暴走してしまい、このような状況に陥おちいっています。人口は一〇万人を切っています……暴走の原因はわかっていませんが、突然人を襲うようになって──」

　ヒマワリがなるべくわかりやすく皆に説明すると、イグニートがビルの縁へりに足をかけて、遠くを見るように額に手を当てた。

「あ、あの、イグニートさん、まだ説明の途中で──」

「へぇードラゴンか……俺おれの世界にもいたけどさ。まあ、強いよなドラゴン……ふぅん」

　ちょっと拍子抜けしたような声で、イグニートは言った。

　続いてヴェンデッタも同じようにビルの縁に足をかけ、冷ややかに世界を眺めた。

「どんな相手がくるかと思えば……たかが龍りゆうですか。下等にもほどがあります」

「いえ、ヴェンデッタさんやイグニートさん達がいた世界のドラゴンとは違って──」

　ソラも冷ややかに遠くを見ながら、瞳ひとみに電子文字のようなものを走らせる。

「この世界の分析は全すべて終わった。敵性生物の脅威レベル、Ｅ。残存個体数は三〇〇万。個体により脅威レベルの変更は必要……でも、《ＳＯＲＡ》にとっては誤差範囲」

「あ、あのぅ……？」

　ヒマワリが話を聞いて欲しそうに声をかけるが、もう全員聞く耳を持っていなかった。キリシマも両腕を広げながら、上着の裾をはためかせて楽しげに笑っている。

「なんということだ……ドラゴンだと……!?　ロマンしか感じないじゃないか……ッ！　私の世界にはいなかったが、ドラゴンをモチーフにした機体ならいくつも作ったぞ……！　本物の幻想と我が愛機が対たい峙じする時がくるとは……漲みなぎってきた！」

「みなさん聞いてます!?　私、世界を救う上で重要なことを話しているんですよ!?」

　わたわたしているヒマワリを他よ所そに、四人はそれぞれ別の方向の空を睨にらんでいた。

　イグニートは若干テンションが下がった様子だったが、すぐに気を取り直して、陸上選手のクラウチングスタートのような体勢を取った。ヴェンデッタは風に靡なびく髪を手で押さえ、六枚の翼を力強く大きく広げる。ソラはふわりと浮遊したかと思えば、空中に眼球のような形をした機械の球体を出現させ、その上にぺたんと座り込んだ。キリシマも眼鏡の縁ふちを煌きらめかせ、片腕を横に伸ばし、何かを摑つかもうとするように手のひらを開く。

「ヒマワリちゃん、向こうの空を飛んでんのがドラゴンだよな？」

「……あ、はい。あの場所には生き残った人々のシェルターがあって……」

「──オーケー！　まあとりあえずちゃちゃっと救ってくらぁ！」

　イグニートが屋上の縁へりを、思い切り蹴けった。バゴン！　と屋上の縁が砕け、そこにいたはずのイグニートの姿が一瞬で消えてしまう。

「ふぇぇ!?」

　ヒマワリは突然イグニートが消えたことで辺りを見回している。あれは消えたのではなく、凄すさまじい速さで跳躍したのだ。ヴェンデッタも、足下に巨大な紋様のようなものを出現させ、翼をはばたかせた。胸の前で腕を組み、冷ややかに遠くのドラゴンの群れを睨にらむ。

「一ヶ月ですか……敵の数は多いようですが……舐なめられたものね」

　ヴェンデッタはゆっくりと空へと昇ると、流星のようなスピードで空を駆けた。空を見上げながら啞あ然ぜんとするヒマワリを他よ所そに、キリシマが屋上の縁から一歩足を踏み出す。

「起きろ──ブラックハイドランジア」

　命令と共に、キリシマはビルの屋上から飛び降りた。

　屋上で啞然とするヒマワリが、落下していったキリシマのいた場所へ駆け寄る。アキトも腕を摑つかまれたまま引っ張られて、彼女と同じようにビルの下を見下ろす形に。

　直後、何か巨大なものがぬぅっとヒマワリの目の前に現れた。

「あ、あわわ……」

　びっくりして尻餅をつくヒマワリが、その巨体を見上げる。金属の軋きしみを響かせながら、その黒い巨人は浮遊していた。ロボットだ。やたらと刺とげ々とげしいデザインの細身のロボットが、無数の板状の浮遊体と共に姿を現した。

《システム上々。今日もご機嫌だな、ブラック》

　キリシマの声が響く。彼の声に応えるかのように、消灯していたロボットの目が重低音を響かせて点灯した。ロボットが大仰に両手を広げる。板状の浮遊体もその動きに呼応して周囲に散らばり、剣先のような尖とがった部分を遙はるか彼方かなたのドラゴンの群れへと向けた。

《それでは黒に染め上げようではないか……！　世界をッ！》

　──ゴァッ！　キリシマの一言に応じて、ブラックハイドランジアがスラスターから黒い粒子を噴射した。粒子を尾のように引きながら、巨体が去って行く。

　アキトは口に手を当てていたが、ヒマワリは粒子まみれになってしまい、尋常じゃないくらい激しく咳せき込こんでいた。それが終わると、ヒマワリは涙目になりつつ口をへの字にして、むーっと唸うなった。

「も！　どーして最後まで話を聞いてくれないんですか───────っ！」

　その声が皆に届くはずもなく、やまびこのように響いただけだった。

　直後、遙か彼方の上空で、無数の轟ごう音おんと閃せん光こうが走った。
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　──ビルの屋上から跳躍したイグニートは、大剣を肩に担ぎながら次のビルの屋上を蹴けり、再び跳躍。視線は雷雲の近くを飛び回るドラゴンの群れへ向いたまま、イグニートは楽しげに口元に弧を描いた。

「見えてきた見えてきた。あそこに人間が、俺おれが救うべき弱き者達がいるんだな？」

　地上に灯あかりが見える。恐らく生き残った人間がいるシェルターだろう。兵士のような格好をした男達が銃で必死にドラゴンへ抵抗していた。ドラゴン達は兵士達の足あ搔がきを嘲あざ笑わらうように、地上へ降り立って暴食を開始している。

　それを見て──ぞくぞくぞくぞくぅッ。

「うっひ、えっひ」

　イグニートがたまらなそうに笑い、担いだ剣の柄つかを握って歓喜に震えた。

「やっぱ世界はこぉぉでなくっちゃなぁぁぁ！　いぃぃぃま征いくぞヨワキモノタチー！」

　最後の跳躍をして、地上を襲うドラゴンの群れへ突貫する。

　イグニートの握った剣が、彼の覇気に反応して赤あか味みを帯びる。炎に呪われし邪剣ディヴォルング。伝説の呪われた七武具の一つとか、なんかそういう剣である。その刀身は何ものをも燃やし尽くす炎を宿すが、所有者の肉体すら灰かい燼じんに帰してしまう。

　もちろんイグニートはそんなものを意に介すほど柔ではなかった。

「どけどけぇい！　勇者様のお通りだァ！」

　燃え滾たぎる剣を握りしめ、大きく振りかぶる。炎が極限まで濃縮し、刀身は赤から青、そして最終的に黒々と輝いていく。これぞ伝説として語り継がれてきた、邪剣ディヴォルングが所有者の力に呼応して纏まとうと言われている──なんかすごい炎である。

「どっこいしょおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　技だとか魔法とは一線を画する一撃が振るわれる。地上を埋め尽くしていたドラゴンを爆発なのか斬ざん撃げきなのかよくわからない衝撃が一掃した。

　ドラゴンは屠ほふった。しかしその場にいた人間諸もろ共ともであった。ドラゴンは炎に焼かれ、シェルターは陥没し中はぺしゃんこ、それ以前にディヴォルングの炎の熱で中にいた人々は痛みを感じる暇もなく一瞬で蒸発してしまった。

　焦しよう土どと化した地上にて、イグニートは剣を肩に担ぎ、誇らしげにＶサインを決める。

「──助けにきたぜ！　俺がいればもう大丈夫だ！」

　イグニートが誰も生き残っちゃいないことに気づいたのは、それから五分後のことだった。
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　──西の雷雲へ到達すると、ヴェンデッタは空中にて静止した。

　空を埋め尽くす龍りゆうの軍勢、そして地上にはドラゴンが掘ったであろう巨大な穴があり、そこに蟻あり地じ獄ごくにはまったアリのようにもがく人間達がいた。ドラゴン達は口の中に入れた人間をそのまま食べるのではなく、どこからか持ってきてこの穴へと投下しているのだろう。粘液まみれになった人間はろくに動くこともできず、芋虫のように蠢うごめいていた。穴の中心には、卵からかえったばかりのドラゴンが人間を啄ついばんでいる。

　ヴェンデッタは目を閉じ、生き残ってもがいている人間の頭の中へと意識を潜り込ませた。この世界のドラゴンがこうなってしまった原因を知るためだ。

　魔法と科学の進歩により作り出された魔光炉が各地に作られ、人間が豊かさを手に入れた代わりにドラゴンは魔光炉の光に当てられて狂った……原因はそんな感じだった。

「どんな世界だろうと、人間が愚かであることは変わりませんね」

　ため息を吐つきながら、ヴェンデッタが目を閉じる。暴走の原因を探った後、この世界の神についての情報も得られた。神に叛はん逆ぎやくする者としてこればかりは重要な情報だ。

　実に皮肉な話だった。この世界の神とされている存在は、ドラゴンの長おさとされている『神龍』らしい。つまり、人間は自らが発明した技術によって神をも狂わせ、そして今まさに神に滅ぼされようとしているわけだ。笑ってしまうぐらい自業自得であった。

「ああ、なんて……」

　顔にかかった髪をゆっくりと手で払いのけ、ヴェンデッタが黒々とした目を開く。

「──汚らわしい……！」

　ヴェンデッタの足下に、空を埋め尽くすかのような巨大な紫色の魔法陣が出現した。

「──判決。身に余る技術に傾倒した人間共に報いを与えます。同時に、人が道を誤るのをよしとし、人の技術に狂わされる程度の神であった龍もまた同罪。よって、あなた方には斯か様ような裁きが妥当──そうですね、【第四次聖戦中央戦域】の再現といたしましょう」

　ヴェンデッタが宣言した瞬間、魔法陣の中から幾千という数の悪魔、堕天使が姿を現した。ヴェンデッタはその中央に椅い子すを出現させ、ゆっくりと腰を下ろす。

　そして左手で頰ほお杖づえをつきながら、右手を軽く上げる。

「──祈れPray、そして死ねand die」

　瞬間、悪魔達が吼ほえた。巣を守ろうとドラゴンの群れが飛来する。悪魔達は雄お叫たけびを上げて、彼らへ突貫する。ドラゴンの息吹など、悪魔にとってはそよ風のようなもの。悪魔達の剣や槍やりは、容易たやすく龍の鱗うろこを突き破り、その血と肉を喰くらった。ドラゴンは止めどなく集まってくるが、悪魔の一匹に対してかすり傷すらも与えられない。

　再現魔法。己の記憶の中にある脅威の光景を、魔力によって文字通り再現し、実体化させる力だった。空中で繰り広げられる虐殺の中で、人間達は空から降ってくるドラゴンの残ざん骸がいに潰されていく。ヴェンデッタはその光景を見下ろしながら、再現魔法で出現させた紅茶のカップに口をつけた。

「さすがわたくしの再現魔法ですね。人間の行く末までも意図せずして再現してしまうとは……自分の格の高さに惚ほれ惚ぼれします」

　ヴェンデッタはドヤ顔で紅茶を一口飲んだが、すぐに顔を顰しかめて紅茶のカップを見た。

「………………いつまで経たっても、紅茶の味は再現できませんけれど」

　ちょっとだけ憂いを含んだ顔で、ヴェンデッタはため息を吐つくのだった。
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　東の空に対空砲火の光。人間とドラゴンが戦闘を行っている場所へ向かうため、キリシマはブラックハイドランジアのメインブースターを点火させた。

「ブラック、敵の数は？」

《未確認生命体を五〇〇確認。所属不明勢力による対空迎撃の効果は認められない》

　内蔵された戦術補助ＡＩの答えを聞き、キリシマはフンと鼻を鳴らした。

　キリシマが操そう縦じゆう桿かんを横に開くと、ブラックハイドランジアが両腕を翼のように広げる。

　両手の平の中心に時空の歪ひずみが生じ、長細い筒状の物体が出現。二本の筒状のレールカノンを摑つかませると、キリシマは戦火飛び交う戦場へと急加速した。

「フェザー展開、コントロールは……私に……！」

《了解。バリアブルフェザー展開。コントロール、パイロットの脳神経へ直結》

　キリシマのこめかみに血管が浮かんだかと思えば、ブラックハイドランジアの両翼を思わせる板状の物体がパージされ、空中に散開した。

　板状の物体、遠隔操作型のオールレンジ兵器『バリアブルフェザー』は、ブラックハイドランジアの進行方向へ先行し、ひしめき合うドラゴン達の元へ突っ込んだ。板が割れ、中央に粒子が集束したかと思えば、強烈なレーザーとなって飛行するドラゴン達を直撃。

　ジィィィィ……！──ドチャッ！　鱗うろこで覆われたドラゴンの表皮をレーザーが溶かし突き破る。ドラゴン達が攻撃に気づいた時には、すでにフェザーは彼らを包囲しており、高速で動きながらレーザーを連射した。ボタボタと地上にドラゴンの残ざん骸がいが落ちていく。雨のように地上へ降り注ぐドラゴンの死骸を避よけながら、頭上の一際大きい蛇じや龍りゆうへ向けてレールカノンを突き上げ、射撃。

　──カンッ！　甲高い音を立てて、分厚い鱗と喉のどを突き破り、背びれを弾が貫通。続いて左右から挟きよう撃げきを仕掛けようとしてきた二匹の蛇龍の口めがけて、腕をクロスさせながら引き金を絞る。口から尾にかけてをレールカノンの弾丸が貫き、蛇龍がブラックハイドランジアの横をすり抜けて地上へ落ちていく。

　傷一つ負っていないブラックハイドランジアへ向けて、さらに二匹の翼竜が襲いかかる。

　キリシマは両手のレールカノンを捨て、二匹の翼竜の口めがけて両腕を突っ込んだ。肘から生えた針のような突起物が、勢いよく手のひらへとスライドし、突き出る。

　パイルバンカー『マレウスファング』が翼竜二匹を串刺しにし、ブラックハイドランジアはドラゴンの血を浴びた。悪魔のような出いで立たちで浮遊するブラックハイドランジア。しかしコックピットでは、キリシマが目元をピクつかせながら首を傾かしげていた。

「……おかしい。想像と違うぞ。私は古いにしえの壁画にでも描かれていそうな、巨人対龍りゆうというシチュエーションを求めていたはずなのだが。これではまるでハエ叩きではないか……」

《敵勢は昆虫ではなく、は虫類に分類されると推察する》

　そういう意味じゃないと返しつつ、キリシマは口をへの字にさせながら、地上を見た。

　直後──キリシマは怒りに顔を歪ゆがませた。彼が発見したのは、人間達の陣地の少し離れた場所から急接近してくる新たなドラゴンの群れだった。

　それは翼の退化した、地を這はうドラゴン達だった。蛇のような胴体を引きずりながら、短い四肢で這いずるその姿は、まるでトカゲだ。

　眼鏡を押し上げながら、キリシマはブラックハイドランジアの両腕を広げさせる。

「ドラゴンが地を這うだと……？　仮にも空の王者である龍が？　大翼を広げ、何ものをも喰くらい尽くすはずのドラゴンが地べたを……ダバダバと這いずっているだと……!?」

　怒りに呼応するようにしてブラックハイドランジアの胸が開き、赤い球体を出現させる。

　キリシマは眼鏡から手を放し、操そう縦じゆう桿かんを握りしめる。

「よくも……！」

　球体がエネルギーをため込み、赤黒い光を発する。

「よくも私のロマンを汚してくれたなああああああああああああああッ！」

　──カッ！

　赤い球体の光が頂点に達すると時空の歪みが発生。直後に大爆発を巻き起こした。

　コアデストラクション。動力源であるブラックホールエンジンの力を応用することで使用可能となる、超加圧縮による破壊兵器だった。宇宙の法則を乱すレベルの破壊からは、何ものも逃れることはできない。ドラゴン共を、地上で戦っていた兵士達諸もろ共とも消し飛ばした。

「ドラゴンは絶対、這っちゃ駄目なんだ……っ」

　自分が行った虐殺になど目もくれず、キリシマは涙を流しながら膝を拳こぶしで叩たたいた。

　このただの八つ当たりにより、人間とドラゴン達は一瞬で消失したのだった。





　　　☆






「あわ、あわわ……」

　遠くの惨劇を眺めながら、アキトは退屈そうに耳の穴を小指で搔かき、ヒマワリは青ざめた顔で肩から服をずり落としておろおろしている。

「ど、どうしよう……どうしてこんなことに……もう、取り返しがつかないくらいぐっちゃぐちゃなような……だ、だだ、大惨事ぃ」

「……何？　チームワークとかそういうの期待してたわけ？」

　アキトが耳から指を引っこ抜き、ふっと息を吹きかける。

「そ、そうですよぅ。みんなで協力し合って世界をどう救うか考えようとしてたんですけどっ……な、なぁんでこんなことにっ」

　アキトは涙目のヒマワリを笑った。

「できるわけないって。一応あいつらラスボス、つまり悪人なんだろ？　力でねじ伏せてきた連中がどういう行動に出るか、少し考えればわかることだろうが」

　そう言うと、ヒマワリがぺたんと膝をつき、アキトの足にしがみついてくる。

「い、一緒に、と、と、とと、とめっ、止めっ」

「は？　嫌ですけど。っていうかどう考えても今から止めても間に合わないだろ」

　あぅとヒマワリが泣き縋すがってくる。アキトは無情にも彼女を振りほどこうと足をぶらぶらさせた。弾みでヒマワリのおっぱいがむにむにと足を刺激してくる。

「下品なもん押しつけんなっ！　僕に頼むのはお門違いだ、幼女とエイリアンに頼めっ」

　ヒマワリが目をうるうるさせながら、正座して相変わらずお茶を飲んでいるエイリアンを見る。エイリアンは無言で首を横にフルフルさせた。さらに力こぶを作るように片腕を上げてから、両手で×を作ってみせる。「力」「不足」、と言いたいらしい。

「う、アギドざぁぁぁぁん……」

「だからなんで僕だよ……まだ話のわかりそうな幼女に頼め！」

　言われた通りにソラへ助けを求めようとしたが、ビルの屋上に手をついてずっと大人しくしていた彼女が突然立ち上がった。

「──この星のスキャン、及び地上に存在するドラゴンのロックオン、完了」

「……ソ、ソラさん？」

「これより攻撃を開始する」

「わーやっぱりー！　やめてくーださーい！」

　ヒマワリが泣きながら幼女の方へ走り出そうとしたその直後だった。突然四人がいたビルが波打った。体勢を崩して尻餅をつくヒマワリと、危険を察知して立ち上がるエイリアン。アキトも、横目でソラを見ながら舌打ちをした。

「構造体を強制分解、再構築を開始。再構築設計図、第八世代型ロングレンジ地対空拡散レーザー砲を採用。発射シーケンス省略。再構築が完了次第、掃そう討とう開始」

　波打っていたビルが電子ブロックのようにバラバラになり、ソラの元へ集まっていく。物質の分解と再構築。ソラに内蔵されたナノマシンは、物質を別の物質に変換し、質量さえあればどんなものにも作り替えてしまう。そのへんの石ころをかき集めて戦車も作ることもできれば、ただのビルを分解して超未来兵器に作り替えることも可能なのだ。

　ソラの身体からだは分解された物質に覆われ、巨大な砲台のようなものの中に埋うずもれていく。

「ちょちょちょちょちょちょっと待っ──わひゃ、わひゃ─────！」

　足場を失ったヒマワリが分解されていくビルの屋上から落下する。

　ソラは構わず砲身を真上へ向けさせた。電子音を響かせながら、ソラの人工眼球に照準が現れる。照準は真上、月に向けられていた。

「発射」

　月に照準が重なった瞬間、ソラは砲身から光の柱を放った。

　──ドヒュン！　辛うじて残っていたビルが崩壊し、極太の光の柱が月へ伸びる。雲を越え、成層圏へと突入する寸前に、光の柱は拡散した。そして空から地上へ拡散した光がドラゴンへ向けて降り注ぎ、地平線の向こうまで爆発で埋め尽くされていった。

「あひぃぃぃいいいいい！」

　情けない悲鳴を上げながら、瓦が解かいするビルと共にヒマワリが落下する。

　アキトも同じように落下していたが、背中に深紅のマントを出現させた。

「№21《インビジブルレイヴン》」

　異能を発動させた瞬間、落下が止まり飛行に転じる。アキトは瓦が礫れきを回避しながら飛行し、ヒマワリの服の襟をひっつかんだ。落下が止まったことに気づかず、ヒマワリは縮こまった姿勢のまま涙をポロポロ流している。

「だずげで！」

「おいこら無能」

　声をかけると、ヒマワリは自分が無事なことに気づき、ずびーっと鼻水を啜すすった。

「ずびっ、あへ？　ア、アキトさん!?　もしかして助けてくれたんれすかっ！」

　今まで泣いていたのに、途端に嬉うれしそうにパァッと笑顔を輝かせるヒマワリ。アキトは据わった目でヒマワリを見下ろした。

「さっさと終わらせたいだけだ。聞きたいことがある。今すぐ答えろ」

　アキトはヒマワリの首根っこを摑つかんだまま、瓦礫を回避しつつ風を切る。

「この世界にもラスボスがいるんだろ？　そいつの名前を教えろ」

「い、いますけど、でも──」

「いいから、わかるなら教えろ。名前さえわかればたどり着ける」

　イライラしながら尋ねると、ヒマワリは顎がつ下かに指を当てた。

「えとえと……神しん龍りゆう族の『ガルフォニアケロス』さんという方が、実力ではこの世界のラスボス、ということになりますね」

「ＯＫ、殺してくる」

「え？」

「エイリアン、パス」

　アキトはぽいっとヒマワリを投げ捨てた。またも落下しながら「わひゃぁぁぁ」と叫ぶヒマワリ。しかしすぐに、ぽすんと何かの腕の中に彼女の身体からだは収まった。地上から跳躍してきたエイリアンがすかさずキャッチしたのである。

「エ、エイリアンさん……ありがとうございます」

　エイリアンは両腕にヒマワリを抱きながら、アキトがいた場所へ顔を向け、やれやれとでも言うように首を横に振った。

　ヒマワリもアキトの方を見たが、すでにそこに彼の姿は無かった。

「…………んも！」

　ヒマワリはエイリアンに抱かれながら足をパタパタとさせて叫んだ。







　大地に空いた直径八〇〇キロメートルの巨大な穴。その穴は星の中核付近まで延びていた。

　生命を拒絶する熱の中、ソレは夥おびただしい数の卵と共に座していた。蒼そう玉ぎよくと翠すい玉ぎよくを練り合わせたような色をした鱗うろこ。手足は小さいが胴は長く、尾を合わせると数キロメートルに及ぶ。

　──神しん龍りゆう。この世界において絶対的な知能と力を持つ高位存在。全すべての動植物から崇拝され、神に等しい存在として崇あがめられてきた生物だ。瞳ひとみの奥には、他の龍達と変わらぬ赤き狂気を宿している。他の龍と違うのは、暴走していてもなおその相そう貌ぼうが穏やかだということだった。まるで狂気を受け入れ、この世界の終わりに身をゆだねているかのようだ。

　神龍は眼を閉じたまま、ただそこに居た。彼が眼を開いたのは、わずかに身を捩よじらせた直後だった。卵がずらりと並ぶ赤く輝く岩盤の上に、突如として一人の少年が姿を現したのだ。少年、アキトは卵の一つに片足をかけてゆっくりと地下空洞を眺めた。

「……なるほど、確かに雰囲気はラスボスだ」

　両ポケットに手を突っ込んだまま、特に何の感情も抱かぬまま、アキトは言った。

「しかし無駄にデカいね……ラスボスっぽいけど、自重で潰れたりしないのか？」

　アキトが半笑いで神龍に問う。

《──何者だ》

　頭の中に低い声が響いて、アキトは意外そうに眉を上げた。

「狂ってるのに話はできるんだな」

《その頑強さ、人間ではないな。何をしに我が聖域へ足を踏み入れた？》

　アキトは右足で踏みつけていた卵に体重をかけ、割り砕いた。中から緑色の液体と、ドラゴンの胎児がずるりと流れ出てくる。

「何って、殺しにきたのさ。そーゆーノリだろ、この状況」

　眠たそうな顔でアキトが言うと、神龍は見開いていた目を細めた。

《愚かな。私を殺したとて、世界は救えぬ》

「それどころか、あんたを殺せば世界が滅ぶ……だろ？」

《…………それを知っていて、何な故ぜ私を殺す》

　ドラゴンが前足をついて身体からだを起こし、大空洞の中でアキトを見下ろした。上半身を起こしただけなのに、神しん龍りゆうは笑ってしまうぐらいに巨大だった。

「見た感じ手遅れなんだよ、この世界。あんたも気づいてるだろうけど、上のアホみたいな連中が無駄に暴れ回ってるせいでもう救いようがなくなってる。だからさっさと終わらせた方がまだ救いがありそうだと思ってね」

《……破滅主義者か》

「いや、僕はこの世界に勝手に連れてこられた部外者だ」

　アキトは姿勢を変えずに、ふわりと髪を逆立てた。アキトの背中を赤黒い物質が覆っていく。それはまるでマントのように裾をはためかせ、風も無いのにバサバサとなびいた。

　アキトの『異能』が物質化した姿だ。バチバチと空気が悲鳴を上げ、岩盤の周りに漂っていた溶岩がアキトを避けるようにずるずると後退し、周囲に散らばっていた卵が炒いった豆のように破裂していく。神龍は興味深そうに笑った。

《妙な力だ……魔法とも、科学とも違う……》

「異能っていうんだ。あんたの世界の人間と違って、僕の世界の人間は頭の中がことのほかどうかしてんのさ」

　アキトの身体が浮き上がり、マントの裾がはためく。瞬間、炎や風、雷や闇の塊、機械の塊、果ては天使の光輪を思わせる物体や、悲鳴を上げる赤黒い肉塊、光輝く羽根の嵐、他にも数多あまたの異常現象がアキトの周りで交わり、混こん沌とんと化しながら渦を巻く。

　それらはただの歪ゆがみとなって地下空洞を満たし、やがて集束すると、光となってアキトの右みぎ拳こぶしの中へと収まった。

《禍まが々まがしいものだ。私には貴様の力が人の業ごうそのものに見えるが、それだけとは思えん。貴様の力は、我らの智ちが及ばぬ高位存在の意志が為なせるものか……？》

　アキトは答えない。笑みを消して、真まっ直すぐに神龍を見た。

　神龍は、どこか安らいだように、諦めたように深く深く息を吐いた。

《ならば……身を委ねよう。守護者として世界を維持し続けることにもはや疲れた。私がどれだけ耐えようとも人間は決して理解せぬ。私がどれほどこの世界を……人間を……》

　アキトが目を細め、神龍を睨にらむ。

《もう、構わぬ。貴様の来訪が神の意志であるというのなら、私は──》

「…………」

　アキトは神龍の言葉を黙って聞いていたが、苛いら立だちを覚えていた。

　この世界の行く末になんて興味はない。だけど勘違いされてもらっちゃ困る。こいつは何故全すべてを僕に委ねようとしているのだろう？　面倒なのでさっさと終わらせようと思ったが、苛いら立だちを覚えてしまったからには収まりがつかない。

「──ざけんな。人の業ごう？　神がお前を殺すだって？　それは違う。違うだろ」

　アキトは目を月のように細めた。

「殺すのは僕だ。世界の意志でも人類の総意でも、神の鉄てつ槌ついでも運命でも、異能でもない。ましてやあんたの意志では断じて無い」

《…………》

「世界を終わらせるのはこの僕だ。そこだけは譲らない」

　アキトは、神しん龍りゆうを指さした。アキトは事実だけを突きつける。

「誰かの差し金だって？　ふざけるな。僕がもたらすものは、全すべて僕の意志だ。そうでなければならない。世界なんてものを滅ぼすのであれば、そうでなければならない。目を背けることは許さないし、許されない。お前はこの世界のラスボスなんかじゃない──今はこの僕がラスボスだ」

　アキトは両手を広げて、神龍を、この世界そのものを嘲あざ笑わらった。

「いいねぇ、楽しいね……！　僕は殺すのも壊すのも大好きなんだ！　何の躊ちゆう躇ちよも無く滅ぼしてやるよ！　何せ僕はこの世界とは何の関係もないからな！」

　そこまで言うと、アキトは不意に笑みを消して神龍を見た。

「──で？　あんたはそれでいいのかよ？」

《…………》

「関係ないやつらにぜぇんぶかっ攫さらわれて、楽になっていいのかよ？」

《…………》

「最後ぐらい仕事して僕を楽しませてくれよ、守護者さん」

　その言葉は挑発に他ならない。守護者としての意地はどうしたという挑発だ。

　アキトの視線と神龍の視線がぶつかる。やがて神龍は虹色の息を吐き、ふっ……と笑った。溶岩の中で爪を立て、体中の筋肉を撓しならせる。天井が崩れるのも構わず背の翼を広げ、狂気と正気の入り混じった瞳ひとみで、しかとアキトを見つめた。

《なるほど……関係の無いやつらか……確かに……ならば抗あらがわざるを得んな》

　神龍はこの世界を守るかのように、その体を誇るように、アキトへ立ち向かう。

《貴様のような何も知らぬ小こ童わつぱに、この世界を滅ぼさせるわけにはゆかぬ……！　滅ぼすのであれば、それは私の役目……！　断じて貴様などではない！》

　虹色に輝く息吹が、神龍の口の中に集束していくのがわかる。

　アキトはふんと鼻を鳴らしてから、地面に足をついて低く腰を沈めた。

「ああ、そうでなくっちゃダメだよな！　せいぜい抗えよ──ガルフォニアケロス！」

　神龍、ガルフォニアケロスの顎あごから目ま映ばゆい閃せん光こうと共にドラゴンブレスが放たれる。

　アキトはブレスを避よけることなく、真っ向からその中へと突っ込んだ。左手を前へ翳かざし、強烈なブレスを防ぐ。何ものをも焼き尽くす、本物のドラゴンブレスだ。

　しかしアキトの身体からだは朽ち果てない。左手に展開したシールド状の異能で、圧倒的力を防ぎきる。左手でブレスを防ぎ、そして右手の中に──虚無の光の集合体があった。

　アキトの異能は他者の異能を完全に模倣するコピー能力。今までにコピーした異能の数は実に千にも及ぶ。彼の異能の本体、コピー能力そのものに殺傷力は無い。だが異能の成長と共に、アキトは絶大な破壊力を身につけた。千の内の九九九の異能を集束させて、ただの力の塊となった異能の集合体を撃ち出す最終手段。

《ロストナンバー》──彼は自らの異能をそう呼んでいる。アキトは口元に歪いびつな笑みを作り、虚無の光を固く固く握りしめ、拳こぶしを作る。

「──────ァァァアア……ッ！」

　そして握り拳を振りかぶり、ガルフォニアケロスの口の中へ叩たたきつけた。

　ドッ……！　アキトの濃縮させた異能が爆発し、ガルフォニアケロスの身体を木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕。さらには地下空洞を崩落させて地上を陥没させただけにとどまらず、木々や建物をなぎ倒しながらなおも衝撃波は収まらなかった。

　それはまさに世界の終わりを告げる鐘の音だった。神しん龍りゆうという『世界を維持するための存在』を失ったこの世界は、一ヶ月ともつことなく──たった一時間でラスボス達の手により滅びたのだった。






第二面　ダメ絶対、強くてニューゲーム









　無事帰還したラスボス達は、再び八畳間のこたつに集まっていた。

「ドラゴンの殲せん滅めつなど造作もありませんでしたね……あの程度の脅威に音ねを上げる人間は、やはり矮わい小しよう」

　うふふと笑いながら、こたつに置かれた蜜み柑かんの皮を剝むくヴェンデッタ。

「全知的生命体の絶滅を確認した。あの惑星の未来は明るい」

　うん、と頷うなずきながらちょこんと座るソラ。

「戦いは虚むなしい……ロマンはいつだって私の手の中からこぼれ落ちていく……」

　アンニュイな表情で天井を仰あおぐ眼鏡。

　そして親指をグッと立てながら、ヒマワリにウィンクするイグニート。

「さあ世界を救ったぞ！　復活させてくれ！」

「どこをどう解釈しても滅びてるでしょ！」

　ヒマワリがバンバンとこたつを叩きながら叫んだ。さすがの駄スボス達も、あまりの大声にぎょっとしてしまう。彼女の真横に座っていたアキトは予あらかじめ予測していたのか、耳を指で塞いでいたので事なきを得た。

　ヒマワリはこたつに突っ伏してシクシクと涙を流した。

「……せ、世界が一つ滅びてしまいました……私が不ふ甲が斐いないせいでぇ……」

　あまりの悲ひ愴そう感に、あのイグニートですらちょっとびくついていた。ヴェンデッタも何が悪かったのかわかっていないようだったが、目をキョロキョロさせながら蜜み柑かんをぱくついている。眼鏡野郎も眼鏡を高速でカチャカチャと押し上げていた。

「ま、まあそんな気落ちすんなって、別にヒマワリちゃんのせいじゃないしさ……俺おれも、なんかちょっと、調子乗ってやりすぎちゃっただけっていうか……」

「正しい判断だったはず……わ、わたくしは間違ってなどいません……」

「あの惑星にとって、ああするのが一番だったことは確定的」

「そうだった……私としたことが救うことを忘れていた……」

　言い訳が飛び交っている間も、ヒマワリはしばらく立ち直れそうにないのか、シクシク涙を流している。アキトが肩を竦すくめていると、ヴェンデッタがジト目で睨にらんできた。

「そもそも、この方が神しん龍りゆうを殺してしまったことが滅びた原因なのでしょう？　わたくしも無慈悲過ぎたかもしれませんが、あのような暴挙に出さえしなければ少なくとも……」

「おっ、それもそーだっ、アキトが全部悪い！」

「神龍以外の生命体を駆く逐ちくする。それが最適解か？　ヒマワリ」












「何ィそうだったのか！　アキト君ッ、神しん龍りゆうのビジュアルを是非とも知りたい！　ロマンに溢あふれていたか!?　這はってなどいなかっただろうね!?」

「……この駄スボス共が」

　頰ほお杖づえをつきつつアキトが小声で本音をこぼしたところで、ヒマワリが顔を上げてティッシュでチーンと鼻をかむ。

「うぅ、みなさん、そういう問題じゃないんです……あの世界を救うには、ドラゴン族が暴走してしまった原因の究明と、その打開策を発見することだったんです」

「何ぃ!?　だったら先にそれを説明してくれよ！」

「説明する前にみなさん飛んでっちゃったでしょ。というか私、口に出来るヒントは限られているんですよ……こういうことはみなさんに自分で気づいていただかないと」

　ヒマワリはそう言って、もう一度鼻をかんだ。

「ずびっ。いいですかみなさんっ。私達の目的は、みなさんを『更生』させることなんです。神様達があなた方に期待されていることは善の心を取り戻してほしいということなんですよ。世界を救うのであれば、救おうとする気持ちが何よりも大切です」

　弱々しくも力説するヒマワリを前に、ラスボス達は首を傾かしげつつも大人しく聞いていた。

「お、おう……あれ？　気持ちだけは誰にも負けてないつもりだったんだけど……」

「救おうとする気持ち……ですか。無縁です」

「？　《ＳＯＲＡ》は存在理由からして救うための装置のはず」

「ハートか。確かに重要だな。ロマンにとって一番大切なものだ」

（なんだこれ……ラスボス幼稚園かなんかか）

　道徳の授業をする先生と園児みたいで、アキトはあくびをした。

「確かにみなさんの言う通り、世界を滅ぼしてしまったのはアキトさんです……でも、やり方は間違っていましたし、とんでもなくひねくれていましたけど、アキトさんには……ちょっぴりですけど、心がこもっていました」

　アキトは頰杖をやめて、ギギギと軋きしみを上げるような動きで首を動かし、ヒマワリを見た。ヒマワリは熱のこもった瞳ひとみで、皆を見ていた。

「間違ってはいましたけど、心はありました。皆さんの攻撃によってあの世界は……あの時点で救えないことは確定していました。だからアキトさんは、生き残ってしまった神龍さんのために終わらせることを選んだんだと思います」

　皆がアキトを見る。アキトの顔は盛大に引きつっていた。

「ちょっと待て……何勝手に僕のこと肯定的に語ってくれちゃってんの……？」

「ヒマワリ、間違ってましたか？」

「……間違ってますけど!?」

　実際、かなりズレている。終わらせた方が救いがあるとは思ったが、そんな善良な気持ちは抱いていない。神しん龍りゆうのためとか、そういうのも一切無かった。

「きっとそんなことないですよっ。行いはともかくとしてアキトさんは神龍さんのことをちゃんと想おもっていましたっ。むつかしい名前も覚えてましたしっ」

「おいこら、仮にそうだったとしてもそんな理由で世界滅ぼしていいんかっ……！」

「絶対ダメです！　だからそこは反省してくださいっ。次はみんなで一緒に考えましょ」

　ねっ！　と手を握ってくるヒマワリ。周りのラスボス共は話の筋がよくわかってないのか首を捻ひねっていたが、ヒマワリは使命感に燃えた視線を向けてくる。

　やばい。なんだこれ。このままじゃ僕もラスボス幼稚園の園児になってしまう。なんでこの女は世界を滅ぼした行いを辛うじて肯定的な目で見ていやがるのか。

（この女、どっか頭おかしい……！　なんかすごいイライラする……！）

　ヒマワリの手を振り払いながら、ふてくされたようにそっぽを向くアキト。

「みなさん、もう一度言いますが、大事なのは救おうとする気持ちですっ、心ですっ、愛ですっ──ラブ＆ピースです！」

　指でハートマークを作ってからの、ピースサインだった。

「みなさんに救おうとする心を持ってもらうためにも、次はまず世界について──」

　そこまで言った時、壁際に立てかけてある地球儀のついた杖つえからピロリロリンというマヌケなアラームが鳴り響いた。ヒマワリが弾はじかれたようにこたつから立ち上がる。

「ちょ、ちょっと失礼しますね！　たぶん、上からの連絡ですっ」

　バタバタとこたつを離れ、杖に駆け寄って地球儀の部分を耳に当てた。

「はいっ、更生担当官のヒマワリです……はい、いつもお世話になっておりますぅ……」

　杖に向かってペコペコ頭を下げながら、ヒマワリは低姿勢な挨拶をしている。

　あの杖は携帯電話的な物なのだろうか。だとすれば、恐らく通話相手はヒマワリが言うところの上司、つまり「神様のような」連中なのだろう。

「こ、このたびは私の不手際で、そのぅ……大変、残念な結果になってしまい申し訳ありませんでしたっ。それであのっ、失敗した上にこんなお願いするなんてバカだと思われるかもしれないんですけど……滅ぼしちゃった世界、元に戻すとかできませんでしょうかっ！　──え？　いきなり任せたりしない？　チュートリアルの仮想世界……？　えぇぇぇ!?　さっきの世界、本当は存在しないんですか!?」

　ヒマワリの話し声から通話内容が推察できる。さっきのドラゴンが暴走した世界は現実のものではなく、神が用意した仮想現実らしい。

（……なんか噓うそっぽいけどな）

　これはヒマワリを動揺させまいとする神とかいう連中の配慮か、もしくは連中が失敗を無かったことにしようとしているかのどちらかであるとアキトは推測した。

　素直なヒマワリは安あん堵どの息を吐ついていた。

「よかっ──よくないですねハイッ、ごめんなさい！　本番はちゃんとしますっ！　ままま、任せてください！　大船に乗ったつもりで──ゲホッゲホッ」

　ドンと自分の胸を叩たたき、そのせいで激しく咳せき込こむヒマワリ。

「はい……はいっ……それはもちろん……仕方ないですよね。え？……強くてニューゲームとかダメ……？　期間短縮……？」

　ペコペコしていたヒマワリが、わちゃわちゃと手を動かす。

「えぇぇぇぇ、それはいくらなんでも勘弁してあげてほしいというか……勘弁してほしいと言いますか……いえっ、全責任は私にありますですごめんなさいです」

　相手の声は聞こえないが、会話の流れが不穏な感じになってきたのだけは察せられた。

　アキトは顔の向きをこたつの方に戻し、疲れた顔で再び頰ほお杖づえをつく。ペコペコしながらキッチンの方へ姿を消すヒマワリを、横のイグニートが煎せん餅べいを囓かじりながら見ていた。

「あの子……脳天気に見えて実は心に闇でも抱えてるのかな。杖に向かって話しかけてるぜ？　もしかしなくてもああなっちゃったのって俺おれ達のせい？　なあアキト？」

「……なんで僕に聞く。イライラしてるんだ、僕に話しかけるな脳筋」

「お前の服ってヒマワリちゃんの格好に近いじゃん。もしかして似た世界から来たのかな～と思ってよ。いいじゃん話すぐらい、なんか長い付き合いになりそうだしよ」

　アキトは舌打ちしつつ無視した。

「ちなみにお前、なんで世界滅ぼしちゃったの？　どういうラスボスだったのさ少年」

　イグニートはアキトの予想通り、ずかずかと無神経にこちら側に踏み込もうとしてくるタイプだ。お世辞にも社交的とはいえないアキトにとっては、一番嫌いなタイプだった。イグニートが口からボロボロと煎餅の破片をこぼし、鎧よろいの音をガチャガチャと立てつつお茶を飲んでいる。生きてるだけでうるさい男だと思った。

「ちなみに俺はラスボスになったつもりないんだけど、まあさっきと一緒で調子に乗り過ぎちまったからかね。最後は幼おさな馴な染じみに背中からグサーッ。あれはすげー痛かった」

　イグニートは勝手に自分の話を終えて、こたつを囲む他の連中にも目を向けた。

「てかてか、ヒマワリちゃんも言ってたけど、俺ら協力し合わなきゃいけないっぽいし、今後のためにも自己紹介と洒落しやれ込こもうぜ！　なあアキト！」

　何な故ぜいちいち自分に絡んでくるのだろう。アキトは彼がウザくて仕方が無かった。

　それに自己紹介……笑える。合コンか。アキトは顔を引きつらせながら、逆に「いいだろう、望むところだ」と思った。自己紹介の本質をこいつらに教えてやろう。

「じゃあはいっ……なんだっけ、ヴェンなんとかさん」

　イグニートがヴェンデッタを指さした。

「!?　何故わらくひ──ふぐっ！」

　指さされたヴェンデッタは蜜み柑かんを食べるのに集中していたため、びっくりして一房をごくんと飲み込んでしまった。喉のどに詰まらせたらしく胸を拳こぶしでドンドン叩たたいていると、横からエイリアンがお茶をスッとヴェンデッタの前へ。湯飲みをひっつかんで一気に飲み干したヴェンデッタが、ふぅと息を吐く。

「紹介なら、ヒマワリさんがしてくれたでしょう。わたくしは堕天使長、悪魔と神へ叛はん逆ぎやくする者達を統率する者でした」

「へい。ほんで？　なんでヴェンなんとかさんは負け組に？」

「ヴェンデッタです！　わたくしは負けてなどおりません……あなた方も見たでしょう、わたくしの至高の力を。あなた方には到底理解できぬ領域の高位魔法です」

　ふふーんと自慢げに胸を張るヴェンデッタ。

「そんな力持ってんのになんでヴェンデデンデンさんは天使に敗れちまったんだ？」

「敗れていません……ただ、その……ちょっとした内うち輪わ揉もめが」

　ヴェンデッタが急におどおどし始めて、両手の指先をつんつん合わせている。アキトは頰ほお杖づえを突きながら、ヴェンデッタを見た。

「……悪魔を統率するのがあんたの仕事だったんじゃないのかよ」

　アキトがぼそりと言うとヴェンデッタが髪を手ぐしで梳すき始めた。目が泳いでいる。

「と、ととと、統率など……力さえあれば悪魔は付き従うものですから」

　どんどん声が小さくなり、話はこれで終わりと言わんばかりにヴェンデッタがうつむく。

「はっ、トップに立つ身でありながら人徳無かったってことか」

　終わらせない。自己紹介はまだ終わってない。皮肉を込めて嘲あざけるようにアキトが言うと、ヴェンデッタがびくんと肩を震わせて、髪を梳く。癖なのだろうか。図星のようだ。

「じ、人徳ぅ？　そもそも人じゃないですし悪魔に徳なんてものはありませんから！　さっきも言いましたが、悪魔達は短絡的で、力ある者の命令には従う習性を──」

　アキトに痛いところを突かれたヴェンデッタが必死に言い訳をしようとしていると、

「力があれば操れる。それは間違い」

　唐突に、じっと湯飲みに視線を落としていたソラが顔を上げた。

「堕天使、ヴェンデッタが知的生命体であると仮定するならば、悪魔もまた知的生命体であると仮定できる。《ＳＯＲＡ》の分析の結果、堕天使の知能指数は人間と同程度」

「堕天使が人間と同じですって!?　失礼な！」

「であれば悪魔もまた人間のようなものであると推定する。人間は力ではコントロールできない。さらには押しつぶしてもゴキブリのように湧いてくる」

　ソラに無視されて、ヴェンデッタはムッとした顔をしてこたつを軽く拳で叩いた。

「あ、あなただって人間に敗北したのでしょう……！　人工知能でしたか？　察するに人間に作られたカラクリの類たぐいでしょうが、創造物が創造主に敵かなわないのは道理ですね！」

　挑発的に言って、ぷいっとそっぽを向くヴェンデッタ。それ言ったら、堕天使も神が作ったものだから負けたんじゃね？　なんて思っても口にしたりしてはいけない。

「肯定。《ＳＯＲＡ》は人間の理解に失敗し、オリジナルユニットを破壊された。《ＳＯＲＡ》はこの誤った判断を、副次的に発生したエラー、バグであると推察している」

　ほらみなさいな！　ヴェンデッタが勝ち誇ったように胸を張る。

　淡々と敗北経験を口にするソラの言動に感情は含まれていなかったが、一点だけ引っかかることがあった。ソラは人間を分析するのではなく、理解することに失敗したと言った。敵を打ち倒すには敵を知るべしとはよく言ったものだが……。

「墓穴掘ったってことかよ」

　アキトが頰ほお杖づえを突きながら小馬鹿にしたように言った。ソラが初めて視線を彼へ向ける。

「言葉の意味を追求」

「機械っていうのはよくも悪くも素直だよなぁ」

「……繰り返す。何が言いたい？」

「人を理解していくうちに、人に近づいてしまったんだろ？　そこを突かれて敗北した」

　ソラはほんの一瞬、コンマ一秒にも満たない一瞬だけ、アキトから視線を逸そらした。

　ビンゴ。アキトの目元が嬉うれしそうに弧を描く。アキトはこうして相手の弱点を見抜くことが大好きだ。普通その弱点に気づいても口に出したりはしないが、こうして他人に指摘してやって動揺する様を見るのが半ばアキトの趣味だった。特にソラのような、「自分は動揺したりしません」とアピールしている相手を動揺させられた時は気持ちがいい。アキトの考える自己紹介とは、自分の情報を曝さらけ出すという愚の骨頂でしかない。

「…………………………………否定。根拠を求む」

「今、ずいぶんと間があった。機械ぶってるけど妙に人間くさいんだよ、お前」

「《ＳＯＲＡ》に体臭は無い」

「そういう意味じゃないってことぐらい頭いいんだからわかってるだろ」

　わざと挑発すると、ソラは少し髪を揺らした。ムッとしたのだとアキトは推察する。

「《ＳＯＲＡ》が人間に近いという根拠を求む」

「お前とエイリアンだけなんだ。さっきの世界で人間殺してないの。あれだけ人間駆く逐ちく駆逐言ってたお前が、あの爆撃の時にドラゴンだけを狙っていた。それはつまり──」

　ソラの表情に変化があることに気づく。無表情なのにほっぺたが少しだけ膨らんでいた。

（こいつ、あからさまにむくれてるぞ……！）

　指摘が的中しすぎていて、笑うのを必死に堪こらえるアキト。

「否定。それを言うならお前もだ、アキト」

「……あ？　何が？」

「お前も人間殺してない」

　苦し紛まぎれの反論がきた。アキトはだから何だよ、と思いつつも……。

「……僕はお前らが殺しまくってたから殺す必要性を感じなかっただけだし」

　まともに返せなかった。そもそも人間を殺さないことがイコールラスボスとして駄目というのは、アキトに対して何の挑発にもならないはずなのに、言い返せなかった。

　端から見ると、別にそんなんじゃねーし、ちげーし、だった。イグニートが口元に手を当ててアキトをぷふーっと笑っていた。

「おまっ、お前、いろいろこじらせすぎじゃね？　性格悪いのに反撃くらってふてくされてやんのぷふー！　ワルぶりたい年頃ですか？　アキトって見た目と言動相まって、駄目なライバルキャラの匂いがぷんぷんするよな」

「──お前さっきからいちいち僕のこと煽あおりやがってなんなんだよ殺すぞ！」

　胸ぐらを摑つかみながら怒鳴りつけると、イグニートは動じた風もなく煎せん餅べいを囓かじった。

「最初にソラちゃん煽ったのはお前だろ～？　煽っておいて煽り耐性ねーのな～」

「……ぐっ！」

　超正論で何も言い返せない。目元を痙けい攣れんさせながらイグニートから手を放すと、アキトはこたつから立ち上がって襖ふすまの方へ肩を怒らせながら歩いて行こうとする。

「……帰る！　こんな奴やつらと一緒の部屋になんかいられるか！」

「だから救わないと帰れねぇんだって、ヒマワリちゃん言ってただろ～」

　イグニートがアキトの背中に地味なツッコミを入れたその時、

「──その通りです！」

　突然、ガラッと襖を開けてヒマワリが姿を現した。上司との電話は終わったらしいが、妙に顔がキリッとしている。そして何な故ぜか仁王立ちだった。

「……お待たせして申し訳ありませんでした。今、上司からの通達があったのですが……あまりいい報告ができそうにありません」

　神妙に、そして申し訳無さそうにヒマワリは目を瞑つぶり、首を横に振る。

「みなさんにはかなり無む茶ちやぶりをすることになると思います。上司からペナルティを科すと言われてしまいました……すみません、私の力が及ばないばっかりに……！」

　くっ、と悔しそうにするヒマワリを見ながら、一同は怪け訝げんそうにした。

　ペナルティ。一つの世界を救えなかったどころか滅ぼしてしまったことへの戒いましめだろう。

　一応どういうものか気にはなったので、アキトも大人しくこたつに戻った。

「でもきっと、みなさんならこの苦難を乗り越えられるはずですっ。私はそう信じていますっ……だから──」

　深刻そうなヒマワリの顔に不安が煽られる。

　イグニートやヴェンデッタがごくりと喉のどを鳴らした、その時だった。

　──ピロリロリン♪

　レベルアップしました、みたいな音がヒマワリの杖つえから響いた。




　瞬間──ラスボス達は、何な故ぜか平原のど真ん中にいた。




「「「「「「………………………は？」」」」」」

　雷雲と青空が入り交じる不気味な空の下、だだっ広い平原に七人は座っている。

　こたつを囲んだ状態のままで。

　アキトは引きつった顔のまま周囲を見回す。平原だ。ド平原だ。山と森の間に広がる大平原。それだけではない。ラスボス達のこたつを中央として、その左右の遙はるか向こうから鎧よろいを着た人間の大群が押し寄せてきていた。

　剣、槍やり、弓を持ち雄お叫たけびを上げながら迫る二つの軍団。アキトは納得する。なるほど、お次は戦記物っぽい世界か。今の状況は、対立しているっぽい二つの国の大軍がぶつかり合うっぽい平原の中間に現れたっぽい、こたつを囲む変な七人組というわけだ。

「おい、麦わら女」

「……は、はい、なんでしょう、アキトさん」

「転送されたんですけど」

「みたい、ですねっ」

　ニ……ニコッ。アキトと他の五人のラスボス達が一斉に、弾はじかれたように勢いよく立ち上がった。ヒマワリもバタバタとしながらよつん這ばいで杖つえを拾い、背中合わせで自然と円陣を組んでしまったラスボス達に加わる。

「ニコッじゃねーだろ……！　お前説明の途中で何してくれてんの……！」

「わ、私じゃないんです！　うぇ、上の人達が勝手にぃ～っ」

　切羽詰まって杖をわちゃわちゃとバトンのように動かすヒマワリ。

　他の連中はさっそく臨戦態勢を取っている。

「次は人間同士が戦争してる世界か！　俺おれの世界に似てるぜ、いいねぇこの空気……！」

「今度の敵は人間ですか？　ああ……いえ、救うのでしたね」

「主力兵器、刀剣類、弓、投石機。文明レベルは《ＳＯＲＡ》の世界の中世期に相当。ヒマワリ、『救済』の定義が曖昧。武器を持った人間を駆く逐ちくすればいいのか？」

「こういう時代の戦争は泥臭くていかん。退屈なのはよくないぞ、ヒマワリ君」

　やる気満々のラスボス共。ヒマワリは杖を抱きしめながら周りをうろうろとしている。

「はわわぁ～！　ま、待ってくださいみなさん今から説明を～！」

　一応この集団を統率する役目のくせに、一番動揺しているのはヒマワリだった。アキトは二転三転する状況に舌打ちをして、ヒマワリの肩を摑つかんで自分の方へ引き寄せた。そしてなるべく睨にらまないように彼女を見つめ、両肩に手を置いて落ち着かせる。鎧を着込んだ軍団が迫っている。両軍はまだ遠いが、要領の悪い説明を聞いている時間は無さそうだ。頭を切り換えなければならない。やるべきことをやる、それだけだ。

「麦わら女」

「う、うぅっ」

「おい、ヒマワリ。救わなきゃ解放されないなら、僕もやってやる。だからいいか？　必要なことだけ聞くからすぐ答えてくれ」

「ア、アキトさぁんっ……」

「断片的でいい。この世界の状況、何が起こっていて何をしているのかを短く教えろ」

　震えながら小動物みたいに小さくなっているヒマワリに、アキトは比較的優しく尋ねた。

　上目遣いで涙目になっていたヒマワリが、小さく頷うなずく。

「え、えっとえっと、ここは二つの国が戦争をしている世界で～っ」

「落ち着け。単語を並べるだけでもいいから」

「ふぁいっ、この結界戦争の原因はっ、あのっ、結界の巫み女こという人を取り合っているんです！　今までは戦争が起こらないように結界を張っていたのですが、大陸の主導権を握っていた方の国から巫女が奪われ、結界が消えたことで二大国が戦争を始めました！」

「主導権を握っていた国の名前は？」

「ブランディア王国……旗が青色の方です！　巫女さんを奪われたことで敵国に攻め込むことができず、今は超劣勢です！」

「じゃあ赤い旗の方は、巫女を奪ってブランディア王国に侵攻してきてるんだな？」

「そうですっ、国土に結界を好きな時に張れるので戦況は一方的で……！」

「そっちの国の名前」

「グシャール帝国、です！」

　ヒマワリは舌を嚙かみそうになりながら、言われた通りに必要なことだけを教えた。

　これだけでも、なんとなくこの世界の問題がわかる。国交を断絶し侵略を防ぎ、戦争の起こらない世界を実現していた結界の巫女という存在が、好戦的な方の国に奪われた。戦争は激化し、主導権を握っていたはずの国が押されて滅びかけているようだ。

　世界の問題点、状況はわかった。国が滅びることが何な故ぜ世界の滅びに繫つながるのかまではわからないが、救うためにすべきことを仮定できた。

　──救うためには恐らく、この戦争自体を探る必要がある。

　両軍が迫る中、放たれた矢がツバメのように空を駈かけ、こちらへ向かって飛んでくる。まだ聞きたいことは山ほどあるが、時間が無い。

「ヒマワリ、さっき言いかけてたペナルティ。短く」

「ふ、ふぇ～！　まず、あのあの、きゅ、救済期限が、一週間しかありません！　それまでにこの世界を救わないと！」

　一週間。七日で救う必要があるらしい。アキトからしてみれば短いのは大歓迎だ。

　ＯＫ、他は？　アキトがそう言おうとした時、矢が空から雨のように降ってきた。トストスと小気味よい音を立てながら雨でぬかるんだ平原に矢が突き刺さる。

　イグニートは大剣で矢を払い落とし、ヴェンデッタは防御魔法を発動させて矢を無力化、ソラはナノマシンによって地盤を分解、再構築して頭上に壁を出現させ防御、キリシマはブラックハイドランジアを出現させて頭上を守らせた。

　アキトも防御のための異能を適当にストックの中から選び、展開しようとした。

「……!?」

　アキトは驚きに目を見開きながら、自分の手を見つめた。

　異能が出ない。というか異能のストックが────無い。

「──っ！」

　アキトは咄とつ嗟さにこたつの天板をひっつかむと同時にヒマワリをしゃがませ、それで降り注ぐ矢を防御した。天板に矢が突き刺さる震動が手に伝わってくる。ヒマワリは頭を抱えながら涙目でアキトを見上げていた。

　アキトは口の端を痙けい攣れんさせながら、ヒマワリを見下ろした。

「おいまさか……ペナルティってのは……」

　怯おびえるヒマワリに詳細を尋ねようとした時、イグニートが剣に炎を纏まとわせ、思い切り振り払った。炎の余波がアキトの横をかすめていき、熱風が頰を撫なでる。

「おっしゃ状況はわかったぜヒマワリちゃん！　一週間だな、一週間で……なんだっけ、ブラチラ王国だっけ？　劣勢のそっちに加勢して戦争に勝たせりゃいいんだろ！　帝国ってだけで、なんかもうすげぇ悪っぽいもんな！　一週間あれば、余裕だぜ！」

　赤旗を掲げるグシャール帝国の軍に向かってイグニートが走り出す。

「みんな俺おれについてこい！　協力して悪あしき帝国をやっつけようぜ！」

　テンション高めに正義の味方っぽいことを口走っている。別に誰もついていこうとはしていなかったが、動かなかったわけではない。

「話を聞いた限り、どちらが悪かは一目瞭然ですね」

「戦争の原因はグシャール帝国にあると仮定し、攻撃を開始する」

「相手が人間なのは退屈だが、この状況でロマンを求めるのであれば──下げ克こく上じようッ！　よかろう、私もブランディア王国に加勢するとしよう！」

　結局、他のラスボス共もそれぞれイグニートと同じ結論に達したらしい。

（そうだった、こいつら駄スボスだった）

　止める気にもなれない。もう勝手にやってくれと、そう思った直後、

　──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ……ッ！

　兵士達がアキト達のいた場所に到達。両脇を騎馬兵が通り過ぎていく。

「ちっ……！」

　アキトは天板を放ほうり投げ、一いつ旦たんその場から退避しようとした。このまま両軍の激突に巻き込まれればただじゃすまない。なにせ異能がまともに機能しないのだ。アキトの異能はコピー能力であり、ストックした異能の数は千個あるはずなのに、今アキトの中に宿っている異能はたったの五つだった。恐らくこれがヒマワリの言っていたペナルティだ。

（五つで世界を救えっていうのか！　一旦逃げて、どうすべきか考える必要がある！）

　アキトは駆け出そうとしたが、すぐに足を止めた。

「ひうぅぅっ……うぅぅ」

「……くっ……！」

　頭を抱えて縮こまるヒマワリを見て、アキトは歯を食いしばった。

「──くそがッ！　来い！」

　逡しゆん巡じゆんするよりも先に身体からだが動いた。

　アキトはヒマワリの手をひっつかみ、矢が降り注ぐ平原を走った。ヒマワリは前につんのめりそうになりながらも、アキトに引っ張られてついてくる。

「あぁぁあぁあぁあアキトさん！　どこへー!?」

「逃げるんだよ！　馬に踏みつぶされたいなら喜んで置いてくけど!?」

「でっ、でもでも！　みなさんを置いて行くわけには！」

「黙れ黙れ黙れ！　こんなえげつないペナルティ科しやがってどういうつもりだ！」

「ふぇーん私がしたわけじゃないんですよ！　上の人が勝手に！」

「泣くな走れ！　とろいんだよお前！」

　馬や兵士達を避よけつつアキトは走る。汗ばむ度に何度もヒマワリの手を握り直しながら。

（……なんでだ……！　こんなんほっとけばいいだろうが……！）

　時折背後のヒマワリを確認する。ヒマワリは怯おびえながらも、アキトの背中に置いて行かれないように必死に走っていた。異能の世界にいた頃は誰だろうが刃向かう者は殺したし、助けを求める声は無視してきたのに、この女を見捨てられない理由がわからない。しかもどうせこいつは殺されたって死んだりしないはずだ。そういう存在のはずだ。

　それなのに、何な故ぜこの手を放せないのだろう。

（顔があいつに似てるからか……!?　冗談じゃないぞ……！）

　歯を食いしばる。縮こまって頭を抱えるヒマワリの姿が、記憶の中の彼女と重なったのは事実だった。救えなかった好きな人に似ているから、この手を放すことができないなんて、そんなの動機としてはあんまりだ。自己嫌悪でイライラが募る中、アキトが速度を上げようとした時、ヒマワリが地面の凹凸に躓つまずいた。

　倒れてしまったヒマワリを見捨てることができずに、足が止まる。そこへグシャール帝国軍の騎馬兵が、槍やりを構えながら突撃してきた。動けない。対処する必要がある。戦闘に使える異能は二つだけだ。アキトはマントを出現させ、ヒマワリを守るように彼女と騎馬兵の間に躍り出た。

「──№５８４《ジャック》！」

　異能を発動。ナイフの形をした具現化能力だ。使い勝手のいいお気に入りの能力だが、単独ではあまり意味がない。これだけでも一人であれば騎馬兵如ごとき対処できただろうが、後ろのヒマワリを守るとなれば話は別。指先を動かすだけで能力者達を蹴け散ちらしていた自分が、まさか中世っぽい世界の騎馬兵なんかに脅威を感じているなんて……。

　騎馬兵が迫る。斬るならどこだ？　乗馬している兵士を狙うのは現実的じゃない、槍やりを避よけて、馬の足を──！　瞬時に判断を下し、行動に移そうとしたその時だった。

　突然、横から何かに猛スピードで掬い上げられた。アキトは突然のことに驚きつつも、自分を掬すくい上あげたモノを見上げた。

「エイリアン!?」

　エイリアンは馬がアキトとヒマワリを蹴り殺そうとする寸前に二人を抱きかかえ、跳躍していた。ピョンピョン跳ねながら、騎馬兵や降り注ぐ矢を回避しつつ戦場を駆ける。

　助けられた？　この僕が？　アキトが不機嫌そうに舌打ちをする。エイリアンは二人を抱きかかえながら、平原の向こうにある森へと向かっていた。グシャール帝国とブランディア王国の兵士達が、エイリアンの異い形ぎようっぷりにどよめく。

「な、なんだあのバケモノは！」「どこから現れた!?」「ええい、敵が飼い慣らしたモンスターか!?」「速い……！　弓矢隊、撃てー！」

　どちらの国の兵士達も、目の前をエイリアンが通り過ぎると一斉に攻撃を仕掛けてくる。どこからどう見ても邪神とかそういう類たぐいだから当然ではある。

　弓矢の集中攻撃がエイリアンに襲いかかるが、飛び跳ねながら回避を繰り返しつつ、鋭い爪のような形をした尾を振り回して矢を叩たたき落おとしていく。

　エイリアンはそのまま戦場を離れ、森の中へと突っ込んだ。

　森の奥へと進んでいく。戦場の喚かん声せいが遠くなるとエイリアンは窪くぼ地ちに着地し、抱えていた二人を地面に下ろした。もみくちゃにされて、ヒマワリは髪がボサボサになってスカートがめくれ上がっていた。

　エイリアンがヒマワリの髪を撫なでて整え、スカートを直してあげている。なんだか微妙に、娘の面倒を見ている母親のように見えた。

「おい、麦わら女」

「!?　は、はひぃ」

　目の焦点が定まり、ヒマワリが返事をしてアキトを見る。

「僕のペナルティはコピーした異能の制限だな？　使えるのは五つだけ」

　ヒマワリはほっぺたをモミモミしてから、パシンと叩いて顔を引き締めた。

「そ、そうですっ。その首輪が解除されない限り、アキトさんは他の力が使えませんっ」

　首輪と言われて首に触ると、確かに冷たい感触があった。銀色のシンプルなデザインの首輪がいつのまにかつけられている。これがアキトの能力を制限しているのだろう。

「……僕だけじゃなくて、他の連中にも何かしらペナルティが発生してるんだよな？」

　ヒマワリはコクンと頷うなずいた。頭かぶりを振り、眉み間けんを指でつまみながらうつむく。思っていたよりもずっと厄介だ。とんでもない弱体化をさせられた上に、期限は一週間。無む茶ちやぶりにもほどがある。この条件で世界を救わなければならないのだ。

「やっぱり最初に言ったように、みなさんで協力し合うのが一番かなって……思います」

　ヒマワリはおっかなびっくりアキトに進言した。

　アキトはムッとしながらも、顎あごに手を当てて考え込む。普通に考えて、強制的に協力し合わせるためにペナルティが科せられたのだろう。世界を救うことよりもラスボス達を苦しませて反省させることの方が、神様とやらにとっては重要なのだ。クソッタレである。

「協力し合うとして……僕も含めてだけど、連中の融通の利かなさはもうわかってるだろ……誰がまとめるっていうんだ。お前か？」

「私はリーダーをすることを許されてませんし、その、私には人をまとめる才能は……」

　そんなことは言われなくてもわかっているが、どうやら自覚はあるらしい。自覚があるのなら無能だと罵ののしったりはしない。第一今の状況だと自分も無能みたいなものだ。

　力で世界を支配、もしくは破壊しようとしていたラスボス共が力を奪われた。これはもうラスボスとしての尊厳を奪われたと言っていい。存在意義を否定されたともいえる。

　仕方がない。誰がリーダーをやるのか、アキトは嫌々ながらも考えてみた。

（誰も彼もがワンマンプレー、スタンドプレーの化身みたいな連中だしな……お互いの話を聞きゃしないし、独善というか独悪の塊で、自分勝手の極み。堕天使はそもそも統率力の欠如で破滅したラスボスっぽいし、幼女は決断力はあるかもしれないが、いかんせんその決断が極端すぎる。エイリアンは一番まともそうだけど、コミュニケーション手段が限られているし……眼鏡は論外。じゃあ似え非せ勇者？　ムカつくから嫌だぞ……）

　アキトがあーでもないこーでもないと考えていると、

「あ、あの……！」

　突然ヒマワリがアキトに顔を近づけてきた。アキトが若干怯ひるむ。別に顔を近づけてきた拍子に、彼女の胸が激しく揺れたせいじゃない。顔が幼おさな馴な染じみに似ているからだ。

「っ、なんだいきなり！」

「私、アキトさんが適任だと思うんですっ……！」

　訝いぶかしげな顔で、アキトは眉根を寄せた。

「みなさんのリーダーに、です……！」

　胸の前で祈るように手を組み合わせながら、ヒマワリは力強く言った。

　アキトが眉間の皺しわを消して、はてな？　と首を傾かしげる。

「…………リーダーです……！」

　アキトからの返答が無いので、ヒマワリは確認するようにもう一度言う。アキトはますます首を傾かしげた。頭上に「？」の文字が浮いている感じだ。

「………………………リ、リーダー……！」

「三回も言わなくていい」

　あぅ、と口をへの字にするヒマワリ。アキトは眉み間けんを指で摘まんだ。

「正気か？　この僕がリーダーって柄がらに見えるのか？　自分で言うのもなんだけど、身勝手さで言ったらこのよくわからない集団の中でピカイチだと思うぞ」

「そんなこと……あるかもしれないですけど…………でも！　私はみなさんのことを一番よく見ていたのはアキトさんだと思うんです！」

　はぁ？　という顔をするアキト。

　ヒマワリは少し顔を赤くして、胸の前で指先を組み合わせたりほどいたりを繰り返した。

「それだけじゃないです……さっきはその、こんな私のことを助けてくださいましたし……なんだかんだ言っても、アキトさん優しいのかなって……きっと皆さんの中で、一番『救う』ことの難しさを知ってるんじゃないかなって、そう思うんです」

　目を合わせるのが恥ずかしいのか、うつむいたり上目遣いでこっちを見たりを繰り返している。アキトは腹の底からこみ上げてくる苛いら立だちを必死に飲み込んだ。

　助けた理由を話したらこいつは大いに幻滅するだろう。こいつからの好感度が下がることなんかどうでもよかったが、自尊心が傷つくことを避けるためにアキトは誤ご魔ま化かした。

「僕はペナルティの詳細を聞く前に死なれたら困るから助けただけだ。どうせお前は殺しても死なないんだろうけどな」

「それでも私、嬉うれしかったので……こんな風に命がけで助けられたこと、今まで一度も……無かったですから」

　ヒマワリは、えへへ、と照れくさそうに鼻の頭を指で擦こする。

「あ、もちろんエイリアンさんにも同じくらい感謝感激ですっ」

　エイリアンにもぺこりとお辞儀。

　エイリアンは、「いいってことよ」みたいな感じで親指を立てていた。

　ヒマワリは再びアキトに向き直り、まるで抱きつくようにずいっと身体からだを寄せてきた。

「──あ、あとですね！」

「近いっ！」

「あわっ、ごめんなさいっ……えっと、確かにみなさんには重いペナルティが科せられていますけど、能力の制限にもヒントが隠されているらしいんです。みなさんで協力し合えば、この世界は救えるようになっているって、上の人達言ってました！」

　ヒマワリが一生懸命アキトを説得しようとしてくる。

「異世界……並行世界と呼ばれる場所は無限に存在していて、それぞれ微妙に異なっていることもあれば、大きく異なっていることもあるそうなんです。上の人達はみなさんの能力に合わせてこの世界を選んだと言っていました！」

「……仮にそうだったとして、だから？　なんで僕がリーダー？」

「アキトさんに残された五つの異能を見て、何をすべきか見えてきたりしませんか？」

　言われて、アキトは自分の中に残った五つの異能を確認する。

　使えなくもない能力が三つ、そしていまいち使い勝手の悪い戦闘タイプの異能が二つだ。

　まず最初に№32《ポウズ》──この異能は、一〇秒間だけ世界の時間を止めることができる。ただし、時間を止めれば自分の動きも完全に停止してしまう。止まった時間の中で動かすことができるのは『思考』だけ。ゲームの一時停止ボタンのようなものだった。

　次に、№５８４《ジャック》。ナイフの形をした異能だ。ナイフの刃は本当に『何でも切れる』。刃渡りは二〇センチ程度。量産はできず、一度に一本しか生み出すことができない。他の異能と掛け合わせれば使える能力なので気に入っているのだが、今のアキトにはあまり有効活用できる力ではなかった。

　そして残り、戦闘向きではない三つの異能。

（待て。このセレクション……リーダーっていうよりむしろ……）

　アキトは顎あごに手を当てて目を細める。もし本当に世界を救うことに合わせて異能が制限されているのだとすれば、この五つの異能はたぶん「リーダー」じゃない。

「……アキトさん？」

「なあ、この世界にもラスボスに相当する奴やつはいるんだよな？」

　アキトが思案しながらヒマワリに聞く。ヒマワリはきょとんとしながらも答えた。

「は、はい……グシャール帝国の『皇帝』さんがとっても強くて、実力的にはその方がラスボス、ということになりますね。他にも、四将と呼ばれる人達もいて……それぞれラスボスに匹敵するだけの強さを持っているとか……」

「そいつらの名前は？」

「……ごめんなさい、アキトさんの異能の性質を考慮すると、教えちゃダメらしいです」

　しゅんとするヒマワリを無視して、アキトは想像する。皇帝に四将。やたらと禍まが々まがしい劇画タッチのラスボスと四天王みたいなものを想像して、少し気が抜けた。

「……四将は皇帝に仕えてるんだな？」

　アキトが尋ねると、ヒマワリはおろおろした。

「アキトさんダメですっ。最初の世界と同じように、この世界もきっとラスボスさんを倒すことが世界の救済に繫つながるわけじゃ……」

　アキトはヒマワリを見ずに思案を続けた。

「そんなことわかってる……次の質問、僕らはこの世界で死ぬとどうなる？」

「自動的に、私の部屋に戻されます。他のメンバーさん達が全員命を落とすか、世界を救うことに成功するか、失敗するまで部屋で大人しくしていてもらうことに」

「能力に意味があるって言ってたな。僕以外の連中のペナルティにも意味があるのか？」

「はい。というより、ペナルティ以外にも、単純に見た目や能力にヒントがあるとか」

　アキトは一呼吸置き、顎あごから手を放す。自分がこの世界の救済に対して与えられた役割はわかった。そのために何をすべきなのかも……。

　問題は他の連中だ。連中を有効活用するために必要な情報を得る必要がある。

「おい」

　アキトはヒマワリを睨にらみ、前髪を搔かき上あげながらフンと鼻を鳴らした。

「──今回だけリーダーをやってやる。他の連中の能力の詳細とペナルティを教えろ」

　上の連中の思惑通りになるのは癪しやくだったが、このクソッタレな呪じゆ縛ばくから逃れるために誰かがやるしかないなら、やってやるしかなかった。





　　　☆






　地上を駈かけるイグニートは、グシャール帝国軍の兵士達を圧倒していた。

　グシャールの兵士達はイグニートを取り囲むような陣形を取っているが、誰も手出しができないでいた。何な故ぜならば、彼の足元にはすでに百近い兵士の骸むくろが横たわっているからだ。全すべてイグニートが始末したグシャール帝国軍兵士の死体だ。

「な、なんだこいつはッ！　こんな武将がブランディアにいたなど聞いておらんぞ！」

「赤き炎の大剣……よもや太陽神の加護を受けた、伝説の英雄だとでも言うのか……！」

「伝説ならば、日輪のごとき黄金の鎧よろいではないのか!?　黒いぞ！　こいつは偽者だ！」

　驚きよう愕がくする兵士達に、イグニートは炎を纏まとった大剣を肩に担いで半笑いを浮かべた。

「太陽神？　なんだそりゃ……加護なんざ受けたことは一度もねぇよ。あいにくとそういうのに嫌われちまってるんでね」

　肩を竦すくめると同時に、イグニートが兵士達を睨む。

「次はどいつだ。全員まとめて相手するか？　そっちのが面白そうだ、そうしろよ」

　カモ～ンと指先を動かして、イグニートがグシャール帝国軍を挑発する。

　千人隊長らしき男が、馬上にて剣を高く掲げ、振り下ろす。

「重装亜人歩兵隊、前へ！」

　兵士達が道を開けた先から、地響きが聞こえてくる。雄お叫たけびを上げながら現れたのは、斧おのを振り上げた巨漢の三人組だった。人間の頭以上の大きさのある拳こぶし、鎧の隙間から覗のぞく灰色の肌。明らかに人間の体たい軀くではない。

「へぇ、オークかなんかか？　この世界にもいるんだな。ま、悪かねえ」

　イグニートは肩から剣を持ち上げ、勢いよく横へ振り払った。炎が広がり、イグニートの周りに燃え広がる。腰を低く落とし、イグニートは口角を歪ゆがめた。

「おいで」

　三体の重装歩兵は重苦しい足音を轟とどろかせながら近づき、先頭の一体が雄お叫たけびと共に斧おのを振り下ろす。巨漢の持つ斧は、大木すら一撃でなぎ倒しそうなほどの大きさだった。

「ほいっと」

　イグニートは斧を素手で受け止めた。渾こん身しんの一撃を止められた重装歩兵は、再度斧を振り上げようとするが、イグニートに摑つかまれた刃は溶接されたかのようにビクともしない。

　焦りを見せた先頭の歩兵の背後から、残りの二体が両サイドへ抜け、イグニートに左右から攻撃をしかける。胴を真っ二つにするように、二体の斧がイグニートに迫る。

　──ガキン！　彼の右脇腹と左肩に、巨大な斧が直撃した。

「……なんだよ、リビングアーマーも砕けねぇのか。それでも筋肉バカのオークか？」

　無傷。それどころかイグニートの身体からだは微動だにしていなかった。

　リビングアーマー。その名の通り、生きた鎧よろいである。彼のいた世界では呪われた七武具の一つとして数えられ、この鎧を着た物は例外なく鎧自身に喰くわれてしまう。鎧はイグニートの肉を喰らおうと、今も内側で彼の皮膚に歯を突き立てていた。イグニートが喰われずに済んでいるのは偏ひとえに彼が強靭すぎるからだった。

　傷ひとつつかなかったイグニートに重装歩兵が怯ひるみ、兵士達がどよめく。

「じゃ、次俺おれの番な」

　イグニートがディヴォルングの柄つかを握りしめたその瞬間。

　──ズダン！　空中に重装歩兵三体の上半身が投げ出されていた。天高く舞い上がるオークの上半身を啞あ然ぜんとしながら見上げる兵士達。振るった剣を再び肩にかけて、イグニートは首を手で摩さすりながら怪け訝げんそうに眉根を寄せた。人外染みた彼の強さに、兵士達が悲鳴を上げて離れていく。周りに誰もいなくなった後、イグニートは手を握りしめたり開いたりしつつ、首の骨をゴキッと鳴らした。

「おっかしーなぁ……なんか俺、微妙に調子悪い？」

　イグニートは自分の強さに違和感を感じていた。兵士達を相手にしている時に思ったよりも力が入らず、重装歩兵を吹き飛ばした時も想定していたより吹っ飛ばなかった。本当ならばあの一撃で、周辺の兵士共も剣圧と炎で屠ほふっていたはずだったのだ。

「風邪でも引いてんのかなぁ……引いたことねーんだけどなぁ」

　うーんと眉根を寄せていると、ブランディア王国の兵士達が剣を構えてこちらを警戒しているのに気づいた。敵か味方かわからない、そんな感じだ。

　いきなり現れた国籍不明の男に対する反応としては正しいだろう。

　イグニートは彼らに苦笑して、血に濡ぬれた手を軽く上げた。

「安心しな。俺は味方だよ」

「……き、貴殿はグシャールの者でも、ブランディアの兵士でも無い……何者だ？」

　百人隊長らしき兵士の一人に問われて、イグニートはニカッと笑った。

「異世界のラスボスにして救世主ってとこか。大丈夫、あんたらが劣勢な限り俺おれは──」

　──ドゴォンッ！

「ぷげぇっ！」

　突然敵軍のど真ん中で大爆発が発生し、もろに巻き込まれたイグニートの身体からだが吹っ飛ばされて、ブランディア軍の兵士達のそばの地面に顔面から突っ込んだ。

　ズシャーッと地面を滑ってくる自称救世主に、兵士達が後ずさる。イグニートはアフロみたいになった頭を上げ、爆発を起こした張本人を見上げて拳こぶしを振り上げた。

「っ、てめぇこのやろう眼鏡ェ！　味方ごと吹っ飛ばす奴やつがあるか！」

　イグニートが怒鳴ると、啞あ然ぜんとしていた兵士達の背後に巨大な影が被かぶさった。

　地鳴りのような足音が響き亘わたり、兵士達が絶句しながら振り返る。そこには山のように巨大な黒い巨人が立っていた。イグニートの周辺にいた兵士だけでなく、平原にいる全すべての者達の視線が巨人に集中する。皆一様に恐れおののき、硬直した。

　ブラックハイドランジアがレールカノンの銃身を持ち上げて、イグニートを見る。

《ああ、すまない、そこにいたのか勇者君。こう的が小さいとブランディア軍の兵士を巻き込まずに戦うのは一苦労でね。君が無事なようで残念だ》

「残念なのかよ！　つーかお前もうちょっと敵とのパワーバランス考えようぜ！　一気に吹き飛ばしちまったら面白くねぇじゃんかよぅ！」

《パワーバランスに関しては君に言われたくないな……直撃ではないにしろ、我が愛機のレールカノンをくらって生きているとは、もはや人間ではない》

　言い争いを始めた巨人と似え非せ勇者に、ブランディア王国軍の兵士達は口をあんぐりと開けたまま動けない。逆にグシャール帝国軍の兵士達は、二人の標的が自分達であることを理解すると、全員が転がるように逃げ始めた。

　平原をほぼ埋め尽くしていた赤い旗の軍勢が一気に後退する。

「ほーら言わんこっちゃね！　ビビってますます下がっちまったじゃねぇか！」

《好都合。戦いくさというものは大将の首を狙うものだろう。雑ざ魚こなど放ほうっておきたまえ》

「んなこと言われなくてもわかってるわ！　俺は弱い者の味方なの！　ブランディアの兵士諸君を放っておけないの！　わかる!?」

　怒号を飛ばして地団駄を踏むイグニートを他よ所そに、ブラックハイドランジアに搭乗しているキリシマは、遠方より何かがこちらへ飛んでくるのを確認した。サポートＡＩが自動的に飛ひ翔しよう物を拡大する。なんということはない、油あぶら壺つぼと投石だ。岩を油に浸した藁わらで包み、火をつけただけの代物だ。こんなものでＩＭイミテーシヨン・マーズに有効ダメージは与えられない。

《無視したいところだが……やれやれ》

　キリシマはつまらなそうに頭かぶりを振って、レールカノンを空へ向けた。

《下がっていたまえブランディア王国軍の諸君。巻き込まれると困るのでね》

　カノンを数発発射。投石と油あぶら壺つぼは帝国軍の上空で爆発し、油に炎を引火させながら敵兵士達に広範囲に降り注いだ。ブランディア王国軍の兵士達が感嘆の声を上げる。

「しゃ、しゃべったぞ……あの巨人、人語を解するのか！」「巨人も我々の味方……!?」「伝説の英雄に、怒れる守護神……やはり太陽神は我らを見捨ててなどいなかったのだ！」「これなら四将や、あの皇帝すらも一網打尽にできるかもしれないぞ！」

　兵士達の声が段々と歓声に変わり、雄お叫たけびとなる。

　イグニートは肩をトントンと剣の背で叩たたきながら、訝いぶかしげな顔をする。

「なんだぁ？　俺おれ達が加勢して喜ぶのはわかるけど、なんか微妙に勘違いしてる？」

《どうでもよかろう。それより、やはり皇帝はそれ相応の相手らしい。勇者君、皇帝の相手は私がする。邪魔をしてくれるなよ》

「あぁん!?　大将の首は俺のもんだ！　俺だって雑ぞう兵ひよう相手にすんのはつまん──」

　イグニートがそこまで言った時、上空で何かが光った。

　イグニートとキリシマも空を見上げると、空を巨大な赤黒い魔法陣が覆っていた。

「げっ、ヴェンなんとかさんか！　空飛べるって卑ひ怯きようすぎるだろ！」

《敵の主力を直接狙うつもりか──！　やらせはせんぞヴェンデッタ！》

「あっ、待て眼鏡ゴラぁ！　俺だってなぁ！」

　地響きを鳴らしながら、ブラックハイドランジアが敵軍へ向かって走り出す。イグニートもまたその隣を全力疾走した。

　──英雄達が進撃を始めたぞ！　皆の者、彼らに続けー！

　ブランディア王国軍の兵士達はイグニートとキリシマに鼓舞され、二人に続いて突撃を開始。ラスボスの登場からわずか三分で、戦場の形勢は完全に逆転していた。
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　イグニート達が戦闘を開始したのと同じ頃、ソラは戦場を見渡せる崖の上へと移動し、浮遊ユニットの上にぺたんと座っていた。

「広域スキャンに不具合。半径五キロメートル以上のスキャンが実行不可能。太陽風、高濃度放射線領域……いずれも可能性は低い」

　ソラの広域スキャンは半径一〇〇キロ程度であれば一瞬で終えられるはずだった。

　あり得ない。そう思いながらソラは右側に首をこてんと傾かしげた

「……作戦行動を優先。索敵範囲内のグシャール帝国軍兵士のロックオン完了。ナノマシン散布、物質の分解、改変、再構築を開始」

　ソラは浮遊ユニットの中からキラキラと光輝く粒子を散布し、周囲の樹木や岩石に付着させた。ソラが生成できる自己増殖機能を備えた第五世代型ナノマシンは、あらゆる物質を別の物質へと強制変換し、複雑な装置や兵器を生成することができる。制作者が施したプロテクトによって、ナノマシンによる有機生命体の強制分解や変換を行うことはできないが、無機物は何でも生成できる。設計図のデータさえあれば地対空弾道ミサイルだろうが、荷電粒子砲だろうが作ることが出来てしまうのだ。

　そう、設計図さえあれば。

「──むぉ？」

　うなり声のようなものと共に、ソラは疑問符を浮かべた。口をぽかんと開けながらホログラムウィンドウのデータを見る。再構築設計図選択画面に何も表示されていない。バグ？　エラー？　原因究明のために目を閉じて、自分の中の全データを検索する。

　五秒、十秒、十五秒ほど目を閉じ続けた後、ハッとしたように目を開けた。

「むぉ……!?」

　その反応は、ソラなりの驚きよう愕がくを表していた。無表情が崩れて、若干眉根が寄って逆八の字になっている。ヒューマノイドユニットに搭載されている無駄な発汗機能が作用して、だらだらと汗をかいていた。ソラは高速でもう一度データを検索。

「…………むぉぉ……？」

　どういうわけかほぼ全てのデータが空っぽだった。残っているのは環境に関する知識と、クソの役にも立たない雑学染みた知識ばかりだ。これでは兵器の構築なんてできやしない。

「ソラ、考える、考えろ…………この、今の状態……は」

　信じられない、という思考は、人間の予測不可能な行動を前にした時以来だった。事実を冷静に確認しようとする。人間を遙はるかに凌りよう駕がする知識量。それが失われた。ほぼ全すべて。

「……つまり、ソラは……？」

　その事実が何を表しているのか理解して、ソラはほっぺたをむにっと両手で挟んだ。

「ソラは──おバカさんになってしまった……！」

　言動すらもどこか稚ち拙せつになっている。ソラはほっぺたを両手で挟みながら、浮遊ユニットに乗って動物園の白熊のように同じところを行ったりきたりし始めた。まるで浮遊ユニットがソラの「大混乱」という心情をそのまま表しているかのようだ。

「どうしよう……どうしよう……なにこれ……むぉ……むぉ～」

　ソラは本来戦闘のための人工知能ではないし、ヒューマノイドユニットにも戦闘機能は搭載されていない。ナノマシンの分解と再構築に頼り切りだったので、まともに戦うことができない。索敵や分解、改変まではできるが、再構築できる設計図がほとんど無いので、単純なものしか作ることができない。

　これはつまりソラの言う通り──おバカさん。それ以外に形容できない。

　たとえ世界を滅ぼすことも救うこともできてしまう高度な性能を備えていようとも、おバカさんではどうすることもできない。

「むぉ～！　これは、まずい……危機的じょーきょー……今のソラ、人間以下？……否いな否、人間、分解できない……まだ、ソラが上……まだだいじょーぶ」

　自分を落ち着かせるために、人間に対する自分の優位性を確立させようと試みる。全データを失う前よりも、自分がより人間っぽい思考になってしまっていることにソラは気づいていない。まず「焦る」という経験そのものがソラには初めてだった。

　どうしようどうしよう。ソラがくるくるくるくる回転する。

　その時──突然、真横から誰かに体当たりをされた。

「むぉ!?　むぉ!?」

　ソラは誰かに体当たりをされたまま空を飛んでいた。そしてそのままエイリアンにかっ攫さらわれて、ソラは平原横の森の中へと消えていくのだった。
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　ヴェンデッタは翼を羽ばたかせ、グシャール帝国軍の上空を飛んでいた。

　乱戦状態の地上で戦う兵士達は、まだヴェンデッタの姿に気づいていない。

「赤月の軍神の加護を！　グシャールの王、ギャリオン三世に栄光あれ！」

「巫み女こを奪い、我が国を侵略せんとする帝国の畜ちく生しよう共をなぎ払え！　我らの聖戦を太陽神様は見ておられるぞ！　全軍突撃ぃぃー！」












　髪を手で払いながら、ヴェンデッタは地上の有う象ぞう無む象ぞうを冷ややかに見下ろす。

「神々があなた方のことなど気にかけるわけがないでしょうに……」

　侮ぶ蔑べつと哀れみを込めて、ヴェンデッタは人間達を嘲あざけった。

　元は天使だったヴェンデッタにも、かつては慈悲というものがあった。彼女が堕天した理由は、元を辿たどれば「人間のため」だった。人々が苦しんでいるのに何もしない神に失望し、自らの手で救うために、神の意志に逆らって地上に降り立ったのである。神から離反することで天使の力は失われてしまったが、痛みや苦しみが和らぐように一人一人の手を握り、骸むくろ達が安らかに眠れるように祈った。神のためにではなく人のために祈ったのだ。

　しかし人間は変わらなかった。

　どんなに苦しくとも、神に祈るという無駄な行為をやめようとはしなかった。

　我が子が骨と皮だけになり命を落とそうと、老人が末まつ期ごの水を求めながら乾いた大地に伏そうと、学者を目指していた青年が望まぬ剣と盾を摑つかまされ、戦場の片隅で骸になろうとも、人間は神に祈ることをやめなかった。

　人間を苦しめていた大だい飢き饉きんが収まったのは、地上に降り立ってから百年後のことだった。

　──おお、神々に我々の祈りが届いたのだ！　神に感謝しよう！

　違う。神は百年間傍観していただけだ。干ばつは天候の気まぐれ、疫えき病びようの蔓まん延えんが収まったのは人間の数が減ったからだ。神は何もしてはいない。

　──ありがとうございます！　我が子も天国で笑っていることでしょう……！

　骨と皮だけになって死んだ子供を抱き、神に感謝しながら笑顔で涙を流す母親を見た時、ヴェンデッタの中で良心と呼べるものが崩れた。

　ヴェンデッタが人に対して涙を流したのは、それが最後だった。

「…………」

　努力を放棄し、神を盲信するだけの人間に絶望し、また同時にそれをよしとして何一つ救おうとしなかった神にも絶望した。その後もヴェンデッタは人間の醜さと愚かさをいくつも知ることになった。そうして絶望した者が集う地獄へ墜おち、堕天使となったのだ。

　ヴェンデッタは頭かぶりを振って、過去を思い出すことをやめた。

「これも神への反逆のためです──あなた方に、本物の聖戦を再現してあげましょう」

　右手の指先を天へ向け、記憶の中にある天使と悪魔の戦いを思い起こす。巨大な魔法陣が空を覆い尽くすと、兵士達が空を見上げ、ヴェンデッタを指さした。

「──無益な争いに身を投じる兵士達よ。望まぬ戦いくさであろうとあなた方もまた罪人。戦わないという勇気すら示さずに、暴君に頭こうべを垂れながら生きてきたその報いを受けなさい。あなた方に下す裁きは、地獄門ヘルズゲートの再現といたしましょう」

　魔法陣が稲光を発生させ、魔法が発動しようとした、その時だった。

　フッと、何事も無かったかのように空を覆っていた魔法陣が消えた。

「…………え？」

　ヴェンデッタが空を指さしたまま目を点にする。後ろを見て、右を見て左を見て、下を見て、上を見て、再び前を向く。前を向いた時、突然──

　──『ＭＰがたりません』

「…………？」

　目の前に何か、文字のようなものが表示された。ヴェンデッタは完全に思考を停止させながら目をパチパチとさせる。何か、すごい雑な感じの白い窓枠のようなものの中に、これまたすごい雑な黒い文字が浮かび上がっている。

　ヴェンデッタはもう一度指先を天へ向けて魔法を発動しようとする。

『ＭＰがたりません』……窓枠がもう一つ現れて、同じ文字が浮かび上がる。

「は？　ちょっと……え？　なんですかこれ？」

　何度も何度も魔法を発動させようと試みるが、結果は同じ。

『ＭＰがたりません』『ＭＰがたりません』『ＭＰがたりません』『ＭＰがたりません』『ＭＰがたりません』『ＭＰがたりません』『ＭＰがたりません』

『ＭＰがたり──足りねーっつってんだろボケ』

「エ、エムピーってなんですかあああああああああ!?」

《──マジックポイントのことだろ》

　ヴェンデッタが頭を抱えて叫んだ時、不意に彼女の頭の中で声がした。

「この声は、白髪の少年！　これはあなたの仕業ですね!?　どこにいるのです!?」

《僕の仕業じゃない。あとこの声は……まあ念力とかそういうのだと思ってくれ》

「まるで神の声じゃないですか！　やはりあなたも天界の──」

《めんどくさいからそういうのいいよ。これは僕の力の一つだ。名前さえわかれば、その人間の視覚聴覚嗅きゆう覚かくを同調させて、こうして声を脳内に届けることができる》

「私は人間ではありません！」

《お前ほんとめんどくさいな……黙って聞けよ》

　アキトの呆あきれきった声に歯がみしつつも、ヴェンデッタは仕方なしに黙り込んだ。

《僕ら全員にペナルティが科せられてる。僕はかなりの数の異能を封じられた。あんたも同じように弱体化されている》

「弱体化ですって!?　いつの間にそんなことをされたのですか……!?」

　両手の平を見つめながら、ヴェンデッタが激しく狼ろう狽ばいする。

《ＭＰっていうのは、ようは魔法を使うために必要な……エネルギーって言えばわかるよな。そういうものだと思ってくれ。それが切れると魔法が使えない、ＯＫ？》

「わ、わたくしの魔法は神への憎しみが力の源ですよ!?　それにわたくしはまだ魔法を使っていません！　それなのに使えないのはおかしいではないですか！」

《じゃあ、使う前の状態でもＭＰが足りないんだよ。燃費悪いんだろ、お前の魔法》

「意味がわかりません！」

《頭の中で、自分のＭＰ残量と魔法に使うために必要なＭＰを要求してみろよ》

「だ、誰にです……!?」

《いいから、とにかく要求しろ。それでわかるって麦わら女が言ってる》

　ヴェンデッタは言われた通りに「エムピーを教えなさい」と念じてみた。

『だいよじせいせん　ＭＰ５４００』『へるずげーと　ＭＰ５２００』『やみよきたれ　ＭＰ３６００』『だらくのしょうろう　ＭＰ４３００』

　さっきみたいな窓枠が現れて、ずら──っと勢いよく魔法の名前と必要ＭＰの数字が流れていく。そして最後に──『あなたのＭＰは１０００です』

「あの、この窓枠の通りだと、もしやわたくしほとんど魔法が使えないのでは……？」

《使えないんじゃねーの》

「──これでは人間のグランドマスター程度の魔法しか使えないではないですか！」

　空の上で、ヴェンデッタは青ざめた顔で喚わめいた。

《僕に言ってもしょうがないだろ。僕も似たようなもんだ》

「機械仕掛けの巨人と黒き勇者は今までと変わらず戦っていますよ!?」

《あいつらも長続きしない。三人の中で一番話がわかりそうだから、こうしてあんたに話しかけたんだ。これ以上時間を無駄にしたくない、よく聞け》

　ぐぬぬと唸うなるヴェンデッタを無視して、アキトは話を続けた。

《弱体化された僕らは、恐らく単体じゃこの世界を救うことができない。でも、それぞれが役割に沿って行動すればなんとかなるかもしれない》

「……っ、それは手を組めということですか？　どういう風の吹き回しです、あなたが一番協力し合うことを拒絶していたではありませんか」

《手は組まない。僕があんた達を利用するだけだ》

　それを聞いて、ヴェンデッタが半笑いでアキトを嘲あざけった。

「あなたがわたくしを利用するですって？　人間如ごときが何を──」

《互いを利用しないと目的を果たせないことぐらい、統率役だったならわかるだろ？》

　ヴェンデッタの声が詰まる。アキトの言うことを、ヴェンデッタは嫌と言うほど理解していた。神への反逆者として行動を始めた時も、悪魔と徒党を組む他無かった。神と天使の力は強大で、たとえ同等以上の力を持っていても、数を相手には敵かなわない。だからヴェンデッタは、悪魔と利害の一致で行動を共にし、そして失敗した。彼女には絶大な力があっても、リーダーシップは皆無だったのだ。

《僕だって嫌さ。あんた達と違って復活になんて興味ないしね。でも、勝つためには仕方ない。ここはあんたや似え非せ勇者達が思っているほど、楽観できる世界じゃないんだよ》

「……くっ……」

《今回だけでいい、僕の指示に従え。そうすれば恐らく勝てる》

「…………っ、仮に従うとして、わたくしに何をやらせようというのですか？」

　腑ふに落ちなかったが、力が制限されている以上は他に手段が無かった。

《あんたら三人にはブランディア王国の伝説になりきってもらう》

「………………伝説に、なりきる？」

《似非勇者と眼鏡が加勢して、ブランディア王国軍の兵士達が士気を盛り返したことを変だと思わなかったか？　麦わら女からこの世界の三つの神話と伝説について聞き出した。合致するんだよ、あんたら三人の容姿と力、窮地に陥おちいったブランディアを救うとされている伝説の救世主と天使様にね》

　言われてみれば、確かにイグニートとキリシマが突撃していく時に、ブランディア王国軍の兵士達が雄お叫たけびを上げて二人についていった。いくら劣勢の中で加勢が現れたと言っても、所属不明の二人についていくのは不自然だ。

「わたくし達が伝説に似ているからといって、それだけで信用が得られるのですか？」

《見ればわかるだろ。ついて行っているのはあくまで一部だけだ。全員があの二人についていってるわけじゃない》

　言われて、ヴェンデッタは突撃していっているブランディア王国軍の後方を見た。二人に戦場をかき回されて、困惑したまま動けずにいる兵士達が全体の半数以上いた。

《残ってる連中はあんたらを伝説の英雄かどうか信じられないんだ》

「……では、なりきれというのは」

《そう。あんた達には伝説の通りに行動し、英雄になりきってもらう。伝説通りにひたすらブランディアの国民だけを救い続けろ。グシャール側は僕がやる》

「グ、グシャール側？　わたくし達はブランディアを勝たせるのではないのですか？」

《説明してる時間は無い。あんたらは一週間ぶっ続けでブランディアに媚こび売って、なるべくグシャール側から畏い怖ふされるように動いてくれ》

「ちょっと待ってください！　伝説の詳細は？　わたくしはどう伝説になりきれば！」

《回復魔法とかでブランディアの兵士を片っ端から治しまくってやれば？　天使だし》

「天使になりきれと言うのですか!?」

《そういう伝説なんだよ》

「天使になるのは嫌です……！」

《じゃあ失敗だな。次失敗したら見放されて復活できないかもな》

　ぐぬぬ。ヴェンデッタが拳こぶしを握ってうなり声を上げる。

《はい、じゃよろしく。ブランディア側のバカ二人の面倒はあんたが見てくれ》

「ちょっ──アキトさん!?　アキト!?」

　翼を激しくパタつかせながら、ヴェンデッタは必死にアキトに呼びかけたが、もう声が聞こえてくることはなかった。

「な……なっ……なぬっ……」

　ヴェンデッタが肩を怒らせる。一方的に会話を切られたことも憤慨している理由だったが、それ以上に「天使になりきれ」という命令に一番ムカッ腹が立っていた。

　神の使いになりきるなど、誰がやるものか！　そう思いつつ、ヴェンデッタはブランディア王国軍の控えている後方を見やった。傷ついた兵士達がうめき声を上げながら平原に転がっている。イグニート達の奮戦の裏側で、数え切れない負傷者が出ていたのだ。救護兵に手当てを受けている者達の幾人かが、ヴェンデッタを指さしていた。

「天使様、ブランディアの女神が見える……俺おれ、もうすぐ死ぬのか？」「違う……俺にも見える……翼は黒いけどあの褐色の肌は……確かに……！」「お助けください天使様……女神様……少しでいい、我らに慈悲を」「どうかこの痛みを、終わらせてください……」

　それは彼女がうんざりするほど聞き続けてきた神へ慈悲を請う人間のものと同じだった。

　知ったことか。そのままのたれ死ぬがいい。心の中でそう吐き捨てる。

　だが、助けを求められても何もしなかった神の存在が頭を過よぎった。ここで彼らを見捨てるということは、即すなわちあの時の神と自分は、同じだということだ。












「っ！　ああっ、もう！」

　結局ヴェンデッタはアキトに言われた通り、負傷兵達の元へと降下していくのだった。





　　　☆






　森の中、切り株に腰を下ろしながら、アキトは異能を引っ込めて閉じていた目を開いた。

（これで上う手まくいけば、ブランディア王国軍をこの戦いで壊滅させずにすみそうだ……）

　不安要素はいくつもある。というかありすぎて本当にできるのかわからない。

（どうあれ、やるべきことは決まった。あとはやるだけだ）

　他者の感覚を盗み見ることができ、なおかつ声を送ることのできる異能、《ヒューマンハッカー》を使用している間は意識が落ちてしまうため無防備になってしまう。一応、ヒマワリに周囲を警戒させていたのだが……。

　ヒマワリはニコニコしながらアキトの頰を指でぷにぷにと突つついていた。

「えへへへ～……もちもちです～……」

「……何してる……」

「──はぅあっ！　ぇうぁぅ！　そのぅ、大丈夫かなっ、息してるかなと思って確認してました……！　そしたら予想外に美肌で……もちもちしててとまらなくなっちゃって」

「…………」

「…………ごめんなさいです……」

　アキトのこめかみに浮かび上がってきた血管を見て、ヒマワリは素直に頭を下げた。

　鼻の穴に指を突っ込んでひぃひぃ言わせてやろうとしたが、藪やぶをかき分ける音が聞こえてきて、アキトは身構えた。ヒマワリも杖つえを胸に抱きながらアキトの後ろに隠れる。

　藪の中から姿を現したのは、エイリアンの胸に抱きかかえられているソラだった。ほっと胸をなで下ろしてアキトの後ろからヒマワリが出てくる。エイリアンはソラをアキトの目の前まで抱えてくると、地面に下ろした。ソラはあまりに突然のことに頭の中の処理が追いついていないのか、目を回しながら挙動不審に辺りを見回している。

「む、むぉ～、むぉっ……？」

「人間の言葉がしゃべれないほどアホになったのか」

　アキトが言うとソラの焦点が定まった。ぷくーっと頰に空気を溜ためて、アキトを指さす。

「ソラ、アホじゃない。アホはアキト」

「……なんで僕がアホになるのかわからんけど、まあいいや。お前、自分がかなり弱体化されていることはもうわかってるよな？」

「……うん。なにこれ」

「ペナルティ、僕達を集めた連中のせいだ。だから、僕達はお互いを利用し合わなければ世界を救うことができない。ＯＫ？」

　ソラはアキトのジト目にジト目を返しながら、不服そうにしつつも頷うなずいた。

「おーけー」

　何な故ぜ言動まで幼い感じになっているのかはよくわからなかったが、やはりソラは他の連中と違って素直である。面倒が無くてとても助かるとアキトは思った。

「お前は僕と行動を共にしてもらう。まずこの場でやってもらうことがある」

「何」

「限られた範囲でも索敵はできるな？　四将っていう連中を探してる」

「索敵できる。でも、何を条件に探せばいい？」

　アキトは顎あごに手を当てて少し考えた。

「……僕達以外の、二番目に強い奴やつから五番目に強い奴までの居所が知りたい」

「肉体的な強きよう靭じんさ？」

「ああ。それでいいよ」

「わかった」

　頷いて、ソラはホログラムウィンドウを出現させて戦場のスキャンを開始した。

「索敵終了。三番目から五番目に強い人間は平原にいる。イグニートと眼鏡が戦闘中」

　四将はもうすでにイグニート達とかち合っているらしかった。ここまでは想定通り。

　残り一人は？　アキトが問うと、ソラは森の奥を指さした。

「──この森の中。単独で待機してる」

　どうやら四将の内一人はこの森にいるらしい。平原は切り立った山やま間あいにあり、そこが戦場となっている。一方通行、まさに正面衝突するためのフィールドだ。しかし両軍がバカ正直に正面からぶつかり合うだけとは考えにくかった。

　現在アキトのいる山下の小さな森。ここで裏を取って奇襲を企くわだてるブランディアの別働隊と、それを迎撃するためのグシャール帝国の部隊がいるはずだ。迎撃部隊の中に四将の一人がいるのは好都合だったが、部隊ではなく単独というのが気がかりだ。

　つまり単独で奇襲部隊を迎撃できるだけの強さを、四将が有しているということだろう。

　今の自分で相手になるのか……それだけが問題だ。

「……よし。よくやった」

　アキトはソラの頭をくしゃくしゃと撫なでてやった。半ばからかうようなつもりでやった行為だったが、ソラは頭を撫でられている間、大人しくしていた。

　ふんす、と自慢げに鼻息を荒くしながら、まん丸ほっぺを赤くする。

「ソラ、アホじゃない。優秀」

（……こいつ、本当に人類の敵だったのか……？）

「あ、あのぅ、アキトさん……いったい、何をするつもりなんでしょ？」

　ヒマワリが不安そうにおずおずと近づいてくる。

　アキトはこの状況にどこか懐かしさを覚えていた。限られた能力で目的を達成するために試行錯誤する感じは、まだ異能のストックが少なかった頃の戦いを思い出させる。

　初心に帰るというのも悪くない。アキトは邪悪に笑った。

「これから四将の地位と名誉と、存在そのものを奪いに行く」

　ヒマワリはアキトの言葉の意味をよく理解できず、頭の上に「？」を浮かべるのだった。







　四将の一人は、ソラのおかげですぐに見つけることができた。

　異様に幹の太い針葉樹が生い茂る森に、ぽっかりと開けた場所。そこに白い鎧よろいを着て、白い盾と白い剣を持ったブロンドの男が立っている。ホタルが集まる水源近くで、男は空から舞い降りてきた鷹たかを手に載せ、餌をやっていた。アキトは木陰から様子を窺うかがう。

　男は鷹を飛び立たせ、薄い微笑ほほえみを浮かべながら見送り、そして──

「……もう気づいている。隠れる必要はありませんよ」

　アキトが隠れている木の陰へ、笑顔を向けた。

（ま、そうだよな。一人で奇襲部隊の迎撃を任せられるぐらいだ……ここまで走ってきた僕らに気づかないわけがない）

　アキトは木陰から身体からだを出して、男と向かい合った。

「他に二人と、一匹かな？　どこの人間か知らないが、こんな場所にいると危ないです」

　微笑みながら、男は言った。アキトは黙ったまま少しだけ身構える。

　見ただけでもよくわかる。こいつはやはり──それなりだ。

「ずいぶん変わった格好をしていますね。グシャールの者ではない……国交が断絶状態でしたから、ブランディアの文化には疎うといのです。この地域に住んでいる人かな？」

「…………」

「答えるつもりはない……ですか。そうですよね、地元の人間がこんなにも上質な殺気を私へ向けられるはずがない」

　で、あれば。男が左腰の鞘さやからゆっくりと剣を抜く。刃渡りは八〇センチほど、いわゆるショートソードというやつだ。

　男が剣の刀身を撫なでるように手を這はわせると、剣が薄い緑色に発光し始めた。

（魔法か……）

　アキトも異能を発動し、右手に刃渡り二〇センチ程度のナイフを握る。

「ほう、君も魔法を扱えるのか。暗殺者にしては珍しい。しかし武器を具現化させる魔法とは……付与が基本のこの時勢に、非効率的なものを扱うのだね」

　何も無い場所から出現したナイフを見て、男は魔法だと思ったらしい。

　暗殺者と呼ばれて、アキトは「だよな」と思った。制限の中で残された異能は、リーダーというよりは暗殺者のイメージに近かったからだ。

「あの国は少年を戦場へ送り出さねばならないほど追い詰められているわけですか」

「ご託たくはいいよ。あんたが四将だろ、さっさと始めよう」

「君が一人で私の相手をするのですか？　隠れている他の者はいいのかな」

「僕だけで十分だ」

　アキトの物言いに、男は薄目を開けた。わずかに男の微笑ほほえみが陰る。

　挑発したつもりはなかったが、どうやら気に障ったらしい。

「よろしい……だが一対一ならば、せめて名乗らせてほしい。私は礼節を重んじる騎士だ。たとえ年端もいかないガキが相手だとしてもね」

　男が剣を眼前に掲げる。

「グシャール帝国王家直属近衛このえ騎士団団長、四将が一人。白騎士ハミュッツ・オベイロン。我が君の命により、何人たりともこの森を通すわけにはいかない」

　男が名乗っている最中、アキトは隙を探すことに専念していたが、そんなものを探したところで無駄だった。隙なんてもんありゃしない。ナイフを構え、目を細める。

「これから死ぬ奴やつに名乗る名前なんか無いね」

「……そうですか。では、始めるとしましょう」

　四将、ハミュッツは半身を引いて剣を構えたまま動かなかった。剣術についての知識なんてからっきしだが、こっちから仕掛けるとたぶん死ぬ。できればこちらを完全に舐なめ切っていてほしかったのだが、どうやら敵はどんな相手でも全力で挑む性分らしい。

（ここは木々が少なくて開けているし、戦う条件はいいとは言えない）

　アキトはナイフを握る手から力を抜く。

（──隙、やっぱり作るしかないか）

　ナイフをそのままくるりと回転させて、刃の部分を摑つかみハミュッツへ向けて投とう擲てきした。刃が風を斬り、嘶いななきのような音が走る。ハミュッツは腰を沈めて容易たやすく回避。ナイフは頭ギリギリのところを通過し、彼の髪をわずかに斬り裂いただけだ。

（剣で弾はじこうとしてくれればもう終わってたんだけどな）

　アキトが次の行動を取る前に、ハミュッツは動いた。

　ハミュッツは腰を沈めて一気に地を蹴けり、直後にアキトは別の異能を発動した。

《ポウズ》、時を止める力だ。突然ハミュッツの動きや、風に揺れていた木々の葉、空気の動きすらも停止する。アキトも若干膝を曲げた前傾姿勢で動きを止めていた。

　思考だけが静止に逆らい、時を刻む。時間は止めた。けれどハミュッツの剣は、すでにアキトの額から三〇センチのところにある。額目がけて跳躍突きを仕掛けてきたのだ。

（目で追えるスピードじゃない……一瞬でも遅れていたらやられてたな、これ）

　アキトは冷静だったが、状況は切迫している。実力の差は明らかだ。

　この状況から時の流れを再開した時に、アキトは攻撃を回避しなければならない。

（防ぐのは間に合わない、避よけるぞ。集中しろ。足の力を一気に抜くんだ。くそ、他の異能があればこんな紙一重の戦いしなくて済むっていうのに……）

　心の中で悪態を吐つきつつ、時間の流れが再開するのに備える。この異能は判断のための時間を稼ぐことぐらいにしか役に立たない。

　七秒経過。八、九──十秒経たつと同時に、アキトは膝の力を抜き、上体を一気に後ろへ反そらした。ハミュッツの剣の切っ先が額と鼻スレスレのところを通り過ぎていく。

　避けはしたが、次の瞬間、剣から風が吹き出した。風というか衝撃、剣圧だ。一瞬の判断で横へ飛とび退のこうとしたが、アキトの身体からだは衝撃に吹き飛ばされてしまう。

　宙に投げ出されたアキトは、敵の一撃が木を木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕するのを見た。突きは剣のリーチ以上の破壊を生み、数十メートルに亘わたって森の木々を粉砕していく。

　アキトの足に木の破片が突き刺さる。衝撃で左肩も外れた。やはりそれなりに強い。ハミュッツは一撃を外したことに驚くことなく、冷静にアキトが避けた方向へ視線を移した。アキトは吹き飛ばされながら身体を捻ひねり、地面に着地。

　顔を上げる前に再び《ポウズ》を発動する。着地する寸前に敵がこちらに向かって跳躍したのが見えたからだ。顔を上げてから異能を発動させていたら間に合わなかっただろう。

　アキトの視界は地面に向いたままだが、問題ない。ハミュッツがこちらを斬り捨てようと踏み込み、目の前に迫っていることはわかっている。

　地面に映ったハミュッツの影が教えてくれた。

（距離と剣を振り下ろす角度はわかった。防ぐにはギリギリってところだけど──）

　アキトは冷静に、今の視界から得られる情報を分析し、次の行動を決定する。

（────勝ったな）

　十秒が経ち、アキトは顔を上げると同時にナイフの異能、《ジャック》を発動し、ハミュッツの斬り下ろしに重なるようにナイフの刀身を構えた。

「防げるものか、ナイフごと叩たたき斬ってあげましょうッ！」

　ハミュッツは勝ちを確信して声を上げる。アキトの刃とハミュッツの刃が交差する。

　──剣がアキトのナイフに振れた瞬間、金属音すら立てずに中程からちょんぎれた。

「なっ──!?」

　まるで豆腐でも切るような感触だった。これが《ジャック》の特性、何でも切れる、だ。

　ハミュッツの剣を両断したアキトは、ナイフをくるりと回転させて刃の部分を指で挟むように持つ。ハミュッツは驚きよう愕がくし、後ずさり、自分の剣を確認した。

「……バカな！　陛下から授かったホワイトオリハルコンの剣が……ッ！」

　明らかな動揺を見せながら、ハミュッツは折れた剣から視線を外して、アキトを見た。

　──一連のハミュッツの驚愕は、アキトにとって隙としては十分だった。

　アキトは低い姿勢から思い切りナイフを投とう擲てきする。

「──終わった」

　投げ放たれる異能のナイフ。ハミュッツは咄とつ嗟さに盾で防御する。騎士同士の戦いであれば、その行動は間違いではなかった。

　しかしアキトは騎士ではなく異能者だ。ハミュッツは異能の恐ろしさを知らない。異能は相手に手の内がわかっていなければ、わずかな動揺に無む理り矢や理り死をねじ込める。防御という判断にまるで意味が無いことを、ハミュッツはその直後に思い知った。

　盾を音も無く貫通し、ナイフはハミュッツの鎧よろいと胸を貫いた。ナイフはさらに彼の背後に立っている大木をも貫き、勢いを失って地面に落ちると、その地面も貫いて音もなく沈んでいった。アキトが能力を解除しない限り、あのナイフはこの星（星であればだが）の中心部までまっすぐに落ちていくことだろう。

　ハミュッツは啞あ然ぜんとしながら口から血を吐いた。

「ゴフッ……！　なん……だっ……この……ナイフは……」

「……心臓外したか。やっぱこういうの向いてないな」

　ダメ押しと言わんばかりにナイフを出現させ直し、アキトは刃を摑つかんだ。

　一歩、ハミュッツへ近づく。逆にハミュッツは一歩後ずさった。

「待っ、待ってくれ……少しだけ、話を……！　どうか我が君に……この、剣を……！」

　ハミュッツが、折れた剣をアキトに差し出そうとしてくる。

　アキトは酷ひどく冷ややかな目をして、彼を見つめる。

「ああ──そういうの、いいから」

　ハミュッツが絶句し、アキトはナイフを静かに投擲した。ナイフの刃が煌きらめき、今度はまっすぐにハミュッツの額へ。頭をナイフで貫通されたハミュッツは白目を剝むいて膝を折り、そのまま動かなくなった。アキトは小さく息を吐き、外れた左肩を木の幹に打ち付けて元に戻し、足に刺さった木片を抜いた。

「あー、痛いな……くそ。死ねよマジで。死んでるけど死ね」

　膝をついて血を流すハミュッツにそう言って、アキトは彼に近づいた。同時に、藪やぶの陰からソラとヒマワリ、エイリアンが出てきてこちらにやってきた。

「アキトさん……大丈夫ですか？」

「このぐらいなら死にはしないんじゃねーの」

　心配してくれたヒマワリに無愛想に返しつつ、アキトはハミュッツの遺体の髪を摑み、顔を上げさせた。ソラが死んだハミュッツを見下ろしながら、小首を傾かしげる。

「ソラの出番、無し？」

「こいつは僕の手で殺さなくちゃ意味が無かったんだ」

　ソラに言葉を返しつつ、ハミュッツの顔に自分の顔を近づける。

　瞳孔の開ききったハミュッツの目をじっと見つめ、アキトは別の異能を発動した。

「──№２２２《ドッペルゲンガー》」

　異能を発動した瞬間、アキトの身体からだが薄く発光した。同時に頭の中に、ハミュッツ・オベイロンの記憶が流れ込んでくる。彼の幼少期から少年期、青年期までの記憶が頭の中に情報として流れ込んできていた。

　不思議そうに横から見ていたヒマワリとソラの顔が、見る見る内に驚きに染まっていく。

　それもそのはずで、アキトの姿が四将、白騎士ハミュッツ・オベイロンとうり二つに変わってしまったのだ。身長も、身に着けているものも、何もかもがそっくりになった。

「ア、アキトさん!?　本当にアキトさんです!?」

　鎧よろいをつんつんしてくるヒマワリ。そしてその横で、口を三角形にしながら驚くソラ。

「むぉ。アキト、急成長。身長伸びた」

「幼女はもうなんていうか、気の毒なくらい言動がアホの子になったな……」

「ソラ、アホじゃない。異能、興味。詳細求む」

「見ての通り、擬態だ。特別な部分は『化ける相手の記憶を引き継げる』ことだけど……その代わり、化ける相手を自分の手で殺さなくちゃならない」

「理解不能。科学的説明がつかない」

「異能ってのはそういうもんだ」

「アキト、卑ひ怯きよう。ご都合主義。チート野郎」

「……幼女にだけは言われたくないね。とにかく、これでグシャール帝国に潜入できるし、皇帝に近づくこともできる」

　やれやれとハミュッツの遺体から手を放し、自分の腰の鞘さやから剣を抜いた。

「…………」

　しばし剣を見つめたまま佇たたずんだ後、ぽいっと偽物の剣を投げ捨てる。そしてハミュッツのそばに落ちている折れた本物の剣を拾い上げ、自分の鞘へ納めた。

「さて、次は……」

　アキトが次の行動に移ろうとした時だった。

「よいっ……しょ」

　ヒマワリが膝をついたままのハミュッツの遺体を横に寝かせた。寝かせた遺体の両手を鎧の胸の前で組ませ、ヒマワリは遺体の前で両手を合わせて目を閉じた。

　うわ、こいつマジか。どこまで頭の中がお花畑なんだ。アキトは顔を顰しかめた。

「……何してる」

「いえ……埋めてあげる時間は無いと思うので、せめてこれぐらいは」

　死者へのお祈りを済ませたヒマワリが、苦笑しつつ頰を指で搔かいた。

　アキトは目を細めてヒマワリを睨にらんだ。

「命のやりとりをした相手に同情くれてんじゃねえよ」

「はい……わかってます。でもこの人も、一生懸命だったと思うし……」

　そう言ったヒマワリの笑顔は酷ひどく悲しそうだった。アキトは妙に腹が立った。

「誰も殺さずに済むとでも思ってたのか？　おめでたいな」

「お、思ってませんよぅ。もちろん、そうできるならそれが一番ですけど……」

　頰を指で搔かきながら、笑顔のままヒマワリが少しだけうつむく。

「……これはこの人のためじゃなくて、私のためなんです。私がしたいだけなんです」

　アキトはヒマワリを睨にらむ視線をわずかに和らげて、死んだハミュッツの顔を見た。さっきよりも死に顔が穏やかに見えるのは、きっと気のせいだろう。

「……ん？」

　と、その時、森の奥から、人が蠢うごめく影が見えた。アキトは目を凝らして、やってきた人間達が持つ旗の色を見る。青……つまりブランディア王国軍だ。ハミュッツが迎え撃とうとしていた奇襲部隊だろう。

　数は五〇〇人といったところか。帝国の大軍を奇襲するにしてはあまりに少ない。ブランディア王国軍の指揮官はよほどのアホと思われる。皇帝はこれを見越してこの場をハミュッツ一人に任せたのだろう。

「皇帝の護衛が任務のはずの白騎士を自分のそばから離れさせるとか……完全にブランディアが舐なめられている証拠だな」

　ソラが、どうする？　とアキトを見上げる。アキトはソラの頭の上に手を置いた。

「お前の出番だろ。準備はしてあるんだよな？　やっちまえ」

「おーけー」

　敬礼みたいな動作をして、ソラは振り向きざまにビシッとブランディアの奇襲部隊がいる方向を指さした。瞬間、奇襲部隊のいる場所の木々がぐにゃりと歪ゆがんだ。ナノマシンによる分解と再構築だ。兵器作成のための設計図データや複雑な物質のデータを失ったため、ソラにできることは限られているが、単純な物質なら可能だ。

　ソラは奇襲部隊のいる場所の木々を──全すべて硫酸に変換したのである。

　部隊を覆うように枝葉を広げていた木々が硫酸と化し、全て兵士達に降り注ぐ。怖おぞ気けの走るような悲鳴が森の中に木霊こだまする。暗闇で惨状は見えなかったが、さすがのアキトも凄せい絶ぜつな殺し方に顔を顰しかめた。ソラも口を三角形にして顔を青くしている。自分でやっておいてショックを受けるとは、感情豊かなようで何よりである。

「……発案者、アキト……」

「僕のせいかよ。これ、地面を全部硫酸に変換すれば世界滅ぼせるんじゃないか？」

　アキトが聞くと、ソラはふるふると首を振った。

「無理。ナノマシン、一度使うと自壊するようにできてる。増殖量と増殖速度にも制限があるから、一定量以上増やすことできない。一度使い切ると増えるまで時間がかかる。今ので三〇％消費した」

「へぇ、ペナルティがなくても意外と面倒なんだな」

「ソラの制作者がナノマシンでの環境破壊の可能性を考慮した結果」

　相づちを打ちながら、アキトは指笛を鳴らした。遠くから蹄ひづめが地面を打ち付ける音が聞こえてくる。ハミュッツが乗ってきた馬だ。こうしてやればそばに駆けつけてくるということは、ハミュッツの記憶を奪った時点でわかっていた。

　馬に跨またがる。乗馬経験は無かったが、ハミュッツの記憶を参考にすれば造作もない。

「エイリアン、お前は作戦通りに幼女を連れて平原へ。状況を見て、やることが済んだら僕らに追いつけ」

　エイリアンがこくんと頷うなずき、ソラの身体からだを抱きかかえる。

　アキトは硫酸を浴びて苦しんでいる奇襲部隊の方を見てから、ヒマワリを見た。

　ヒマワリは、両手で顔を覆いながら震えていた。ここまで残酷な死を目まの当あたりにしたのは初めてだったのだろう。アキトは舌打ちをして、ヒマワリを睨にらむ。

「──おい！」

　呼びかけると、ヒマワリがびくんと肩を震わせてアキトを見上げた。

　アキトは馬の上から、ヒマワリへ手を差し出す。

「やったのは僕だ。お前じゃない」

「……っ」

「来い。早く。このどうでもいい世界を救うんだろ」

　怯おびえた顔で、ヒマワリはアキトの手を見つめる。

　姿はハミュッツだが、このふてくされたような言動は、確かにアキトで……。

「──は、はい……っ」

　ヒマワリは我に返り、アキトの手を取った。

　ヒマワリを馬に引き上げて、アキトは平原の方を睨んだ。

　剣けん戟げきや雄お叫たけびなどの戦場の喧けん騒そうが聞こえない……嫌に静かだ。今得られる情報が少ない以上は、自分達でこの世界の「滅びの原因」を突き止めなければならない。戦争だけで世界が滅びるとはとても思えないからだ。

（もう戦いは終わっているはずだ。似え非せ勇者はともかくとして問題は眼鏡だな……幼女が到着する前に、皇帝が殺されてないといいけど……今は考えても仕方がない。やることをやるだけだ）

　アキトが目指すはグシャール帝国。急いでグシャールの領土へ入らなければならない。

　アキトは鞭むちを打ち、グシャール帝国へ向けて馬を走らせるのだった。








　　　☆






　アキトがハミュッツ・オベイロンと対たい峙じしていた頃、キリシマもまたブラックハイドランジアで四将の内の二人を踏み潰していた。尖とがったブラックハイドランジアの踵かかとが一人の身体からだを粉砕し、残った一人の真横を千切れ飛んだ上半身がかすめていく。

　槍やりを構えたまま巨人を見上げ、最後の一人は戦意を喪失した。

「……こんなものを相手に……どう戦えというのだ……っ」

　四将の最後の一人が馬に鞭むちを打ち、その場から逃げ出した。

　キリシマは逃げる者を追わない。それがポリシーだからだ。

「四将というワードにロマンを感じざるを得なかったが……拍子抜けもいいところだ」

　まるで相手になっていなかった。一騎当千の武人であろうとも、未来兵器を積んだＩＭイミテーシヨン・マーズを前に太た刀ち打うちなどできるわけがない。そりゃあロボットが中世戦記物っぽい世界にやってきたら、無双どころの話ではなく、これはもうイジメである。

「私の場合、ペナルティは兵器の亜空間転送ができないことだけか。ブラックハイドランジアの扱える武装はレールカノンとマレウスのみ……ふぅむ」

　キリシマはため息を吐ついた。眉を八の字にしながら、胸の前で腕を組む。

「やはり異世界というからには、こういうことが起こりうるのだろうな……正直私も最初はワクワクしていたのだ。異世界にＩＭの素晴らしさを広めることができるのだと期待していたが……文明レベルが違いすぎる」

　独り言をしゃべりながら、うーむと唸うなる。

「勇者君の言う通りかもしれん……パワーバランスは大事だ。人間サイズのパワードスーツとか作っとけばよかったかな……！　こうも大きさに差があると怪獣映画みたいでいかんッ！　怪獣映画が面白いのは人間視点で強大な敵に立ち向かうというロマンがあるからこそであり、怪獣視点だとただのイジメ──」

　独り言がエスカレートし始めた時、接近する生命体をＡＩが感知した。

「ぜぇ……はぁ……ぜぇ……はぁ」

　息を切らして汗をだくだくと流しているイグニートだった。

「いまごろご到着かね。四将の二人は私がもう片づけてしまったよ」

「う……うっせ……なんかすげぇ調子悪いっつーか……スタミナ切れんの早いっつーか」

「あり得ん。君のような馬鹿は風邪を引かないはずだ」

「俺おれもそう思ってたんだけどな……うぃっくし！」

　くしゃみをするイグニートを見て、キリシマは呆あきれたように首を横に振った。

「やれやれ、ラスボス間のパワーバランスも取れていないとは……もう少し自称神の連中も私の強さに合わせた人選、というかボス選を────むん？」

　キリシマがブラックハイドランジアのメインカメラを前に戻した時、後退した敵陣の方から、馬に乗った人間がこちらへやってこようとしているのが見えた。

　逃げ出した四将の一人が、その人物へ近づいていく。

　しかし──その人物は大剣を目にもとまらぬ速さで振り払い、逃げてきた四将最後の一人の身体からだを、馬ごとぶった斬ってしまった。

　キリシマは眼鏡をカチャつかせながら馬に乗った人物を拡大する。金の装飾が施された黒いフルプレートアーマー。他の馬とは明らかに違う、一角の生えた巨大な黒馬。そして醸し出される大物っぽいオーラは……恐らく間違いない、敵の『皇帝』だ。

「ほう──皇帝が自ら最前線に赴くとはッ！」

　ロマンだな！　キリシマはブラックハイドランジアのレールカノンを皇帝へ向けた。皇帝はゆっくりと黒馬を走らせ、二メートル近くはある大剣を片手で横薙なぎに振るい、戦う意志を示しながらブラックハイドランジアへ近づいてくる。

　皇帝が強つわ者ものであることをキリシマは一目で見抜いた。

「ラスボスであるならばパワーバランスは考慮せんぞ。こちらも復活するという目的がある以上──この世界を救わなければならないのでなッ！」

　キリシマは照準を皇帝へ合わせると、レールカノンのトリガーを引き絞った。

「見るがいい……！　戦神の贋がん作さくの力を！」

　──カォン！　落雷を甲高くしたような音が響き、反動でレールカノンの銃身が大きく跳ね上がる。カノンの弾丸は直撃すれば高層ビルですら一撃で破壊できる威力がある。人間など触れただけで木こっ端ぱ微み塵じんになる──はずだった。

　──ギイィィィン……ッ！

　信じられないことに、皇帝はレールカノンの弾丸を大剣で軽く弾はじき返かえしてしまった。

「なんっ──なんだとォ!?」

　キリシマは今目の前で起きたことが信じられず、裏返った声を上げた。弾かれた弾丸は平原を挟む山を直撃し、衝撃で土ど砂しや崩くずれを発生させていた。後方から追いついてきたブランディア王国軍の兵士達も足を止め、その光景におののく。

「よもや……ッ！」

　キリシマが今一度トリガーを引く。二発目、三発目。何度やっても同じだった。皇帝は全すべての弾丸を大剣で弾いてしまった。人間よりも大きいマッハ九で飛ぶ弾丸を全てだ。

「……おい眼鏡、ありゃ本物だぜ。本物のラスボスだ」

　ブラックハイドランジアの横で息を整えていたイグニートは、平然とこちらへ向かってこようとする皇帝に賞賛を込めて口笛を吹いた。

　キリシマが前髪を両手で搔かき上あげる。かっこつけて平静を装っているが、ああも簡単に防がれたことがちょっとショックだったらしく、少し顔が引きつっていた。

「ふふ、ふははは……！　どうやらそのようだ、さすがの私も生身でレールカノンを防いだ人間を見たのは初めてだよ……！　訂正しよう──やるじゃないか異世界ッ！」

　キリシマはレールカノンを投げ捨て、ブラックハイドランジアの肘に装着されているパイルバンカー、マレウスの牙キバに高振動をかけた。

　皇帝へ向かって一直線に駆け出す。皇帝も馬の腹を蹴けり、キリシマに突っ込んでくる。

「見せてもらうぞ異世界の底力……！　このカズヤ・キリシマが全力でお相手しよう！」

　わざわざ外に聞こえるように大音量マイクでそう言って、キリシマはマレウスを構えながら皇帝へ迫る。皇帝は──

「喚わめくな、巨人。貴様が伝説であるというのなら、黙してただ力を示せばよい」

　兜かぶとの切れ込みから赤い瞳ひとみを輝かせ、重く掠かすれた声で静かに言い放ち、剣の刃を傾ける。

「このギャリオンには、伝説の相手など児じ戯ぎに等しいということを教えてやろう……！」

　皇帝が刀身に手を滑らせると、大剣の表面に赤い呪印のようなものが浮かんだ。

「ラスボスとしてのオーラですでに負けてるぞ眼鏡ー！」

「風邪っぴきは黙っていたまえ！」

　律りち儀ぎにＡＩが拾ったイグニートの声に反応しつつも、キリシマは高揚感と共に肘のマレウスを皇帝に射出した。拳こぶしを叩たたきつけるようにしてパイルを射出する。マレウスファングはブラックハイドランジアに唯一搭載された炸さく薬やく兵器、つまりロマン兵器である。

「私のロマン──受け取れええええええええええええッ！」

　皇帝は肩を引き、迫るマレウスの牙へ向けて黒い稲妻を纏まとった大剣から突きを放つ。

「ぬぅぅうん……！」

　──落雷のような轟ごう音おんが平原を走った。巨人と皇帝の一撃は相そう殺さい。衝突の衝撃によりブラックハイドランジアは大きく上体を仰のけ反ぞらせ、皇帝は馬ごと後方へ吹き飛ばされた。

　マレウスファングの威力を相殺させた皇帝に心躍らせるキリシマ。皇帝は吹き飛ばされた後、馬から飛び降りて地面に着地。すぐに地を蹴って仰け反ったブラックハイドランジアへ跳躍からの追撃──コックピットへ向けて突っ込んでくる。

「舐なめるな！」キリシマは操そう縦じゆう桿かんをぐるりと回転させるように動かし、背面のスラスターからジェットを噴き散らす。仰け反った身体からだが前のめりに戻り、そのままの勢いで左腕のマレウスを皇帝へ向けてお見舞いする。

　次の瞬間、皇帝は上から叩きつけるようにマレウスへ剣を振り下ろした。マレウスの軌道が下にずれて、皇帝の真下をすり抜けていく。皇帝はブラックハイドランジアの腕を足場にして再び跳躍し、機体の眼前に躍り出ていた。

　皇帝が両手で握った大剣を、空中で大きく後方へ振りかぶる。

　キリシマは両の操縦桿を一気に後ろへ引いた。前面のバーニアが噴射。一瞬にしてブラックハイドランジアが後方へスライドするように下がり、間髪入れずに操縦桿を前へ倒すと、今度は背面のスラスターが再点火し、皇帝の身体からだをヘッドバットで吹き飛ばした。

　キリシマは吹き飛ばされた皇帝にブラックハイドランジアの手を伸ばし、皇帝の身体を摑つかんだ。その拍子に皇帝の手から大剣が落ちる。

「賞賛と驚嘆に値する強さだが、所詮は人。我が愛機とは大きさが違うのだよ」

　皇帝を握り潰さんと、ブラックハイドランジアが手に力を込める。

「驕おごるな巨人。これで余を捕らえたつもりか。潰せるものなら潰してみるがいい」

「潰す？　その程度で終わらせるものか」

　ブラックハイドランジアの胸部装甲が開き、中から動力源である赤い球体が出現する。皇帝もその球体が異質なものであることを察して低く唸うなった。

「このまま破壊の海に飲み込まれるがいい……！」

　赤い球体が闇を放ち、空気が悲鳴を上げる。黒く染まっていく空間の中で、皇帝は全すべての力を脱出に傾けたが、あまりにも遅すぎた。キリシマが神をも殺すと自称する力の前には、いかに強きよう靭じんであろうと生きていくことはできない。

「フハハハハハハハハハハハハハハ！　チェックメイトだ、皇帝よォ！」

　髪を搔かき上あげ、高笑いをするキリシマ。グシャール帝国軍がブラックハイドランジアへ向けて投石を開始し、兵士達が皇帝を助けようとこちらへ向かってくる。

　無駄だ。もはや黒き巨人の心臓は解き放たれている。コアの輝きが頂点に達し、今、ブラックハイドランジアの最終兵器、コアデストラクションが──

　──────フッ……。

　それはあまりにも虚むなしい、消失の音だった。コアの輝きが消えた音ではない。

　ブラックハイドランジアそのものが消えた音だった。

　機体が消失したキリシマは、コックピットに座った姿勢のまま空中に投げ出されていた。

「んぇ？」

　マヌケな声と共に拘束を解かれた皇帝を見て、そして、自分の状態を確認する。

　自分が空中に投げ出されていることを知り、キリシマは絶句した。

「バッ──バカぬぁああああああああああああああああああああああああ～！」

　顔を上げた瞬間、キリシマと皇帝の身体が重力に従って勢いよく落下する。

　ズンッ！　皇帝がぬかるんだ湿地に見事に着地。続いて、キリシマがビターンと大の字で湿地に叩たたきつけられた。皇帝がキリシマの方を見ると、そこには大の字の人間を象かたどったような穴が空いており、中にキリシマがめり込んでいる。

「…………」

　皇帝は穴をじっと見つめたまま、地面に突き刺さっていた剣を引き抜き、ゆっくりと上へ掲げた。後方から押し寄せてきたグシャール軍兵士達が、ワーッと歓声を上げる。

「き、巨人がやられた！」「あの悪虐皇帝は、伝説までもひれ伏させたというのか！」

　ブランディアの兵士達が皇帝の強さに恐れおののく。

　だが、その時──

「余裕ぶっこいてんじゃねぇぞゴラァ────ッ！」

　皇帝に向かって、一人の男が大剣を振り上げながら空から降ってきた。

　皇帝が空からの奇襲を剣で防ぐ。二つの剣が衝突し、衝撃波が平原の草木をなぎ倒した。

「巨人の次は英雄か……どうやらブランディアの神々は相当に過保護なようだ」

　皇帝はイグニートの一撃を片手で防ぎながら、抑揚のない声でそう言った。

　兜かぶとに覆われて顔は見えないが、さぞや涼しい顔をしているに違いない。

　皇帝は剣を振り払い、イグニートを吹き飛ばす。吹き飛ばされたイグニートは地面に着地すると、すかさず皇帝へ襲いかかり、激しくも重い剣けん戟げきが交わされる。投石が二人の近くに流星のごとく落下し、矢の雨が再び戦場に降り注いだ。

　剣がカチ合う度にイグニートの炎と皇帝の稲妻が交わり、竜巻のように渦を巻く。

「太陽神の加護を受けた伝説の英雄とやらの力も、この程度か！」

「ヘッ！　さすがラスボスってだけあるじゃねぇか！　こうでなくっちゃ面白くねぇ！」

　イグニートは剣戟を交わしつつ左手に黄色い稲妻を纏まとわせ、皇帝の懐へ放つ。

「稲妻で余に刃向かうとは、笑止」

　皇帝はイグニートの稲妻をものともせず、逆に黒い稲妻を発生させて打ち消してしまう。

「あんたも雷属性かよ──ガハッ！」

　逆にイグニートの方が稲妻の余波をもらい、全身が痺しびれた。身体からだから煙が上がり、イグニートが白目を剝むいてよろめいたところへ、皇帝が頭を摑つかもうと手を伸ばす。

　だが、手が届こうとした瞬間にイグニートは目を覚まし、

「──ぬぇぁらあッ！」

　再び剣を振るい、狂犬のように涎よだれを垂らしながら、嬉うれしそうに立ち向かう。

「るぅうひ……うっへ……！」

　剣戟が再開する。イグニートは追い込まれつつも、込み上げる歓喜に顔を歪ゆがめた。

　何度も攻撃が防がれ、稲妻が身体の自由を奪う。体調不良も相まって思うように力が入らない。万全の状態に比べたら、イグニートは一〇分の一程度しか力が出せていなかった。

　それでもイグニートは笑う。それ故に笑う。皇帝は薄気味の悪さを感じつつも、イグニートの攻撃速度と威力が上がっていることに気づいているようだった。

「……狂犬め……。貴様、常軌を逸しているな？」

「なにがぁ!?　今いい気分なんだよ！　話しかけてくれんな……！　たまんねぇなおい……！　うひっ……こういうのだよ……いひひ俺おれはこういうのでいいんだ……！　またコレが味わえるなんて異世界最高じゃねぇかぁ……っ！」

「………………」

「逆転するといつもそこで飽きちまう！　だから俺おれは弱き者達の味方なんだ、そうすりゃずっとコレが味わえるから……！　頼むからずっと優勢でいてくれ、皇帝さんよォ！」

　ぜぇぜぇと息を吐きながら、イグニートは譫言うわごとを呟つぶやいていた。その姿を見て、皇帝は兜かぶとの中で目を細めた。イグニートの異常性と危険性を見抜いたのだ。

「貴様のような男は初めてだ。巨人よりも我が帝国の脅威たり得るやもしれぬ」

「お褒めにあずかり光栄でぇぇぇっす！　集中しろゴラァ！」

「よかろう──貴様の狂気はここで絶つッ！」

　皇帝がイグニートの剣を弾はじき、極限まで稲光を剣に纏まとわせる。黒い輝きを帯びた剣を、皇帝は下段から一気に振り上げた。イグニートも負けじと弾かれた剣を押し戻し、炎と黄色い稲妻を纏わせて叩たたきつける。

　──ドゴン……ッ！　かつてない衝撃波が戦場を駆け抜け、ブランディア軍の兵士も、グシャール軍の兵士も強風に煽あおられたかのように倒れていく。

　威力は圧倒的に皇帝が上だった。イグニートの身体からだが砲弾のように空へと高く舞い上がり、遠くのブランディア軍兵士達の上に落下した。

「──ッ、あの男……防ぎおったわ……！」

　最高の一撃だったのか、それを防がれたことに皇帝が驚きよう愕がくする。

　後ろから愛馬が駆け寄ってくる音がして、皇帝は駆け抜けてきた愛馬に流れるような動きで跨またがり、吹き飛ばしたイグニートの落下点へ向かおうとした。

　──その時、突然進行方向の地面が蠢いた。

「ぬ……!?」

　愛馬の手綱を引き、慌てて止める。

　蠢うごめくというより、地面が波打っている。丁度両軍陣営の中間でそれは起こった。

　波打つ地面が──そのまま消きえ失うせたのだ。あるはずの地面が消えた場所には、崖ができている。平原のど真ん中に、突如として深さ五〇メートルの深い谷が出来上がっていた。

「これは……奴やつの魔法か……？」

　行く手を阻はばまれた皇帝は谷を見下ろす。谷の底には水がたまっている。まるで地面が一瞬にして液体と化してしまったかのようだ。

「──陛下！　ご無事ですか！」

　グシャール軍の近衛このえ隊がやってきて、皇帝のそばに馬を寄せる。

　皇帝はしばし谷を見下ろしながら考え、愛馬の手綱を握った。

「…………撤退だ。全軍退ひけ」

　皇帝はそう言って、馬を逆方向へ走らせた。近衛部隊の兵士は戸惑いつつも法ほ螺ら笛を鳴らし、撤退を仲間達に知らせる。飛んできたイグニートを起こしていたブランディアの兵士達はグシャール軍が撤退していくのを見て啞あ然ぜんとしていた。

「退ひいていく……あの皇帝が……」「もしかして我々は勝ったのか……？」「勝った……勝ったんだ！　勝ったぞー！」「英雄殿が敵軍を追い払った！　あの皇帝を退しりぞけたぞー！」

　兵士達が大歓声を上げる中、イグニートだけはまだ終わったなどと思っていなかった。

「っ、逃げてんじゃ──ねええええええええええええええええええええええええ！」

　痛む身体からだに鞭むちを打ち、イグニートがドバンと地面を蹴けった。その跳躍力は谷を飛び越え、馬を走らせる皇帝の背後へ一気に迫り、剣を振り上げて襲いかかる。

　皇帝は馬を走らせつつ、遠方より飛びかかってくるイグニートを肩越しに睨にらみつけた。

「──結界、発動」

　刃が届く前に、皇帝が右腕に装着された腕輪のようなものを空へ掲げた。

　すると突然、見えない壁がイグニートの行く手を阻はばんだ。

「ぶぎゃぁ！」

　顔面から壁に突っ込んだイグニートが、そのままずるずると地面に落ちる。キリシマがめり込んだ穴の真横に仰あお向むけに落ちたイグニートは、やはり同じように大の字の穴を形成しぬかるみにめり込んだ。すぐに起き上がろうとするが、さすがのイグニートもダメージによって身体が動かない。諦めて大の字になりながら、空を見上げる。

「んだよこの壁……いいとこだったのによぉ……」

　意識が薄れる中で悪態を吐つく。彼が最後に見たのは、空高くどこまでも伸びていく、紋様が浮かぶ青白い半透明な壁……『結界』だった。

「そういや結界がどうとか……ヒマワリちゃん……言ってたっけ……」

　そんなことを思い出しながら、イグニートは静かに眠りに落ちていった。





　　　☆






「──任務、完……了」

　森と平原の境界線で、ソラはホログラムウィンドウを消失させると、静かに呟つぶやいた。グシャールの侵攻を阻み、戦闘を中断させろというのがアキトから受けた命令だった。

　ソラが平原の地面を一瞬にして液体化させたことで、作戦は成功した。

　しかしソラは頭から煙を立ち昇らせて、そのまま仰向けにぶっ倒れてしまう。エイリアンが慌ててソラを抱き起こすと、ソラは完全に目を回して宙を見つめていた。

「ナノマシン……使用率……一〇〇％……再増殖、完了までの、所要時間……不明……処理能力、限界突破……今のソラには……これ、が……限……界」

　ぷすーんという音を立ててソラがシャットダウンする。エイリアンはソラの頰をペチペチと叩たたいたが、ソラは完全に機能停止していた。

　エイリアンはワタワタしながらソラを抱きかかえて、アキトが向かったグシャール帝国へと走り出すのだった。






第三面　ラスボスの世界の救い方









　森を離れ、山を二つと湿地帯を越えた先に、その国はある。

　国の名はグシャール帝国。最近まで辺境の国に過ぎなかったが、大国の片へん鱗りんを見せ始めたのは、ギャリオン三世が王位についてからだ。最初の頃は大変善良な王だったという。

　彼がいわゆる覇王となってしまった原因はよくわかっていないが、豹ひよう変へんしたのは今から五年前のことだった。兵を率いて近隣の国々への侵略を開始し、果ては『結界大国』の名を持つブランディア王国に匹敵するほどの大きさとなった。

『結界の巫み女こ』を利用し、強制的な不可侵によって大陸の主導権を握っていたブランディア王国は、目に余るグシャール帝国の躍進を止めようと話し合いの場を設けるも、ギャリオン三世は特使を惨殺し、ブランディアへ宣戦布告を行った。

「……というのが、結界戦争の始まりだと言われています」

　ヒマワリは巻物のようなものを広げてこの世界の簡単な歴史を説明していた。

　アキトは現在、グシャール帝国の城下へとやってきていた。

　大通りで馬を歩かせながら、街に目を配る。

　帝国というものだから、もっと厳いかめしいものを想像していたが、大きいながらもどこか情緒のある国だとアキトは思った。ハミュッツの記憶を引き継いでいるため、国の状況は知っていたが実際に見るのとでは話が違う。

　街には冷たい感じもなく、帝国の民は明るい顔をしていた。露店の店主が景気のいい声で客の気を引き、広場では民族音楽と共に踊り子が舞い、客が拍手を送っている。貧富の差はあるようだが貧しい者も皆明るく、飢えた者は見当たらなかった。

　まともな統治が行われているとしか思えない。皇帝は覇王であり他国を恐怖に陥おとしいれているが、自国の民からの信頼は厚い。侵略と防衛は皇帝が自ら指揮を執り、国政は副帝である弟に任されているらしく、バランスが取れていた。

　覇王ではあるが暴君ではない。それがギャリオン三世だ。

　大通りは城へ向かうための道となっており、緩やかな坂道だった。馬の蹄ひづめが石いし畳だたみを打ち鳴らす音と、大道芸の楽団が演奏する曲を聴きながら、坂道を上って行く。

　すると、突然周りから黄色い声がわき起こった。

「キャー！　ハミュッツ様よ！」「よくご無事で、私の愛いとしのハミュッツ様～！」「行方知れずになっていたとお聞きして心配しておりましたの～！」

　街の女達が馬のそばまで駆け寄ってくる。ハミュッツが凱がい旋せんする時に必ずやってくる女共だ。彼はその美貌と強さのおかげで国の女達に大変な人気があるのだ。

　アキトは取り繕うように笑みを浮かべながら、爽やか（なつもりで）に片手を上げた。

「や……やあ乙女達……き、今日も皆さんお美しいデスネ」

「──ぶっふぉ！」

　後ろでヒマワリが吹き出す声が聞こえて、アキトは目元を痙けい攣れんさせた。

　アキトがハミュッツのように振る舞うと、女達が「えー」と不満の声を上げる。

「いつものようにわたくしのことをお花にたとえてくださらないのぉ？」「いつもだったら私の前で花びらを舞わせてくださいますのにぃ」「ねぇねぇハミュッツ様～耳元でいつものように囁ささやいてくださいましな～」

（──う、うぜぇ！　想像以上にうぜぇ！）

「「「「「「ハミュッツさまぁ～ん」」」」」」

　アキトは嬌きよう声せいを上げる乙女達を前に、馬の足を止めることなくゴホンと咳せき払ばらいをした。

「し、城へ急いでいるので、今日はこれで失礼しますよ。陛下に無事を報告しなければ」

「「「「「「えー」」」」」」

「後で伺いますから、首を長くして待っていてください。土産話もたくさんありますよ」

　果たすつもりのない約束を口にすると、女達がキャーと叫ぶ。アキトは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で先を急いだ。ヒマワリが、口元を手で押さえながら後ろで笑っていた。

「ア、アキトさんっ、モテモテですねっ」

「……お前さっき笑ったろ。馬から下りたら覚悟しとけ、鼻と耳に唐辛子を塗り込んでささくれ立った木の棒を突っ込んでヒィヒィ言わせてやる」

「──ごめんなさい反省してますもう二度と笑いません！」

　ヒマワリが謝りながら頭を下げてきたが、勢い余ってアキトの背中にヘッドバットをお見舞いする形になったので、逆に苛いら立だちが募った。

　痛いですぅ、と涙目になるヒマワリに舌打ちをするアキト。

「ったく。しかしあの女共、後ろに別の女を乗せてんのに何も思わないのか」

「あ！　言い忘れてました！　私の姿、この世界の人達には見えないんですよ」

「…………」

「何も言ってこなかったのは、そもそも見えてないからだと思いま──」

「フンッ！」

「──あひぃ！」

　後頭部をヒマワリの額に打ちつけてやると、ヒマワリが変な悲鳴を上げた。

「先に言えこのアンポンタン！　お前あの戦場で他の兵士から見えてなかったのかよ！」

「えぅ……で、でも、あの時助けてもらわなかったら、どっちにしろ私、馬に蹴けられてましたしぃ……確かに私は死にませんが、きっと痛かったとおもうしぃ……助けてくれたこと、無駄だなんて思わないでほし──」

「そういう問題じゃない！　見えないならもっと効率よく情報収集できただろうが！」

「あ、いけませんよっ、私は必要最低限の情報提供しか許されていませんので、諜ちよう報ほう活動なんかをすることはＮＧなのです！」

「なのですじゃない！　もうお前の存在意義がわからねぇよ、僕は……」

「う～、だからせめて説明をちゃんとしなければと思って……この国や街についてを、教えられる範囲内で……」

「四将ハミユツツの記憶で知ってるから説明はいい。僕はもうたぶんお前より詳しいぞ……」

「あ、あぅ、それもそうですね……ごめんなさい」

　しゅんとしてしまったヒマワリに、アキトはため息を吐つく。

「お前、その性格でよくラスボス更生担当官になんか抜ばつ擢てきされたな……」

「うぅ、ごめんなさい……」

「謝れとは言ってねーけど……お前がしっかりしてればもっと早く帝国に着いたんだぞ」

　馬を走らせて帝国を目指したはいいが、結局丸一日以上も費やしてしまった。残り五日でこの世界を救わなければならない。というかそもそも何をすれば救えるのか、どうしてこの世界が滅びかけているのかいまいちわかっていない。前途多難だった。

「と、ところでアキトさん、どうしてグシャール帝国に？」

「……いまさらそれ聞くのかよ……」

「だってアキトさん……私に怒ってるっぽかったので……なかなか話しかけられなくて」

　泣きそうな声でヒマワリは言った。アキトはぶすっとしながらも答える。

「別に怒ってない」

「ほ、本当ですか!?」

「いや怒ってるわ。怒ってないわけなかったわ。いろいろスムーズに運ばなかったの、三割ぐらいお前のせいだったわ」

「えうぅぅぅ……」

　涙目……というか漫画みたいに大粒の涙をポロポロと流すヒマワリ。

　うぉぉやりづれぇぇ……この泣き虫毛虫おっぱいオバケがぁぁ……。

「……で、グシャールにきた理由だけど……」

「えぅ……はい」

「『結界の巫み女こ』を攫さらいにきたんだよ」

　アキトが言うと、ヒマワリは少なからず驚いたようで、「えっ」と声を上げた。

「皇帝さんを暗殺しようと思ってたんじゃなかったんですね……！」

「いや？　必要によっては暗殺するつもりだった。まあ、今の僕に出来ればだけどな」

　ヴェンデッタから平原の戦闘についての詳細を聞かされたところ、想定通りに事が運んでいるとは言いがたかった。想定外──思っていたよりも皇帝が超強い。戦闘向けの異能がまともに使えない以上、アキトが皇帝を殺すのは極めて困難だ。

「アキトさんは、どうして巫み女こさんを攫さらおうと？」

「普通に考えて、この戦争が悪化している原因は『結界の巫女』にあるだろ。あの結界があれば、相手の侵攻を完全にシャットアウトして、グシャールは好きな時に他国を侵略できるんだ。最初にお前が言ってたことだぞ」

「そ、そうですけど、戦争を終わらせるなら、イグニートさんみたいにどちらかの陣営につくものだとばかり思っていましたから……」

「戦争を終わらせることがイコール世界を救うことになるとは思ってない。確かに戦争で人は死ぬけど、戦争で世界が滅びるなんてことはほぼあり得ないんだよ」

「そ、そうでしょうか？」

「核兵器級の何かがあれば話は変わってくるけど、この世界の人間がどれだけ殺し合おうが、人類も世界も滅びやしない。もちろん世界の定義にもよるけどな」

　世界の定義という言葉に、ヒマワリが少し首を傾かしげる。

「お前は世界を救う救うと言ってるけど、意味が広すぎるんだよ。人類を滅びから救うことが世界を救うことなのか、戦争を止めて国を救うことが世界を救うことなのか、はたまた星か、はたまた銀河か宇宙か……どこからどこまで救えばいい？」

「あぅ。実は私も上の人から教えてもらってなくて……ただ『世界を救え』としか」

　だろうなと、アキトは思った。ヒマワリが情報源として使えないことはわかっていたことだ。うっかり口を滑らせそうな彼女に神がまともな情報を与えるとは思えなかった。

「戦争そのものが世界の滅びに繫つながることはないが、個人が世界の滅びや救いに繫がることがある。最初に行ったチュートリアルの世界がいい例だ。神しん龍りゆうが死ねば世界が滅びる……お前の上司があのチュートリアルを僕らにやらせたのには意味があると思った。僕はこの世界も、同じ類たぐいの世界なんだろうと思っている」

　アキトは目を細めた。頭に、自分の世界で起きた出来事が過よぎったのだ。

　個人が世界の命運を背負ってしまう世界……アキトの世界もソレだった。

（……胸くそが悪くなる）

　そんな世界はいっそ滅んでしまえばいいとすらアキトは思っていた。世界の命運なんてものは、個人が背負っていいものではない。背負えるものではないのだ。

「じゃあ、アキトさんは結界の巫女さんの存在が、世界の救済に繫がっていると？」

「巫女が悪人で結界の力を利用して国を争わせているパターンもあるだろうし……神龍の時と同じように、巫女の命と世界の命が連動していて、今まさに巫女の命が尽きようとしている可能性もある。もしくは……」

　頭に浮かんだもう一つの可能性に、アキトは舌打ちをした。

　それはアキトにとって、最悪の可能性だった。

　自分の世界がそのパターンだったからだ。

「……アキトさん？」

「とにかく、皇帝に会って話を聞いてみないことにはどうにもならない。四将から引き継いだ記憶から巫み女こについてわかっていることは、皇帝がどこかに隠しているということと、この世界の人間から魔女と呼ばれて恐れられているということだけだ」

「四将……ハミュッツさんも、巫女さんに直接お会いしたことが無かったんですね」

「皇帝しか会うことを許されていないらしい」

　アキトが言うと、ヒマワリは感心しているようだった。

「異能ってすごいんですね。なんでもわかっちゃうんだ」

「いや、記憶を引き継いだところでその人物を完かん璧ぺきに演じられるなんてことはない。この異能の欠点は、記憶は引き継げるけど、その時そいつが何を思い、何を考えたかまではわからないんだ」

「……えっと、つまり？」

「たとえば、ハミュッツが両親を殺された時の記憶はあっても、殺された時にハミュッツ自身が何を感じたかはわからない。感情や思考は記憶として残ってないんだ。ビデオの記録映像みたいなものなんだよ」

「じゃあ、演じるのはかなり難しいんじゃ……」

「言葉や行動から、どういう奴やつだったか推察くらいはできるけどな」

　記憶があろうが、他人を演じるということは難しい。演じ方はわかっても、無意識下の癖のようなものは再現できないし、ディテールは異能を扱う者次第だ。

「皇帝さんとの謁えつ見けん、上う手まくいくといいですね」

「近しい人間だし、手土産も用意した。謁見はできるとは思うけど、問題はその先だな」

　バレずに話し合いに持ち込めるか……そして皇帝から巫女との面会を許されるかだ。

　攫さらえるかどうかも大いに問題だ。全すべては残り一つの異能にかかっている。

　№７２３《ジャンプシェア》。直接肌に触れた対象を別の場所へ瞬時に転送する能力。この異能は使い勝手がよかったため、まだ仲間と呼べる者がいた頃はよく使っていたが、一番ネックになっているのは自分を転送できないことだ。仮に巫女を転送して別の場所に移動できたとして、その後は臨機応変で対処するしかない。

（まあ、なるようになれってやつだ）

　アキトが肩を竦すくめていると、腰に回されていたヒマワリの手に少し力がこもった。

　肩越しに彼女を見ると、少しだけ微笑ほほえんでいるように見えた。

「何だよ」

「いえ。やっぱり、アキトさんがリーダーをやってくれてよかったなと思いまして」

　鼻を指で擦こすりながら、ヒマワリが恥ずかしそうにうつむく。アキトは黙って前を向いた。

「私にはこんな風にいろいろ先のことまで考えられませんし……アキトさんが世界を救おうとしてくれていることが、純粋に嬉うれしくて」

　ヒマワリの言葉に、アキトは心の熱が冷めていくのを感じていた。

「僕はこんなことを強要されているんだ。解放されるためだったら何でもする。巫み女こが破滅的な人物であれば殺すし、皇帝が巫女と会わせようとしなくても殺す。《ドッペルゲンガー》なら記憶も引き継げるから場所もわかって一石二鳥だ」

「え、でも皇帝さんを殺しちゃったら話し合いが……」

「何を勘違いしてるのか知らないけど、僕が皇帝と謁えつ見けんしようとしているのは巫女の居場所を知るためだけだ。それ以上の理由は無い。和平を結ばせようなんて思ってないぞ」

「だけどアキトさんは、戦争を止めるために……」

「僕は一言もそんなこと言ってない。世界を救うというノルマさえ達成できれば戦争なんてどうでもいいし、この世界がどうなろうと知ったこっちゃないよ」

「で、でも！　結界の巫女さんがいなくなったら……戦争はどうなるんです……？」

「結界の力を失えば、ブランディアを早々に潰す必要性が出て、グシャールは一気に攻め込む。戦争は早期終結するだろうけど、その分激化するだろうな。兵士だけでなく、めったやたらに人が死ぬだろう」

「…………」

「でも、だから何だっていうんだ。世界を滅びから救えば、それでいいんだろ」

　アキトはヒマワリに一いち瞥べつもくれずにそう言って黙り込んだ。

　城の門が見えてきた。街の喧けん騒そうが遠くなり、馬の蹄ひづめの音だけが響いている。

「……実は、ペナルティを解除する条件があるらしいんです」

　まるで独り言のように、ヒマワリが呟つぶやいた。

「あったところで、教えられないなら意味がない」

「私も教えられていないので、推測することしかできないんですけれど……やっぱり救おうとする気持ちが、その条件なんじゃないかって、私は思うんです」

　またそれか……幻想染みたことを口にするヒマワリを、鼻で笑う。

「ラスボスには難しい条件だな。世界を救おうと心から思ったことなんか、生まれてこのかた一度もないから」

「そんなことないと思います……アキトさんは救おうとする気持ちを知ってるはずです。たとえそれが、世界でなかったとしても……」

「…………」

　ヒマワリはアキトの過去を知っていた。彼女は、アキトがかつて何のために戦い、何のために命をかけ、何のために世界を破滅に追い込もうとしたのかを知っている。アキトもそれをわかっていたが、彼は自分自身のことを他人に語られることが大嫌いだった。

　お前に何がわかる。アキトはそう言おうとした。

「私はその気持ちを尊いと思いました」

「…………」

「本当はアキトさん……世界を滅ぼしてしまったこと、後悔してると思うんです」

「…………」

「……アキトさんのことを、優しい人だと思ったから、私はあなたを選んだんです」

　ヒマワリはアキトの腰に手を回したまま、抱きしめるように背中に頰を当てた。

　鎧よろい越しでも、微かすかな温かさを感じる。前にも一度、こんな風に坂道を歩きながら、同じ温ぬくもりを背中に感じたことがあった。

　身も凍るような寒さの中で、アキトにとってその温かさだけが救いであり、光だった。

　たった一つの守りたいものだった。

『……アキトは……優しいね……』

　そう言ってくれた人は、もうどこにもいない。

「…………」

　たった一人の守りたかった人は、もうどこにもいないのだ。

　アキトは歯を食いしばりながら、胸の奥から言葉を吐く。

「お前に……何がわかる……」

　城につくまでの間、それ以上アキトがヒマワリと言葉を交わすことはなかった。





　　　☆






「伝説に！」

「「「「「「「「「「──伝説に！」」」」」」」」」」

　ブランディア国王の乾杯の合図と共に、兵士達がジョッキを振り上げて沸き立つ。遅れて横に座っていたイグニートが立ち上がり、ダーッとジョッキを掲げた。

「俺おれ様に！」

「「「「「「「「「──英雄殿に！」」」」」」」」」

　兵士達がイグニートに向けて再びジョッキを振り上げる。

　歓声。祝勝会に軽快な音楽が流れ、晩ばん餐さんは大いに盛り上がっていた。祝勝会に参加している者達は、この三日間イグニート達と共にグシャール帝国と戦った兵士達だ。広間の長テーブルには豪華な料理がずらりと並び、蛇口のついた樽たるワインがドカンと置いてある。

「ほっほっほ、今日は遠慮無く飲んで食べて騒いでくだされ、英雄殿～」

　後ろの王座に座りながら、侍従に鳥の羽根でできた団扇うちわで扇あおがせているブランディア王は、英雄……イグニートとヴェンデッタに愛想を振りまいた。丸々太ったブランディア王にヴェンデッタも愛想笑いを返し、前に向き直るとため息を吐ついた。

「わっはっはっは！　ノリいいなぁ～こいつら！　俺おれ、ブランディア王国大好きだ！」

「…………はぁ」

「ヴェンぼっちさんも飲もうぜ！　せっかく用意してくれたんだしさ～！」

　ビールみたいにワインを呷あおるイグニートを、ヴェンデッタはジト目で睨にらんだ。

「ヴェンデッタです。誰が神の血ワインなど飲みますか……あなたはもう少し威厳のある振る舞いをしてください。仮にもこの国の英雄なのですよ……本当に仮ですが」

「かたいことゆーなよ～」

「……偽者だとバレたらどうするんですか……鎧よろい黒いし」

　周りに聞こえないように耳打ちをすると、イグニートはニカッと笑った。

「鎧は太陽神の近くにいすぎて焦げて黒くなったって設定にしといたから、大丈夫」

「なんですかその無む理り矢や理りな設定……」

「気が利く俺は、あんたの黒い翼も焦げたってことにしといたぜ？」

「焦げてませんッ、余計な設定つけないでください……！」

「連中が納得してるんだからそれでいいじゃんか。アキトが何企たくらんでるのか知らねーし興味もねーけど、作戦台無しにするつもりはねぇから、心配すんなって」

「っ……あなたが作戦の趣旨を理解しているとは思えませんが」

　イグニートは骨つき肉にかぶりつきつつ、人差し指を立てた。

「俺達の役目は伝説になりきって敗戦ムードのこの国を盛り上げることだろ。俺は太陽神の加護を受けた超人英雄『バスタリオン』、あんたは太陽の女神『イシュトラン』、そんでもって眼鏡は神の落とし子、巨人『ヘカトンケイン』！」

　王国の神話に登場する伝説の名前を口にされて、ヴェンデッタはげんなりした。

　この世界へやってきて三日が経たったが、アキトに言われた通りにヴェンデッタ達はブランディア王国の伝説になりきり、反攻作戦に加わった。

　三人のペナルティは以下の通りだ。ヴェンデッタは魔法の使用がＭＰ制になる（時間と共に自動回復）。イグニートはものすごい体調不良で能力が全すべて十分の一以下。キリシマはブラックハイドランジアの出現時間が一日一〇分まで。

　ペナルティを受けた状態であろうとも、三人で力を合わせればこの世界では十二分に脅威だった。彼らはほとんど犠牲を出さずにわずか三日でグシャール帝国に奪われていたいくつもの砦とりでを陥落し、奪還したのである。帝国の国土へは結界があるため攻め込めなかったが、それでも砦の奪還はブランディアにとってかなりの戦果だ。

　イグニートが暴れ、ヴェンデッタが兵士達を守りつつ癒いやし、キリシマがブラックハイドランジアを一瞬だけ出現させ、レールカノンで大打撃を与える。このローテーションを守りさえすれば、人間如ごときでは太た刀ち打うちできない。イグニートは単純な戦力として十分だし、三日という短い期間でいくつもの砦を落とせたのは、行軍の際に兵士や馬の脚力をヴェンデッタが魔法で強化させてやることで、スムーズに行えたからだ。ブラックハイドランジアはたとえ一〇分間しか出現できずとも戦況をひっくり返すには十分だし、姿を現すだけで敵にとてつもない恐怖を植え付けられる。

　容易たやすかったといえる。一応全すべてヴェンデッタの作戦だった。

　しかしヴェンデッタにとっては苦痛だった。曲がりなりにも堕天使である自分が、天使を演じなければならないことに耐えられそうもない。

「まあまあ、そんなに嫌そうな顔すんなよ。俺おれはたとえ偽者だとしても、気分いいぜ。あんたも元天使だったんだし、割り切っちゃえよ」

「元天使だから耐えられないのです……これにどんな意味があるのかまだわかりません」

「アキトはなんて？」

「続けろとしか……彼はすでにグシャール帝国城内へ侵入したそうですが、何をしようとしているのか教えてくれません」

　イグニートは肉を食べ終えて骨を口にくわえながら、ふーんと返す。

「和平交渉でもしようとしているのでしょうか……」

「ん？　なんでそうなんの？」

「戦争を終わらせるために和平を結ぶ場合、基本的には両軍の戦力がある程度拮きつ抗こうしていなければ成り立ちません。わたくし達が加勢する直前まで、ブランディア王国は死に体でした。グシャール帝国が和平を結ぶメリットが無かったのです」

「あー、なるほど。俺達をブランディアに加勢させて脅威っぷりを示してやれば、俺達を恐れた皇帝が和平に頷うなずくかもしれねぇと、そーゆーわけか」

「白髪の少年は四将の一人に化けているらしいですし、皇帝を説得できる立場にいます」

「──いや、でもそれはねぇと思うよ」

　突然イグニートが真面目まじめな声で言った。

　イグニートは骨を口にくわえて、椅い子すに背を預けながら頭の後ろで手を組む。

「結界があろうが無かろうが、あの皇帝がそんな説得に応じるとは思えねぇし、何よりアキトは和平なんてまどろっこしいことしねぇで、一番早い方法をとるんじゃねぇかな」

「……一番早い方法？」

「まあ、戦争を終わらせるって発想そのものを、切り捨てて考えてそうだがな」

　ヴェンデッタが首を傾かしげる。

　イグニートは椅子をぐらつかせながら、目を細めて微かすかに笑みを浮かべていた。

「もしあいつがそういう考えだったら……きっと楽しいことになるだろうぜ」

　イグニートの笑みに、ヴェンデッタは邪悪なものを感じた。

　どういう意味です？　そう言おうとした時、

「女神殿、よろしいですかな？」

　王が突然ヴェンデッタに声をかけてきた。ビクンと肩が震える。話を聞かれたのかと思い、ヴェンデッタは急いで笑顔を作りながら振り返った。

「よろしければ、兵に女神殿の言葉を聞かせてやりたいのだが」

「ふぇ？」

「士気が上がります故。何か一言、お願いしたいのですじゃ」

　小さな王冠に比べてやたらとデカくて太ましい顔に、にんまりと笑みを浮かべるブランディア王。ヴェンデッタの顔色が一気に蒼そう白はくとなる。ヴェンデッタが拒否しようとする前にブランディア王が立ち上がり、ワインの入った金の杯さかずきを掲げた。

「皆の者！　女神殿から皆へ言いたいことがあるそうじゃ！　静まれぃ！」

　王の言葉により、場がしんと静まりかえる。

　王が弾んだ鞠まりのようにぽよんという音を立てて王座に腰を下ろす。

「ささ、女神殿、よろしく頼みますぞ」

　王に促されて、ヴェンデッタはキョロキョロと周りを見回した。大広間にいる全すべての人間の視線が彼女に集まっていた。威圧感を感じて、ごくりと喉のどが鳴る。

「威厳、いげ～ん」

　イグニートが意地の悪い笑みを浮かべて背中を叩たたくと、驚いてヴェンデッタは立ち上がった。勢い余って、ガタンと椅い子すが倒れてしまう。












「あっ……ぅ……」

　たったそれだけで、ヴェンデッタはさらに萎い縮しゆくしてしまった。

　彼女には人徳が無かったこと以外にも、もう一つ欠点があった。それは大勢から見られるという行為が非常に苦手なこと……つまり人前が苦手なのだ。

　堕天使長だった頃も、悪魔を指揮して天界へ攻め込む作戦自体は悪くなかったのだが、先陣を切って手下を率いる才能が無かった。まとめ役だった彼女は悪魔達の士気を高めることもまとめることもできず、率いていた地獄の軍団は内部から崩壊していったのである。

　力もある。言葉もある。でもちゃんと伝えられない。それがヴェンデッタの欠点だ。堕天する前の、人を救おうとしていた頃の出来事のせいでこうなってしまったのだ。

　この三日間、士気を高め、兵を率いる役目は全すべてイグニートにやらせていた。

「そ、の…………ぁ………」

　言葉に詰まり、声が出ない。拳こぶしを握って自分を奮い立たせようとしても、身体からだの震えが止まらない。汗が噴き出る。汗のせいでこちらが焦っていることを皆が気づくかもしれない。見られている。震えのせいで床が軋きしむ。聞かれたかもしれない。見られている。やめろ。私を見るな。そんな目で見るな。私は何も悪くない。私のせいじゃない。

　やめて、私はただ──

「──ヴェンデッタ、よかった時を思い出してみな」

「…………！」

「あんたにも、よかった頃はあったはずだぜ。その時の事を思い出しながら……思ったことをそのまま口にすりゃいいんだ」

　イグニートがワイングラスを回しながら、囁ささやくようにそんなことを言ってきた。ぐるぐると回る思考が停止し、言われるがままに過去の記憶を遡さかのぼった。堕天使長になった後は、後悔と挫折の日々だった。天使だった頃は、神の傀かい儡らいとなるだけの無為な日々だった。

　よかった頃。それは天使をやめた後だ。人として大だい飢き饉きんの人間界へ降り立ち、救いの手を差し伸べていたあの頃。人間の本性を知らずにいられたほんのわずかな時間だったが、あれは充実した日々ではなかったか？

　今はその充実した日々が幻想に過ぎなかったことをわかっている。

　でも、一人一人に救いの手を差し伸べていたあの頃。病の老人を癒いやし、感謝された時。飢えに苦しむ子供に笑顔が戻った時。手を握り、死にゆく人が眠るように目を閉じながら、温かいと言ってくれた時。幻想だったとしても、あの日々は「よかった」はずだ。

　ヴェンデッタは顔をうつむかせたまま、静かに唇を開いた。

「皆さんに……心からの、安らぎを……」

　小さな声だったが、広間にその声は響き渡る。

「苦しみの終わりを……永えい劫ごうの平穏を……貧しくとも笑顔でいられることを、望みます」

　その言葉は、今のヴェンデッタの言葉とは言いがたかった。これは過去のヴェンデッタの言葉だ。断じてヴェンデッタはブランディア王国民のために言ったのではなかった。

　けれど噓うそではない。堕天使となる前の、過去のヴェンデッタが人々に望んだものだった。

　ハッとして顔を上げると、場は静まり返ったままだった。また汗が出てきて、下を向いてしまう。どうせ聞こえてなどいなかった。むしろ聞こえなくてよかったとヴェンデッタは思った。しかし国王以外の全員が自らの胸に手を当て、静かに目を閉じた。

「平穏を……」「我らに、安らぎを」「女神様に感謝を」「どうか、安寧を」

　中にはヴェンデッタの慈悲の言葉に涙を流す者もいた。国王は「そういうの求めてたわけじゃないんだけど」みたいな顔をしてぶすっとしていたが、皆ヴェンデッタに感謝していた。力が抜けたように椅い子すに座ろうとする。椅子が倒れていたことに気づかず尻餅をつきそうになったところで、イグニートがヴェンデッタの腕を摑つかんで支えた。

「っとと、威厳威厳」

「……ぁ、ご、ごめんなさい」

　イグニートが椅子を戻し、ヴェンデッタを座らせると、肩にぽんと手を置いた。

「おつかれさん。いい演技だった。なかなか天使っぽかったぜ」

「誰が天使ですかッ……別にわたくしは……そんなつもりじゃ」

　ヴェンデッタが強こわ張ばっていた顔をもみほぐしながら、ピシッと背を伸ばす。

　大広間に喧けん騒そうが戻ると、横からおずおずと三人の兵士が近づいてきた。

　何事かと訝いぶかしげに目を見張る。

「あ、あの、女神様、失礼します。こいつが女神様に直接言いたいことがあるらしくて……あの……聞いてやってくれませんか！」

　二人の兵士に支えられながら、頭と右目に包帯を巻いた兵士が連れてこられる。

　兵士は弱々しく笑いながら、ヴェンデッタの前へやってきた。

「すみません、俺おれのことなんて覚えてらっしゃらないと思いますが……どうしてもお礼が言いたくて」

　きょとんとしながら兵士を見る。ヴェンデッタは彼のことを覚えていた。この世界へやってきた最初の日に、アキトに命令されて回復魔法で傷を治してやった兵士の一人だ。放ほうっておけば数分後に死亡していたが、ヴェンデッタは彼の命を救った。ＭＰ消費を抑えるために完治させてやることはできなかったが、どうやら無事だったらしい。

「お、俺、あの時、諦めてたんです……生まれてくる子供のことも、嫁さんのことも……もう守ってやれないんだって」

「…………」

「でもそんな時に、女神様が俺の手を握ってくれて……とっても温かくて……俺、女神様の温ぬくもりに助けられたんです！　今ここにいられるのも、生まれてくる子供を抱けるのも、女神様のおかげで……っ、す、すみません……！」

　言いながら兵士は涙を流していた。

　横にいる二人の兵士も、苦笑しつつ少しだけ泣いていた。

「俺おれも女神様がきてくれたおかげで命拾いしました。本当に、心から感謝しています」

「そうだっ、助けてもらった上にこんなお願いするの失礼かもしれないですけど、こいつの子が生まれたら、どうか抱いてやってくれませんかね！」

「お、おいっ、やめろよ……俺の子なんか、女神様に失礼だろ……っ」

　そう言いつつも、兵士は期待したまなざしでヴェンデッタを見ていた。ヴェンデッタは呆ほうけたように兵士達を見ていたが、やがて、ほんの少しだけ目を細めた。

「構いません。生まれたら連れてらっしゃい。丈夫な子が生まれることを願っています」

　ヴェンデッタが言うと、兵士達は心底嬉うれしそうに彼女に礼を言った。肩を叩たたき合あい喜ぶ三人の兵士達を眺めながら、ヴェンデッタは過去の自分を思い返していた。

（……あの頃はこうして感謝されることに一喜一憂していた……また一人救うことができた……自分は、救いを求められても何もしない神とは違うのだと……）

　ヴェンデッタは兵士達から感謝されて、今も胸の奥に温かいものがあるのを感じた。

　もしかして自分はまだあの頃の気持ちを捨てきれずにいるのではないか。本当の意味で人間を見限ってはいないのではないかと、そう思ってしまう。

　否定しようとする自分はやはり大きいけれど、感謝されることに何の罪があるというのか。自分が与えた救いを感謝されることに、喜びを覚えるのは自然なことだ。

　ヴェンデッタがそう思い始めた時だった。

「これも全すべて太陽神のおかげだ」「ああ、太陽神が女神様を遣わしてくださったおかげだな……っ」「女神様も平穏を願ってくれた。だから祈ろう、神にっ」

　喜びを分かち合う兵士達の言葉を聞いた瞬間──一気に冷めた。

　ヴェンデッタは完全に据わった目で兵士達を睨にらみ、ふんと鼻を鳴らして前に向き直った。

（救ったのは神なんかじゃありません……ッ……！　このわたくしです……！）

　天使になりきらなければならないため、そう言いたくても言えずに、ふてくされたような態度でヴェンデッタは頰ほお杖づえを突いた。

「ふんっ、このわたくしが人間の子供なんて抱くわけがないでしょうに……わたくしはこの世界をもうすぐ去りますから、あの兵士は約束を破られたことを嘆き悲しめばいいのだわ……小鬼のように醜い子が生まれてくるようにアホ神に祈ってやりますよ」

　ぶつぶつと小声で悪態を吐つくヴェンデッタ。イグニートは楽しげに苦笑して、テーブルの蒸ふかし芋を手に持ち、囓かじりついた。

「もぐもぐ、小物しゅう～、もぐもぐ」

「何か言いました？」

「いんや～、俺おれ、あんたのそーゆーとこ好きだぜ」

「そうですか。わたくしはあなたが嫌いです」

「あらまぁ、つれないね」

　笑いながらモリモリ芋を食べるイグニートの横で、ヴェンデッタも芋をひっつかみ、苛いら立だちをぶつけるようにあむっと囓かじりつくのだった。







　──一方その頃、眼鏡は。

「へっぷし！」

　冷たい夜風に曝さらされながら、一人ブランディア王国の街を歩いていた。

「おのれブランディア王国め……私がいくら巨人だと言っても信じずに追い出すとは……やってくれるへぇっぷし！」

　ガタガタ震えながら、キリシマはぼろ布を肩に羽織りつつ、眼鏡を指で押し上げた。

　ついでなので、キリシマは視察の意味も込めて街を回っていた。賑にぎやかなのは城の周辺だけで、城を離れてしばらくすると灯あかりがほとんど無く、暗い民家が建ち並んでいた。

　王制の国によくある構図だ。城の周辺は裕福層、少し離れれば貧困層の住むスラム。

　しかし、ブランディア王国では明らかにスラムの拡大が見受けられた。

　出店の一つもありはしないし、飲み屋の一つも営業していない。昼間もたいして変わらなかった。華やかなのは城の周辺だけだ。

　スラム育ちだったキリシマには馴な染じみのある光景だった。この三日間、宿もないので戦い以外の時間は王国を歩いて回っていた結果、わかったことがいくつもあった。

「やれやれ、この国はもはや戦争以前に──へぇっぷし！」

　キリシマがくしゃみをすると、

《風邪か？》

　突然頭の中で声がして、キリシマは感心したように目を細めた。

「ほぉ、ヴェンデッタ君の話は本当だったのだな。確かに頭の中でアキト君の声がする」

《今堕天使に話しかけられる状況じゃなくてね。あんたに聞きたいことがある》

　アキトの声を聞きながら、誰もいやしないのにバッと両手を広げて眼鏡を押し上げる。

「二の次に選ばれるのは癪しやくだが正しい判断だ。何用かな少年、このキリシマが答えよう」

《……お前は純粋な意味でやりづらいな》

「フッ、私は君のように簡単な男ではない。ハードコアッ！　それが私の生き方だッ！」

《意味わかんないから話続けるぞ。ブランディア王国の状況を知りたい。教えてくれ》

　キリシマは眼鏡から指を放し、ふむ、と頷うなずいた。

「戦況ではなく状況か？」

《ああ、戦況はわかってる。状況、どんな感じだ？》

　キリシマはスーツの襟を正し、スラムを歩き始めた。

「率直に言おう。どれだけ戦況が好転しようが、この国はもう手遅れだ。戦争以前の問題と言えるだろう」

　返ってきた答えに、アキトが少し黙る。

《一応、どうダメか聞いとく。暗君のクソみたいな国政だけが原因じゃないんだろ？》

「うむ。王は民から税を搾取し贅ぜい沢たく三ざん昧まいだが、原因の根本はそこではない。この国は数年前から極めて深刻な飢き餓がのまっただ中にある」

《…………》

「干ばつ、洪水、噴火、地震。およそありとあらゆる災害に見舞われたことが原因と見て間違いないだろう。まともに作物が育たず、家畜は疫えき病びように冒されている。川は干上がり、近辺の森も枯れ果てた」

《どれぐらい前からか、わかるか？》

「この十年で急速に疲ひ弊へいしていったと見て間違いないだろう」

《……十年、やっぱり》

「うむ。『巫み女こ』がこの国に結界を張り始めた時期からだ。信仰の対象でしかなかった巫女の一族は、一子相伝で力を次の世代に残し続けてきた。国全体に結界を張ろうと考えたのは現ブランディア王。求めに応じたのはそちらにいる五六代目『結界の巫女』だ」

《…………》

「帝国に巫女を奪われた後も天災は続いているようだ。他国に頼ろうにも大陸にはすでにグシャールとブランディアしか存在せず、大陸の外、海外との外交も期待できん。結界によって断絶を続けた結果であると言えるだろう。海外からは見放され、危機的状況になっても鎖国状態が継続してしまっているのだ」

　キリシマは階段上から見える国の風景を一望した。遠くの空が白み始め、太陽が街の外の大地を照らし始める。夜明け前の空の下に枯れた森とひび割れた地面を覗のぞかせる、かつて湖であった場所が見えた。地平線の向こうまで荒れ果てた土地が広がっていた。

「つまり手遅れとはそういう意味だ」

《あんた、『結界の巫女』がこの世界の破滅に関かかわっていること、気づいてたんだな》

「君はいまさら気づいたのかね？　四将の一人から情報は得ていたのだろう？」

《確証が持てなかった。四将はブランディアの情勢にそこまで詳しくなかったんだよ。この前まで結界のせいでブランディア領には入れなかったしな》

「ふむ。結界を使い始めたグシャール帝国にもすでに影響が出始めているはずだが？」

《今幼女に調べさせてる。結果が出れば確定だ……グシャール帝国が巫女を奪った方法は、そっちだとどう伝わってる？　こっちだと皇帝が密偵にやらせたってことになってる》

「ほう。こちらは巫み女こが王国を裏切り、帝国に寝返ったということになっているが？　国王もそう言っている」

《…………》

「まあどうでもいいことだ。それで、君は今後どうするつもりかね？」

　キリシマは、目ま映ばゆい朝日に目を細めつつアキトに尋ねた。

《……予定通り、巫女を攫さらう》

「できるかどうかは置いておくとして、その後は」

《場合によっては巫女を殺す》

「はっきりしたまえ。結界を張るという行いそのものが世界を破滅に導いているのだから、巫女を殺す以外に方法は無いと思うが、どうか？」

《…………》

「まさか君は巫女の善悪を判断してから決めようなどと考えているのではあるまいな？」

　キリシマは口元に歪ゆがんだ笑みを浮かべつつ、アキトを挑発した。

「君がやらないのなら……私がやるが？」

《僕がやる。話は以上だ》

　声が消えて、頭の中に静寂がやってくる。

　キリシマは目を細めながら、両手を広げて朝の空気を吸い込んだ。

「若いな少年……その若さは、まさにロマンだ」

　目を閉じて、フッと笑う。彼が次に目を開いた時、その瞳ひとみは優しさや躊ちゆう躇ちよとは無縁の、冷徹無比な怪物のそれになっていた。

「しかし妥協や躊躇はいかん。いずれその判断は我々の首を絞めることとなる。そんなものはこの私が許さない」

　キリシマは朝日に手を翳かざし、ぐっと拳こぶしを握る。

「私は自分の世界でまだやり残したことがある……全すべてを手に入れるのがカズヤ・キリシマだ。君には悪いが、この世界は確実に救わなければならんのだよ」

　ぎちぎちと音を立てる拳を見つめながら、己おのが邪悪に酔いしれる。

　彼の邪悪は純粋だった。こうして手を翳し、空を摑つかむだけでは収まらないのだ。月だろうが太陽だろうが手に入れなければ気が済まない。手に入れて、オモチャのようにもてあそび、握り潰さねば気が済まない。

　それが彼の邪悪だ。透明で、この世の何よりも輝く──

「全ては、我がロマンの復活のたみぇ──ふぇ、へ、へぇぇぇっぷし！」

　──その鼻水は、紛まぎれもなく風邪の証あかしだった。





　　　☆






　キリシマとの会話を終えて、アキトはソファの上で薄目を開けた。

「……ロマンロマンとやかましいだけの奴やつかと思ってたけど、面倒くさい上に馬鹿じゃない……当たり前か、企業の社長って言ってたもんな……」

　アキトは息を吐き、額に滲にじんだ汗を拭ぬぐう。異能は使用の際に吐き気に似た不快感を覚える。慣れたはずなのだが、睡眠不足も祟たたってか今日はいつもより不快感が強かった。

　一応、部屋を見回して誰もいないかを確認する。他者に擬態する異能、《ドッペルゲンガー》は他の異能との併用ができない。今アキトは自分自身の姿で部屋にいる。

　アキトが今いる場所はグシャール帝国の城内、四将ハミュッツ・オベイロンの部屋だ。アキトはグシャール帝国へ到着すると、すぐにハミュッツ・オベイロンとして城へ向かった。特に問題もなく、門番はすんなりとアキトを通した。潜入自体は滞りなく上う手まくいったと言っていいだろう。

　アキトは手土産として森で硫酸を浴びせて全滅させた奇襲部隊隊長の首を持ち帰り、その報酬として皇帝と二人きりで話がしたいと申し出た。謁えつ見けんの間には常に取り巻きのような官僚達や王の親族がおり、「たかが部隊長の首程度で自惚うぬぼれるな！　一介の将に過ぎぬ男が無礼な！」と罵ののしられた。四将といえどもグシャール帝国内での地位は高くない。ましてハミュッツは剣の腕でのし上がってきた農民の出だ。官僚や王族からのイメージはあまりよくないのである。

　しかし皇帝自身が二人きりの謁見を許可した。官僚達を静かに宥なだめつつ威圧感を保つその姿は、まさにラスボスと言って差し支えなかったように思う。

　皇帝はハミュッツに甘い。農民の出のハミュッツの剣の腕を認め、四将にまで引き上げたのも皇帝本人だ。その理由が、単に気に入られていたからというわけではないことをアキトは知っている。皇帝が彼を気にかけ、彼が皇帝を慕うのには理由があった。

　二人と一部の王族しか知らない理由が……。

　その理由はアキトにとって、皇帝と相あい対たいするための重要な武器となる。

「周りからすれば、信長と秀吉みたいな関係性に見えるんだろうな」

　歴史には疎うといが、イメージとしてはそんな感じだろうとアキトは思った。

　皇帝と二人で話せるのは五日目の今日の予定だ。時間を無駄にしないためにも情報収集を行っていたが、巫み女この居所に関して有力な情報は得られていない。ハミュッツを演じていることがバレないためにも、人との接触を避けなければならなかったというのも理由の一つだ。

　やはり巫女の居場所は皇帝から直接聞き出さなければならないようだ。

　アキトはソファに足を投げ出して、窓の外を眺める。

　空は白み始め、夜よ闇やみが薄れていく。この世界の一日は夜は短く、昼が長い。

「…………さすがに、眠いな」

　アキトは、ハミュッツとしてずっと気を張っていた。眠ることは好きではないが、さすがに三日も不眠だと身体からだに堪こたえた。

　窓の外の朝日を眺めながらうとうととし始めていると、ひょこっと窓に二つの影が顔を出した。思わず、うおっとソファの上で身構えてしまう。

「むぉ。アキト、今びっくりしてた。びっくりしてたぞ、エイリアン」

　窓から顔を出したのはソラだった。横でナスみたいに長い頭をうんうんと頷うなずかせているのはエイリアンだ。二人とも顔だけ出しながら、窓の外でぶら下がっていた。

　アキトは髪をもしゃもしゃと搔かきながら窓際まで近づいた。

　窓横の壁に背を預けて、腕を組む。

「朝方に帰るのやめろって言っただろ。誰かに見られたらどうするんだ」

「心配無用。索敵中、敵影無し。アキト、今眠ろうとしていた。そっちの方が問題大」

「うっせぇな。機械のお前と違って人間は眠らないと死ぬんだよ。少しは眠らせろ」

　アキトが忌いま々いましげにそう言うと、

「……確かに。ごめん」

　しょぼん、という効果音がぴったりな感じで、ソラはジト目を少しだけ伏せた。

　ものすごーく素直に謝られて、アキトの調子が狂う。

「……あのな、別に責めてな──」

「寝てていい。ソラ、アキトが起きるまで索敵する。たっぷり睡眠、元気になれ」

（……っ、いい子かよ……！）

　内心でツッコミながらアキトは頭を抱えた。横のエイリアンもうんうんと頷いている。

「……い、いいから、報告聞かせろよ。グシャール帝国近辺の環境はどうなっていた？」

　アキトが問うとソラの網膜に光が走り、ホログラムウィンドウがいくつも表示された。ウィンドウには複雑なグラフと写真が映っている。

「災害発生の予兆あり。水質の低下、作物の異変が顕著。原因不明。汚染範囲のマップ」

　スイッと、アキトの目の前にウィンドウが移動する。

　グシャール帝国の城がある場所から、近隣の農場や森までの地図が映っている。

「……城を中心に広がっていってるな」

「うん、城のごく近く以外はまだ大丈夫。でも、時間の問題」

「結界の巫み女こはこの城にいると考えて間違いなさそうだな」

「結界の中心点がこの城。うん、間違いない」

「正確な場所はわからないのか？」

「今のソラにできるスキャニングは最低限。屋内は音が拾えるだけ。中は見れない」

「……だよな」

「アキトの異能を推薦。名前わかれば、感覚盗めるやつ。巫女の居場所を盗み見る」

「ダメだった。公表されている皇帝の名前は偽名らしい。本名は直系の親族にしかわからない。ちなみに親族も全員偽名だ。王族の伝統と、魔法への対策のためらしい」

「親族。副帝の弟がいる。アキトが弟殺して、異能で記憶奪えばいい」

「簡単に言ってくれるな。副帝は性格は真逆だけど、皇帝以上に用心深いんだぞ」

　アキトが言うと、ソラはむぅと唸うなった。

「皇帝と戦うの非推奨。アキト負ける」

　ソラは確実だと言わんばかりにはっきりと言った。アキトは素直に頷うなずく。

「ああ、だからもしそうなったらお前も手伝えよな」

「それでも勝てない。皇帝と戦闘した眼鏡のロボット、時間制限あるだけ。性能劣化してなかった。現時点で、あれが我々の最強。皇帝、最強と互角」

　最強が眼鏡な事実をちょっと認めたくなかったが、人工知能が言うのだから間違いないのだろう……アホの子になっちゃってるけど、間違いないはずだ。

　皇帝を殺すことになった場合、キリシマに頼るのは遠慮したい。仮に奴やつが皇帝を殺した後にどういう行動に出るか、想像に難かたくないからだ。

「失敗したところで、どうせ終わりなわけじゃないんだ。別の異世界に派遣されることになるだろうさ。お前にとっては問題ないだろ。復活に興味ない僕としては地獄だけど」

　ふん、と鼻を鳴らすアキトを、不思議そうにソラが見つめた。

「アキト、どうしてそこまで復活嫌がる？」

「リセットが嫌なんだ。初めからやり直しっていうのがムカつく」

「なにゆえー」

　なんだその難しい言葉使おうとしてる子供みたいな言い方……。不思議とソラを相手にしていると、アキトは意地を張ったりする気にならなかった。

　ため息を吐つきつつも、アキトは自分の考えを口にする。

「……やり直しって、つまり無かったことになるんだろ。苦しみも幸福も、思い出も、人間関係も、等しく全部ゼロに戻る。それってムカつかないか？　何勝手にゼロに戻してくれてんだよって思わないか？」

「……？　アキト、リセットしても記憶はそのままのはず。我々だけはゼロに戻らない。ムカつく理由がわからない」

「別にわからなくていい。世界を滅ぼそうとしていたラスボスが何言ってんだって話だしな。納得してもらおうとも思ってないし、僕の価値観を押しつけるつもりもないよ」

　アキトは壁から背を離し、ソラとエイリアンが顔を出す窓の前に立った。

「もう一つ頼んでおいたろ。あれはどうなった？」

「環境調査より、こっちの方が時間かかった」

「で、どうだったんだよ」

「問題無し。見つけてきた。でも、ソラわからない。何のために探させた？」

「……気にしなくていい。念のためだ」

　アキトはソラから目を逸そらした。話は終わりだという意思表示のために窓を閉めようとしたところで、ソラが頭をずいっと前へ出してきた。

「……何。窓閉められないんだけど」

「ん」

「ん、じゃねぇよ。何だよ」

「んー」

「何なんだっつーの」

「ソラ、がんばった。ソラ優秀。ソラ、バカじゃない。ソラ、よくやった」

　頭を突き出したまま動かないソラ。ここまでやられれば、何を要求されているのかわからないアキトではない。もしかして森でやってやった時にはまってしまったのだろうか。

　アキトは嘆息しながら、ソラの頭に手を置いた。雑な感じにくしゃくしゃと撫なでてやると、ソラはむふーと鼻息を吐きながら、まん丸いほっぺたを赤くした。

「アキトに勝った」

「これはお前の負けだと思うんだが……」

「アキト、戦いに備えて休め。ソラとエイリアン、お前を守る」

　ソラは頭を引っ込めて窓から手を放した。エイリアンも彼女の後に続く。地面に着地して、エイリアンがソラを抱きかかえながらスタタタターと去って行く。

　二人を窓から見送りながら、アキトがもっさりとあくびをする。

「……そういえばエイリアンのペナルティ……いやそもそも奴やつの能力って何なんだ」

　というか奴は何なんだ。今のところ協力的だ。ドラゴンに滅ぼされかけていた世界で自分は戦力にならないとジェスチャーをしていたし、皇帝と戦うことになった場合、頭数としては数えない方がいいのかもしれない。ヒマワリや、上司である神ですらも、エイリアンについては「よくわからない」とのことだった。

「ダークホース……なのか？」

　アキトは窓を閉めて、ソファに寝転がった。部屋を見回す。ハミュッツの部屋には天蓋のついた豪ごう奢しやなベッドと、ソファと小さなテーブルがあるだけで、他には何も無かった。

　彼の人間性がよく現れている。剣の腕を磨くこと以外に興味が無く、社交性は高くとも無欲な男だ。ソファ横のテーブルの上を見ると、写真立てのようなものが置いてあった。

　写真ではなく写生画だ。綺き麗れいな髪をした女性が立っており、その横の椅い子すに緊張した面持ちの少年が座っている。髪色から親子だということがわかる。絵がそこまで上う手まくない理由が、少年の父親が趣味で描いたものだからだということを、アキトは知っている。

「……ふん」

　アキトはその写生画を、指で押してパタンと倒した。ハミュッツの記憶から目を背けるように寝返りを打って、瞼まぶたを閉じる。他人の記憶は睡眠の邪魔になる。打ち消すために、自分の過去を思い出さなければならなかった。

「…………」

　首に巻いたマフラーを口元に当てる。昔はストライプの毛糸のマフラーだったけれど、今はもう血や汚れにまみれてしまい、赤黒くなってしまっていた。

　それでもこうして目を閉じて息を吸い込むと、微かすかに彼女の香りが残っている。

　幼おさな馴な染じみの、ユウヒの香りだ。アキトが守れなかった大切な人。そして彼女の死が、アキトがラスボスになった原因……。

　闇に意識が落ちていく。眠いのに眠りたくないという矛盾は、アキトに常に付きまとう。眠りは安らぎにはならない。彼の見る夢は、決まって喪失の記憶だから──。





　　　☆






　──雪の降る森の中を、アキトは歩いている。踏み出す度に足が雪に埋まって、転びそうになる。自分の白い息が頰を撫なでて、後ろへ流れていく。振り向いてはならない。前だけ見てろ。自分に言い聞かせながら、寒さと飢えと痛みに悲鳴を上げる身体からだに鞭むちを打つ。

　背負った少女を、守るために。

『ユウヒ……もう少しだから……もう少しでトウヤが来てくれるはずだから……』

　ユウヒのためなら何だってできる。彼女が笑ってくれるなら、命だって投げ出すことを厭いとわない、何だってする。

　そう。彼女の命をつなぎ止めるためなら、何だって……。

『……アキトは……優しいね……』

　ユウヒの手がアキトの手に触れる。凍えきったアキトの身体にはとても温かく感じられた。けれどその温ぬくもりは蠟ろう燭そくが消える前の一瞬の輝きのようで、アキトを不安にさせた。

『ユウヒの方が優しいよ。役に立てない僕のことなんかを、いつも庇かばってくれた。能力があっても、僕は人を殺すことができなかった。勇気が無かったんだ。仲間に、宝の持ち腐れだって言われたよ。でもユウヒは──』

『……アキトは……そのままでいて』

『……うん。ユウヒがいつもそう言ってくれたから、僕は救われたんだ』

　身体が温かくなる。アキトはユウヒとこうして話をしているだけでも幸せだった。

　目を細めて、雪に白く濁る森の先を見つめる。

『辛い時……異能もなくて、壊れてもいない、普通の世界を僕はいつも空想するんだ。そんな世界があったら、ユウヒは将来何になりたい？　何がしたい？』

　ユウヒを励ますためだった。アキトには普通の世界なんて想像できない。世界が普通だった頃なんて物心がつく前のことだ。幸福な世界なんて夢見ても、胸が苦しくなるだけ。

　でもユウヒは違う。いつも希望を抱いてた。

　ユウヒが、アキトの頰に自分の頰を当てた。

『……あたしは……どんなに辛くても……今のままがいい。だって……普通の世界だったら……きっとあたし達は、出会えてなかったと思うから……こんな世界だから……あたしはアキトと……トウヤに出会えたんだと、思うから』

『……ユウヒ』

『だからあたしは……出会えたことや思い出を、無かったことになんかしたくないよ』

　ユウヒの手に、少しだけ力がこもる。

『あたし……この世界がいい……この世界が大好き……生きるのも死ぬのもここがいい……ずっと……ここにいたい……っ』

　すり寄せられるユウヒの頰は、涙に濡ぬれていた。

　アキトは歯を食いしばり、下を向きながら歩く。ポタポタと雫しずくが雪に吸い込まれていく。

『うん……そうだね……僕も君と出会えたこの世界が大好きだよ……！』

　ユウヒが自分と同じ気持ちでいてくれたことが嬉うれしくて、この世界が好きという一点だけがすれ違っていることが悲しかった。

　こんな世界。女の子に全すべてを背負わせるようなこんな世界、好きになれるわけがない。

　人間を守るために異能者達と戦い、傷つき、救えなければ責められてきた。散々ユウヒの力に頼ってきたくせに、人間は最後に彼女を殺そうとした。

　人間だけじゃない、仲間だったはずの異能者も彼女の死を望んだ。

　ユウヒの異能の正体が救いと滅びの両方をもたらす力だったからだ。何かを救うために力を使えば、他の何かが滅びる。途方もない大勢を救えば、世界そのものが悲鳴を上げる。

　彼女が生きている限り世界が滅びるとわかった時点で、多くの人が手のひらを返し、ユウヒを閉じ込めた。監禁されていた間に、ユウヒはたくさんのものを奪われた。ユウヒの目はもう何も見ることができず、身体からだは二度とまともな生活を送ることができない。

　アキトは施設からユウヒを助け出したが、閉じ込められていたユウヒの状態を思い出すと、心の奥から黒い感情がわき起こってくる。

　頭かぶりを振り、憎しみを振り払う。生きることだけを考えなければならない。

　アキトはユウヒを背負いながら、永遠に感じられるような時間を、雪の中で歩いた。

　やがて目的の場所が見えてくる。ユウヒを雪の上に下ろし、首に巻いていたマフラーをユウヒの首に巻いてあげる。ユウヒの胸には大きな傷があった。血は凍って止まっているが、どす黒い。毒の異能のせいだ。彼女を想像を絶するような苦しみが襲っていた。

　アキトは歯を食いしばりながら、ユウヒの頰に手を当てた。

『着いたよ……ここに、きっとトウヤが来てくれるから……！』

　ユウヒは目を閉じたまま何も言わない。頰が雪よりも冷たく感じられた。

　手を握ると、ユウヒがうっすらと目を開けた。

　そして弱々しく微笑ほほえみながら、唇を震わせる。

『アキト…………お願いが、あるの……』

『……？』

『……終わらせて……欲しいの』

　アキトの顔が強こわ張ばる。嫌だと断ろうとしても、声が出なかった。

　ユウヒは一筋の涙を流しながら、なおも微笑む。

『ダメだよ……トウヤを待つんだ……』

　アキトの求めに、ユウヒは弱々しく首を振った。

『トウヤは来ないよ……あの人のことは……あたし、何でもわかる』

『来るよ……！　だってトウヤは──』

　君のことが好きだから。君も、トウヤのことが好きだから。

『ううん……トウヤは……あたし達やこの世界のことが、好きなんだよ……』

『…………』

『あたし……トウヤとアキトに、死んでほしくない……だから……』

　ユウヒの声が、震える。

『アキトが……世界を、守って……？』

　ユウヒの声が、求める。

『あたしを終わらせて……ね？』

　雪が音を吸収していく。聞こえるのはユウヒの息づかいだけだった。アキトは静寂の中で呆ぼう然ぜんと佇たたずむ。どうすればユウヒを救えるかを考えても、答えが見つからなかった。

　アキトはユウヒの首に手をかけた。何も考えず、何も思うなと自分に言い聞かせる。他の誰かでも、自分自身でもない。これはユウヒが望んだことだ。

　手に、力がこもった。

『ごめん……ね……アキト』

　首が絞まり、ユウヒの息が詰まる。そのまま指を押し込み、命を……絶つ。

『……っ……！』

　だけど、アキトは最後の一歩が踏み出せなかった。何な故ぜ救おうとしていた人をこの手で殺さなければならない。こんなに理不尽な世界、あっていいわけがない。

　大好きなんだ。この世界に、僕をつなぎ止めてくれる人なんだ。殺せるわけがない。

　アキトが手の力を緩めようとした、その時。

『……トウ、ヤ……』

　薄れ行く意識の中で、ユウヒはアキトではなく、彼の名を呼んだ。

『トウヤ……どうして…………そばにいて、くれないの……？　そばにいて……トウヤ』

　何度も何度も、ユウヒは彼を呼ぶ。

　一瞬、アキトの中から心が消えた。

　手に力が戻る。親指が喉のどを絞め……そして、

　────ユウヒは、アキトのそばからいなくなった。

　アキトはユウヒの亡なき骸がらを、その胸に抱いた。冷たくなっていくユウヒの体温を感じながら、自分もこのまま雪に埋うずもれてしまおうと思った。

　もうこの世界に自分をつなぎ止めるものは無くなってしまったからだ。

『……置いてかないで……僕も……一緒に連れてって』

　ユウヒの耳元でそう言って、アキトは目を閉じようとした。

『──アキト……ッ！』

　声がしたのは、アキトの肉体から魂が離れる直前だった。

　顔を上げると、白い息を吐くトウヤが雪の中に立っていた。

　大勢の仲間と一緒に。

『……………………』

　……こいつは何してる？

　いまさらやってきて、何な故ぜユウヒの死を望んだ連中と一緒にいる？

　トウヤは絶句していたが、やがて静かに目を細めた。

『ユウヒは…………そうか……』

　拳こぶしを握りしめながら、トウヤは納得したようにそう言った。

　そうか……？　何が、そうか、なんだ？　どうして納得したような顔してる？　他の連中も、何故辛そうな顔をしてる？　お前達にそんな顔をする資格はない。男も、女も、何故涙を流す？　さっきまでお前らは、ユウヒを殺そうとしていたのに……。

　トウヤ？……トウヤ、お前、なんで──なんでそいつらと一緒にいる？

『アキト、俺おれは──』

『黙れ』

　アキトはユウヒを抱えたまま、右手でトウヤを指さした。

　眼がトウヤと仲間達に向いたまま、憎しみの赤に染まる。

『そうだよな……ユウヒも言ってた、トウヤが好きなのは仲間と世界だって』

『………アキト？』

『なら教えてくれよ……ユウヒは何だったんだ？　ユウヒもお前にとって大切な人じゃなかったのか？　仲間と世界のために犠牲にしてもいい存在だったのか？　なぁ……！』

『話を聞け、俺は──！』

『──答えろよ……！　トウヤ……！』

　アキトはユウヒの胸元に、そっと手を乗せる。

　その動きを見たトウヤが、顔を強こわ張ばらせて身構えた。

『アキト……何してる……お前、まさか！』

　己の力を外に出すと、ユウヒに触れた手が熱を持った。ユウヒの身体からだにはまだ異能の残り香が宿っている。残り香で構わない。救いはいらない、滅びだけを模倣しろ。

　僕の異能──《ロストナンバー》よ、破滅を写せ。

『僕はこの世界も、お前のことも……──大嫌いだ！』

　トウヤが駆け寄ろうとした瞬間、アキトとユウヒの身体から黒い風が吹き出した。

　吹き飛ばされまいと、仲間全員が足を踏ん張る。アキトの手の平には、黒い小さな光が握られている。ユウヒの異能の破滅の側面だけを、アキトがコピーしたのだ。

『この力みたいに救いと滅びが表裏一体なら……世界のために一人が犠牲になったなら




　──世界だって、一人のために滅びるべきだ！』




　トウヤがアキトを止めようと走り出す。

『……やめろ、アキトォ───ッ！』

　迫り来るトウヤを、アキトは歪いびつな笑みを浮かべて憎しみと共に嘲あざ笑わらう。

　──ユウヒを救わなかったお前になんか、世界を救うことはできない。ユウヒが死んで、裏切った仲間を許して、ユウヒを見捨てた自分も許して、みんな笑顔でハッピーエンド？

「そんな結末、この僕が許すものか……！」

　アキトが手のひらの黒い光を、自らの胸に叩たたきつけた。アキトの髪が衝撃に逆立つ。アキトの黒髪が根元から色を失い、白く染まっていく。

　叫べ。怒りを全すべて吐き出せ。もう迷う理由などどこにもない。

　この世界を──ぶっ壊せ！

『僕はお前から全て奪う！　トウヤアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　ユウヒはもうこの世界にいない。ユウヒがいるから、この世界を守りたかった。ユウヒがいたから、この世界が好きだった。でも、ユウヒはもういない。

　だからこの世界に──意味なんてない。

　アキトの身体にユウヒの異能が宿り、黒い風がその場にあるもの全てを吹き飛ばした。

　そこから先のアキトの人生には、闇しか無かった。憎しみだけを生きる意味として、その赤い炎を篝かがり火びにしながら、アキトは闇の中でギラギラと輝いた。彼の圧倒的なまでの力を前に、政府機関や異能集団は壊滅。アキトは、ユウヒの死を受け入れたトウヤの仲間を皆殺しにして、殺さつ戮りくは彼がトウヤに討たれるまで続いた。

　その後の世界がどうなったのかを、アキトは知らないし、興味もなかった。

　ただ、アキトは夢を見ながらいつも思う。途方も無い虚むなしさと共に思うのだ。

　──死んだユウヒが今の僕を見たら、どう思うだろう？　と。





　　　☆






　──大丈夫。大丈夫です。

「……──ッ！」

　声が聞こえて、アキトは勢いよく瞼まぶたを開いた。

　アキトは目を開けても、まだ夢の中にいるように錯覚した。

「……ユウヒ？」

　目の前にユウヒの顔があったからだ。こちらを心配そうに見つめるユウヒの姿に、今までのことの方が全すべて夢だったのかと一瞬思った。

　幻想が消えて、現実が見えてくる。目の前にいるのはヒマワリだ。

　アキトはヒマワリの膝の上に頭を載せて眠っていた。

「アキトさん」

　ヒマワリはアキトの額に手を当てながら、静かに見下ろしている。

　髪が濡ぬれ、服が身体からだに張り付いていた。そういえば、ヒマワリは他人から見えないのをいいことに、城の中にある風呂に入ってきていたのだ。












「うなされていました。夢、見てたんですね」

「…………だったら何だよ」

　ヒマワリは瞳ひとみを揺らし、何か言おうとしていた。

　アキトは黙って、まっすぐにヒマワリを見上げていた。

「……ユウヒさんの、夢ですか……？」

　ヒマワリがユウヒの名前を知っていることを、いまさら疑問に思ったりしない。

　この女はアキトの過去を知っている。知っていて呼び出したのだ。

　だからアキトは、冷ややかにヒマワリを見つめたまま笑った。

「グシャール帝国に来た時、言ってたよな。僕を選んだのは、僕が優しいからだって」

「……ええ、言いました」

「あれ、噓うそだよな。お前が僕を選んだのは、お前がユウヒに似ていたからだ」

　アキトが冷たく静かに言い放つと、ヒマワリは動揺したりなどせずに、小さく頷うなずいた。

「その通りです。でも噓じゃないです。アキトさんが優しいからというのも、本当です」

「──それはユウヒが僕に言った言葉だ。借り物だ」

「借り物だとしても……あなたの過去を知った、私の言葉です」

　いつになく真剣に、はっきりとヒマワリは言った。まっすぐにアキトの目を見つめながら、決して視線を外そうとはしなかった。

「お前は自分がユウヒに似てるから、僕のことをコントロールできると思ったんだろ」

「私がユウヒさんに似ているから、アキトさんが協力してくれると思いました」

「綺き麗れいに言い換えるな、同じ事だ。確かに僕はお前がユウヒに似ていることに動揺した。お前を見ているとユウヒの顔がチラついて、見捨てられなかった。思惑通りだな」

　ヒマワリは何も言わなかった。アキトは沈黙を図星と受け取る。

「ずっと気になってた。僕らがラスボスなら、お前は何なんだ？」

「…………」

「……聞かせろよ。お前の正体、お前の目的、お前の望みを。僕らが世界を救うと、お前にどんなメリットがある？」

　アキトが問うと、ヒマワリは視線を外してうつむいた。

　そして首の後ろに下げていた麦わら帽子を頭に被かぶり、目を隠す。

「アキトさんの言う通りです。私は自分の目的のために皆さんを呼び出しました。理由は、アキトさん以外の皆さんと同じです。自分の世界で、やり直すためです」

「でも、お前はラスボスじゃないだろ」

「はい……私は異世界の、『世界を救えなかった主人公』です」

　主人公。それもあまりマッチするとは言えなかったが、ラスボスよりはヒマワリの人柄に合う気がした。『世界を滅ぼせなかったラスボス』達を更生させるために、『世界を救えなかった主人公』が世界を救わせる。それがこの集団のシステムらしい。

　ヒマワリは、ぽつりぽつりと自分のことについて話し始めた。

「私の世界は、私が生まれた時から、異空間からやってくるマモノと呼ばれる怪物に滅ぼされる寸前でした」

「…………」

「私はその世界で、世界を救う力を持った『救世主』の一人として生まれました。小さい頃から、特別に強い力を持っていると言われて、とても期待されていたんです」

　帽子の鍔つばに隠れて、ヒマワリの顔はアキトから見えなかった。

「でも私は本当にどうしようもなくて……勇気が無かったんです。怖くて、いつまで経たってもちゃんと戦えなくて……たくさんの人々を……家族を……友達を、失いました」

　ヒマワリの声が震える。その姿は、まるで懺ざん悔げしているかのようだった。

「親友を失って、私が戦う覚悟を決めた時には、世界はもう手遅れで……残された人達を助けようとしたけれど……私には一人で世界を救える力なんて元々無くて……」

　ヒマワリの、帽子の鍔を握る手に力がこもる。

「私は結局誰も救えませんでした。世界はマモノで溢あふれて、生きている人間が自分一人になった時……私は」

「…………」

「私は、願ったんです。やり直したいって……もう一度、ちゃんと救世主をやらせてほしいって……。そのためならどんなこともします、命だって差し上げますから……どうかこの世界を救わせてください……そうお願いしました」

　震えが止まり、ヒマワリは息を吐く。

「それが、私が更生担当官になった経緯いきさつです。みなさんと同じように、私にもメリットがあります。ラスボスのみなさんは一定数以上の世界を救った後に……最後の試練として、私の世界へ転送されます」

「……お前の目的は、僕らを自分の世界に転送して、救わせることか……」

　ヒマワリの話が終わるまで、アキトは始終無表情だった。

「黙っていて、本当にごめんなさい……みなさんのことを私が利用していること、知られたくなかったんです」

「利害の一致じゃダメなあたり、お前は確かに主人公かもな。主人公らしい偽善だよ」

　幼おさな馴な染じみのトウヤもそうだった。奴やつも世界のためだ、仲間のためだと言って、結局は自分のために動いていた。たとえ倫理に反する行いをしても、自分の都合のいいように綺き麗れい事ごとでねじ曲げるような奴だった。

「私もそう思います。だから……ごめんなさい、です」

　でも……こいつは自覚している。その分トウヤよりマシだと、アキトは思った。

　ぽたりと、アキトの頰に雫しずくが落ちる。ヒマワリの涙だった。

「……誓ったんです。自分の世界を救うためなら、どんなことでもするって……」

「…………」

「たとえ噓うそっぽい綺き麗れい事ごとを口にしてでも……みなさんのことを利用してでも……自分の容姿がユウヒさんに似ているのをいいことに、アキトさんを利用してでも……」

　帽子がずり落ちて、涙を流すヒマワリの顔が露あらわになる。

「私は、救えなかった自分の世界を、救いたいんです……っ」

　しゃくり上げて、涙と嗚咽おえつに阻はばまれながら、ヒマワリは自分の気持ちを吐き出す。

　泣きじゃくりながら「ごめんなさい」を繰り返すヒマワリに、アキトは目を細めた。

「……もういいよ」

「ごめんなさい……ごめんなさいっ……」

「涙が冷たいんだよ。泣くな」

「ごめん……なさい……っ」

「わかった……もうわかったから」

　不意にアキトはヒマワリの顔に手を伸ばし、彼女の目元の涙を指で拭ぬぐった。

　ヒマワリが赤くなった目で驚き、アキトを見る。

　呆あきれたような、ふてくされたような、ため息を吐ついているような顔をして、アキトは、

「お願いだからその顔で泣くな……この、卑ひ怯きよう者ものめ」

　アキトはほんの少しだけ苦笑していた。ヒマワリはアキトが笑っているところを初めて見たようで、驚きつつもほんのり顔を赤くした。

　アキトの苦笑が、想像していたよりもずっと優しかったからだ。

「別にいい……お前にメリットがあろうがなかろうが、僕らがやることは変わらない。お前が欲深かろうがなんだろうが、それ以上に僕らは欲深い。だってラスボスだからな」

「で、でも、アキトさんは……」

「僕が世界を救うのはこの集団からオサラバするため。欲だ。他の連中と変わらない」

　ふん、と鼻を鳴らしてヒマワリの膝から起き上がる。

「やっぱりアキトさん……優しいですよ」

「……あっそ」

　否定するのも面倒で、アキトは背を向けたまま頭をもしゃもしゃと搔かいた。

　まだ夢の余韻が残っているから、振り返ることができなかった。ヒマワリがどういう顔をしているか容易に想像できるけれど、どうしてもユウヒと重ねてしまうから。

　だから声だけ。言葉だけを受け取る。

　ユウヒではなく、ヒマワリの言葉として、アキトはその言葉を受け取った。

「今日が皇帝との謁えつ見けんだ。お前がリーダーに抜ばつ擢てきしたんだ……結果がどうなろうと、この世界の行方を僕に委ねるってことでいいんだな」

　ヒマワリは自分の胸に手を当てて、迷いを振り払うように顔を上げた。

「……はい……！」

「言っとくけど、僕はお前が望むような、まともな救い方はしないかもしれないぞ」

　ヒマワリはアキトの背中に、希望に満ちた顔でこう言った。

「大丈夫ですっ。私、信じてますからっ」

　アキトはため息を吐ついて片手で髪を搔かきむしる。

「……お前、やっぱゲスい。信じるって、お前が僕の何を知──」

「知ってます、全部っ」

「──っ……」

「だから、本心です！」

「……もういい寝る。誰か来たらすぐ起こせ」

　アキトはそう言って、ベッドに寝転んだ。ヒマワリは涙を拭ぬぐい、アキトが起きるまでソファの上で膝を抱えながら、ずっと彼のことを優しげに見つめていた。





　　　☆






　──グシャール帝国城内、謁えつ見けんの間。入り口の大扉を開くと、大聖堂を思わせる豪ごう奢しやな支柱と、赤い絨じゆう毯たんが王座の元まで続いていた。グシャール帝国の国旗がいくつも天井からカーテンのように垂れ下がっており、王座の背後には王家の紋章が国旗と共に飾られている。全体的に赤を基調とした空間だ。レギンスが床を打つ音を聞きながら、アキトはハミュッツ・オベイロンとして王座まで歩く。

　皇帝はいくつもの剣が刺さった王座で肘をついてこちらを見ていた。

（何だあれ……座ってるだけなのに威圧感半端ないな……）

　なんか、黒いオーラとか纏まとっているように見えるのは目の錯覚なのだろうか。

　皇帝がフルプレートの鎧よろいを脱いだところを見たことがない。他者をテレポーテーションさせる異能、《ジャンプシェア》は肌に直接触れなければ発動できない。よって皇帝を別の場所へ移し、外部からの妨害を防ぐという案は潰れた。

　背後で大扉が閉じたが、問題ない。謁見の間の屋根にはソラが待機しており、扉が閉まると同時にありとあらゆる扉をナノマシンで溶接してくれたはずだ。皇帝の力をもってすれば容易たやすく突破されてしまうかもしれないが、外野を気にする必要はこれで無くなった。

　万が一の時はエイリアンが外野の対処をしてくれる。能力が未知数なので対処できるかわからないが、任せるしかない。

　赤い絨毯の中央を、アキトは王座の前まで歩く。横にはヒマワリもいた。緊張しているのか、ヒマワリは右手と右足、左手と左足が同時に動いていた。

　アキトは王座の前までくると、恭うやうやしく片膝を床について深く頭を下げた。

　何な故ぜかヒマワリも同じように膝をついていてプルプル震えている。

（皇帝から見えてないのに何やってんだこいつは……）

　気が抜けるので、アキトはこれ以上ヒマワリを見ないことにした。

「近衛このえ騎士団団長、ハミュッツ・オベイロン。参上致しました」

　謁えつ見けんの作法は一応記憶にあるが、この皇帝に限っては……。

「堅苦しい。誰もおらぬのだ、適当にあぐらでもかいておけ」

　全くもって、礼節などを重んじる人物ではなかった。だがここであぐらをかくようなハミュッツではない。跪ひざまずき続けていると、気にくわなそうに皇帝が鼻を鳴らした。

「手負うたらしいな。貴様ともあろう者が……腕が落ちたか、ハミュッツ」

「弁明しようもございません。敵の中に妙な力を使う手て練だれがおり、不覚を取りました」

「ほう、敵国の手練れなど討ち尽くしたと思うておったが……あの伝説共の仲間か？」

「恐らくは……先の戦いくさでは、巨人を相手に陛下自らがご出陣なされたとか。近衛でありながらおそばに侍はべられなかったこと……このハミュッツ、誠に遺憾でございます」

「ハッハッハ、余があの程度の畜ちく生しように討たれるものか。貴様などおらずとも造作もなかったわ。気にするな……役目を果たし、よくぞ無事に戻った」

　寛大な言葉に、とりあえず平服しておく。皇帝が王座から立ち上がり、重苦しい足音を立てながら階段を下りてくる。

「──して、手練れの首は？」

　問われて、アキトは一瞬間を置いて答えた。

「……申し訳ございません、仕損じました。一ひと太た刀ち浴びせた後、敵は脱だつ兎との如ごとく……」

　悔しげに拳こぶしを握るハミュッツ……アキトを見て、皇帝は足を止めた。

「それは残念だ……まあよい。いい加減そう下を向くな、顔を上げよ」

　気さくな声で許しを得たため、アキトは言われた通りに顔を上げた。

　この皇帝、やはりハミュッツには甘い。まるでお気に入りのペットのように──

　──ブォン！

　そう思った瞬間、風を押しつぶすような音と共に前髪を何かに斬り落とされた。鼻先に触れるか触れないかの距離に、大剣の切っ先が突きつけられている。

　皇帝はハミュッツに──否いな、アキトに剣を向けていた。




「──貴様、何者だ」




　剣の寸止めをくらい、アキトのこめかみを汗が伝った。

（……いやまさか…………もうバレたのか？）

　いくらなんでも早すぎる。受け答えの際にバレる可能性のある質疑は予想していたが、こんなにも早く粗あらを見破られるとは……。

「貴様がハミュッツ・オベイロンであれば、任務を放棄したりはしない」

　皇帝は迷い無くそう言って退のけた。ハミュッツは皇帝から以下のように命令を受けていた。奇襲部隊を撃滅しろ……言い換えれば、一人も生きて帰すなという命令だ。

　城に帰還したその時から、皇帝はこちらが偽者であることに気づいていたらしい。

　気づいていながら、二人きりになることを良しとしたのだ。

「奴やつであれば、仕損じて生きて帰るなどという選択はしない。一人逃がしたとあれば、任務を果たすために地の果てまで敵を追うのがハミュッツ・オベイロンだ。仮に仕損じ、追う手段を断たれたのだとすれば、奴はおめおめと戻っては来ぬ」

「…………」

「名も無き訪問者よ、詰めが甘かったな。余の白騎士は、貴様のように軽薄ではない」

「…………」

「今一度だけ問う。何者だ」

　アキトは膝をついたまま、大剣の切っ先から皇帝へ視線を移す。

　皇帝の言う通り、詰めが甘かった。記憶が引き継げても感情や思考が引き継がれないという欠点がここにきて効いてきた。ハミュッツ・オベイロンは、今まで任務に失敗したことが一度も無かったため、失敗した時にハミュッツがどう対処するかまではわからなかった。

　やっちまった、と思いつつ、冷めた思考で自分のミスを振り返る。

（あーあ、僕の顔は割れてなかったし、適当に死体を見繕っておけばよかったな……つーか馬鹿正直に手て練だれがいましたとか言わなきゃよかった。でも、それだと帰国が遅れた言い訳ができなかったし……うーん）

　今更考えても仕方無い。詰みというやつだ。

　──しかしそれはそれ、これはこれである。

　なりきるのはいい加減うんざりだったし、アキトとしては逆に望むところだった。

　アキトは静かに、ゆっくりと立ち上がった。

「あわ、あわわわわわ……ア、アァキトさぁ～ん」

　横でヒマワリがプルプルと小動物のように震えている。彼女を横目で一度だけ見て、すぐに皇帝へ視線を戻す。皇帝を見つめたと同時に、アキトは擬態を解いてハミュッツに化けることをやめた。見目麗しい白騎士の姿から、黒い服の白髪の少年に変わったのを見て、皇帝は一度剣を引いた。剣は引けど、隙の無さはハミュッツのレベルではない。剣を突きつけられていなかろうが、何か問題があれば一瞬で殺されるだろう。

　──故にここから先は小細工無しだ。

　アキトは顎あごを上げ、皇帝と対等であることを示すように尊大な笑みを浮かべる。

「残念、失敗か。僕はアキト……あんたの言う通り、あの伝説野郎共の同類だ」

　アキトが言うと、皇帝も低く笑った。

「同類……？　貴様からは奴やつらと同じ匂いはせぬがな」

「そりゃよかった。一緒にされたくないしね」

「もっと矮わい小しようで、もっと劣悪な何かを感じる。貴様からは覇を感じぬのだ」

「覇ねぇ、確かに僕には無縁だ。そんなくだらねぇもん、興味ないよ」

　皇帝の笑い声が止まった。くだらないの一言が気に障ったらしい。

「伝説の者が何用か。貴様らは敵国の加護のためにやってきたのだろう。我が国へ何をしにきた。よもや余を暗殺しようなどと、狡こすい真ま似ねをしにやってきたのではあるまいな？」

「狡い真似をしにやってきたんだよ、最初はね。でもあんたが僕の予想よりもずっと強かったから、正直困ってる。僕じゃあんたを殺すのに苦労しそうだ」

　殺せない、とは言わなかった。今ある異能でも、勝てる確率はゼロ％じゃないからだ。憤慨してもおかしくなかったが、皇帝は逆にその態度が気に入ったらしく、機嫌が直った。

「まあよい……それでアキトとやら。何が望みだ、言うてみよ」

「へぇ、話が早くて助かるね。お察しの通り、あんたと交渉がしたかったんだ」

　二メートル以上はある皇帝を見上げながら、アキトは少しも怯ひるまない。交渉は相手と対等じゃなくなった時点で、相手から優位な条件を突きつけられて終わりだ。無礼に無礼を重ねた上での交渉なのだから、いまさら下手には出ないし、出てたまるか。

　交渉と聞き、皇帝は予想通りだったのか失望したようだった。

「余は和平を結ぶつもりなどない。ブランディアは伝説の加護を得て沸き立っているようだが、一時的なものに過ぎぬ。かの国の疲ひ弊へいはその程度で拭ぬぐいきれるものではない。我が帝国にとって脅威とは程遠いことがわからぬのか？」

「…………」

「貴様は伝説を全員引き連れて余を殺しにやってくればよかったのだ。見誤ったな小僧」

　皇帝が話は終わりだと言わんばかりに、大剣の刃を返す。たとえ戦力が拮きつ抗こうしていようが、この皇帝は和平などという日ひ和よった戦争の結末に同意しない。

　彼は覇王だ。武力で他国をねじ伏せ、手中に収めて支配することこそが本懐。

　もちろんアキトもそれはわかっているし、元々和平など結ぶつもりはなかった。

「僕が交渉しようとしているのは和平じゃない。あんたにブランディアをくれてやるから、その見返りを要求したいだけだ」

　アキトが言うと、皇帝が纏まとっている殺気が弱まった。

「アキトさん!?　それはいったいどういう……！」

　ヒマワリが困惑したような顔で問い詰めてくるが、無視して話を続ける。

「気が変わったかい？　話を聞くつもりはあるみたいだけど」

「いかに伝説と言えども、ブランディアを好きにできる権利があるとは思えん。少なくともあの肥え太った駄王が認めぬぞ」

「王は関係ない。認めざるをえない状況に追い込んでやればいいだけだ」

　皇帝は黙って顎あごに手を当て、アキトを見下ろす。

「…………………ほう……読めたぞ、貴様」

　皇帝はある程度アキトが何を提示しようとしているのか察しがついたようだった。

　この場で、ヒマワリだけがわかっていなかった。

　アキトは口角をつり上げ、手のひらを上に向けて顎を上げた。




「──伝説達を全員、グシャールに寝返らせる。それだけでブランディアは降伏するさ」




　ヒマワリはここまで悪い顔をしたアキトを見たことがなかったのか、ぽーんと目玉が飛び出しそうなほどの驚きよう愕がくを露あらわにしていた。人差し指を立てて、アキトが話を続ける。

「光こう明みようを消し去ってやれば、今のブランディアにとっては致命的だ。しかも加護を与えてくれるはずの伝説が裏切ったとなれば、枯れ枝みたいに兵たちの心は折れるだろう」

　絨じゆう毯たんの上を適当にうろつきながら、視線は横目で皇帝を捉える。

「王が降伏を拒むようであれば暴動が起こるだろうな。あの王は今までそれだけのことをやってきたしね。どう寝返らせるかは心配いらない。あいつらは僕の下げ僕ぼくだ。従うし、従わせるさ。あんたは大船に乗ったつもりで、ブランディアの降伏を受ければいい」

「…………」

「降伏されるのが嫌なら、あの国を好きに攻め滅ぼせばいいよ。僕はそれで構わない」

「──アキトさん！　いくらなんでもそれじゃあ救ったことにはなりませんよ……！」

　アキトは口を挟んできたヒマワリを、黙れと睨にらみつける。

　アキトの視線に、ヒマワリが肩をびくつかせて動かなくなる。

　皇帝は考えを探るように、じっとりとした視線でアキトを睨む。

「……その自信に満ちた顔つき、余が断らぬと確信しているように見える」

「確信してるさ。まあブランディアを落とすだけなら、別に僕らの手を借りなくても簡単だろうけどね。でも、あんたの目標はこの大陸だけじゃないだろ？」

「…………」

「なんてったって覇王様だもんな。あんたは大陸外、海外までも手中に収めなければ気が済まないタイプだ。違うか？」

　皇帝のそばまで戻ってきて、アキトが指先を向ける。

「海外を攻めるとなれば、戦力が必要だろ。砦とりでを攻めまくってるからもう知ってると思うけど、僕ら六人は馬鹿みたいに強いぞ？　小国なら三日、大国であろうとも七日で滅ぼせる。一応ブランディアの兵士達も無血を心がければある程度兵力として吸収できる。あんたの全うな統治を知れば、そう長い時間をかけずに兵も民も味方についてくれるはずだ」

「…………」

「それでも不満なら技術提供も惜しまないよ。あんたらが一〇〇年経たっても実現できない兵器の作り方を教えてやる」

「…………」

「すごいぞ、遙はるか未来の技術は。あんたらが巨人だと思ってたやつは、実は生物じゃなくて兵器なんだよ。今後グシャールはああいうのを量産できるようになるんだ」

　アキトはグシャール帝国にとってメリットにしかならないことを吐き連ねた。

「つまり要約すると、この交渉を受ければ世界はあんたのものになるってことさ」

　もちろんこんなものははったりだった。アキト達にグシャールの未来に貢献できるだけの時間は無い。だが目的さえ果たせればはったりで十分。後のことは知ったこっちゃない。アキトは顔をぬっと皇帝の前に突き出し、うすら寒くなるような笑みを浮かべた。

「以上が、あんたにくれてやれる全すべてだ。他にも何か入り用でしょうか？　皇帝陛下」

　最後の「皇帝陛下」は、自分達がそちら側につく用意があるという意思表示だった。皇帝は数秒黙った後、喉のどの奥からわき上がるように笑い声を上げた。その笑い声はやがて謁えつ見けんの間を揺るがすほど大きくなり、皇帝は背を向けて王座まで歩き、腰を下ろした。

　そして肘をつき、最初の姿勢に戻る。

「そちらの要求を言うがいい」

　食いついた。問題はここからだ。後の問題は、この皇帝が防御を取るか攻撃を取るか。

　アキトは笑みを消し、目を細め、真剣な顔で要求する。

「……『結界の巫み女こ』を、僕に委ねてほしい」

　皇帝は同じ姿勢のまま動かなかった。しかし視線が語っている。それは難しい、と。

「安心してくれ。誓って、結界の力を利用して裏切ろうなんてことは考えていない。僕らがこの世界にやってきたのは、あの力を今後一切使わせないためなんだ」

「ほぉ、それは何な故ぜか？　何故そんなことをする必要がある？」

　皇帝の余裕の態度に嫌な予感がしたが、アキトは続ける。

「ブランディアが今、未み曽ぞ有うの天災のまっただ中にいることは承知しているだろう。あれは結界の力を使いすぎたせいだ。このまま使い続ければ、いずれグシャールも──」

「──水は涸かれ、大地は腐り、疫えき病びように冒され、国は滅びる。それがどうした？」

「…………」

　やはり、皇帝はわかっていて『結界の巫女』を利用していたのだ。

　滅びの原因を教えてやることはアキトにとって最強のカードだった。

　ハミュッツの記憶から懸け念ねんはしていたが──この皇帝は覇道にしか興味がない。

　良質な統治は、世界を侵略するための手段でしかなかった。

　世界を手に入れるためならば滅びなど気にしない……紛まぎれもないラスボスなのだ。

　逆に覇道にしか興味が無いからこそ、一いち縷るの望みがあったのだが……。

「巫み女この生み出す結界は、余の力であろうと突破することのできぬ絶対防御だ。国を結界で覆えば領土を侵害されることはない。あの力はそう易やす々やすと手放せるものではない」

　アキトが奥歯を嚙かみしめ、戦いに備えようとした──その時。

「しかし──！」

　皇帝は肘掛けから手を放し、横に置いていた剣を──王座の前の床に突き立てた。

「覇道とは防御にあらず！　攻撃であり叩たたき潰つぶすことであり、そして奪うことだ……！」

　興奮した様子で、皇帝は兜かぶとの中で赤い瞳ひとみを輝かせた。

（……よし……！）

　アキトは笑みを浮かべた。ギャリオン三世はこういう人間だ。殻に閉じこもって敵からの侵略を恐れるような王ではない。ハミュッツの記憶もそう語っていた。

　四将を失った皇帝にはそれに代わる将が必要。そのポジションにアキト達を置けるならそれに越したことは無い。これで、巫女を手に入れるという目的が果たせる。

「よかろう、アキトとやら。余は防御と攻撃であれば後者を選ぶ。ただしブランディアの占領が済んでからだ。まずは示してもらうぞ、貴様らの忠誠と力を」

「もちろん。僕らだけでブランディアを落としてみせましょう。それでよろしいか？」

　満足そうに頷うなずいて、皇帝が王座に背を預けた。

　──これでいい。今のブランディア程度ならアキト達でも一日あれば王都を落とせる。あの国がどうなろうがアキトは知ったこっちゃない。皇帝を担いで巫女を手に入れることさえできれば、とりあえず世界の滅びだけは避けられる。格好だけでも忠誠を誓う振りをしなければと思い、アキトの片膝が床につこうとした、その時──

「ブランディアを落とした暁には、貴様にコレをくれてやる」

　皇帝がゆっくりと右手を挙げた。皇帝の動きと連動するように王座の後ろの暗幕が、舞台装置のようにガラガラと音を立てて開いていく。

　アキトは下げようとしていた頭を上げて──ソレを見た。

「────」

　暗幕の向こう側にあったのは、巨大な水槽だった。王座の背後の壁一面が水槽になっており、ガラスの向こう側は薄緑色の液体で満たされている。

　そしてその中央に、ソレは浮かんでいた。手足をもがれ、瞳を奪われた黒髪の少女だった。全すべての自由を奪われた少女が、水槽の中に浮かんでいる。

「これが、巫女さん……？　どうしてこんなこと……ひどい……あんまりです……！」

　ヒマワリが顔を青くして、口を押さえながら後ずさる。

　これが『結界の巫み女こ』であることは、もはや疑いようもないだろう。

　──力を恐れられ、施設に閉じ込められていたユウヒの姿がアキトの中でフラッシュバックし、水槽の中で揺れる巫女と重なる──

　頭のてっぺんから急激に体温が下がっていくのがわかった。勝利の可能性へのわずかな喜びも、騙だまされた皇帝への嘲あざけりも、何もかもが冷めていく。変わりに黒い感情が、冷気のように足先から昇ってくる。その感情は、懐かしくも苦痛に満ちていた。

　世界の破滅を背負い、利用された挙げ句に全すべてを奪われた少女を前にしてアキトは、

　──今までのプランを全て放棄すると決めた。

　皇帝は王座に座ったまま、鎧よろいの上から装着している金色の腕輪を指さした。

「この腕輪が『結界の巫女』の力を制御している。腕輪は渡さん。渡すのは巫女だけだ」

　皇帝は腕輪から、今度は水槽の中の少女を指さした。

「案ずるな、これでもまだ生きておる。ブランディアの駄王めは、巫女を無む理り矢や理り従わせるためにこの腕輪を作ったらしい。なかなか使い勝手がよかったが……滅びを招くだの、結界は神聖なものだの、巫女は口やかましくてのぅ。余が無駄な部分をそぎ落とすことで、ようやく完かん璧ぺきな結界装置として役立ったわ」

「…………」

「だが貴様のおかげで目が覚めた。コレももはや無用の長物。我が覇道を正してくれたことに礼を言うぞアキト」

　くつくつと、皇帝が肘をついて笑う。アキトにはその笑い声など耳に入っていない。ただ水槽の少女を見上げて、黙っている。

「……どうしたアキト。気でも変わっ──」

「──黙れ。お前、踏んだぞ、皇帝」

　見上げたまま、アキトが重く、太い声で言った。皇帝は微かすかに首を傾かしげた。

「踏む？　何をだ」

　アキトが見上げるのをやめて、皇帝へ向けてゆっくりと視線を下げていく。

　そして、前髪の間から、赤黒く濁った瞳ひとみを皇帝へ向けた。




「──お前は今、僕の地雷を踏んだ……！」




　──ドクン……！

　鼓動のような音と共に謁えつ見けんの間が揺れ動き、アキトの周りに黒い風が巻き起こる。

「アキト……さん……？」

　パラパラと天井から埃ほこりと木片が落ちてくる中、黒い風に髪を煽あおられながら、ヒマワリは見た。アキトの首につけられた能力を制御する首輪に、ピキリと罅ひびが入るのを──。

　ペナルティの解除条件は、ヒマワリの言っていた通り、『救おうとする意志』だった。それはアキトが言っていた通り、悪であるラスボスが抱くことが一番難しい意志だ。

　アキトはその意志を──今この時に抱いたのである。

　途方も無く歪ゆがんでいようとも、それは紛まぎれもなく救おうとする意志だった。

「……ダメです……！」

　けれど、その意志が世界のためになるとは思えなかった。彼が救おうとしているのは世界ではなく巫み女こ一人。何よりも、その救おうとする意志には憎しみが込められている。

　止めようと駆け出した瞬間、黒い風がアキトの中から一気に溢あふれ出した。

「邪魔するな……！」

「アキトさん！　憎しみで救おうとしないでください！　それだとまた──！」

「うるさい！　優しさで救えなかった奴やつが指図するな！」

　アキトから拒絶され、ヒマワリは怯ひるみつつも悲しそうな目で彼を見た。

　その顔を見ないように、アキトは前を向く。

「エイリアン、ソラ！」

　アキトが呼ぶと、天窓を破って二人が降ってくる。二人は着地すると同時に皇帝を見た。皇帝はマントで風を防ぎつつ、アキトの力を前に動じることなく立っていた。

「ヒマワリを連れてここから退避しろ……！」

「アキトは？」

「僕は……こいつを、殺す！」

　ソラがアキトに手を伸ばそうとする。

「……ソラも」

「邪魔だ！　行け！」

　明確な拒絶を受けて、ソラの手が止まる。顔は無表情で怯おびえた様子も無かったが、ソラはガラス玉のように透き通った目でアキトをじっと見つめた。アキトは視線を返そうとしない。ソラが背を向けると同時に、エイリアンがヒマワリを無む理り矢や理り抱きかかえた。

「待ってください！　アキト！──アキトさぁぁぁぁん！」

　エイリアンが跳躍し、天窓から外へ出て、ソラもその後を追う。三人の気配が去って行くのを感じながら、アキトは皇帝と対たい峙じした。皇帝は王座についたまま、変わらずそこにいる。今は冷ややかに、見下すようにアキトを見ていた。

「……何が気に障った？　その怒りの発端、よもや巫女の扱いに対してではあるまいな」

「僕はもうあんたと交渉するつもりはない。巫女も奪うし、あんたの命も奪う」

「その強奪の意志には覇を感じぬ。わからぬな、巫女の一族は一子相伝、親族というわけでもあるまい。何の所縁ゆかりも無い貴様が、何な故ぜコレにそこまで拘こだわる」

　皇帝は投げ出していた足を引き、膝の上に両手を置く。

　アキトは黒い風を纏まといながら、髪を逆立てた。

「巫み女このことなんてどうでもいい……この世界も、帝国も王国も、あんたにも興味は無い……死のうが生きようが知ったことか」

「では何な故ぜ怒る。余にはわかるぞ……貴様の生き方はどうあがいても悪だ。それがいまさら正義を掲げるのか？　たかが小娘一匹のために」

「誰かのためなんかじゃない。僕はもう、誰かのために戦ったりなんかしない。守りたい人も、救いたい人も、僕にはもういない」

「ほう……では、貴様は何のために余に刃向かおうとしている？」

　皇帝が王座の前に突き刺さった剣の柄つかに手をかける。対するアキトは両手の拳こぶしを握った。

「自分のため、戦う理由はいつだってそれだけだ。殺す理由？　そんなもん、あんたもラスボスならわかるだろ──！」

　アキトが勢いよく顔を上げ、右目は大きく見開き、左目でひたすらに睨にらみつけながら、皇帝を指さした。世界を救うヒーローの真ま似ね事ごとはもうやめだ。今この時、この瞬間をもって、自分はラスボスとしてこの世界のラスボスと対たい峙じする。

　そして異能の王、《ロストナンバー》のアキトは、戦う理由を口にした。




「──気に入らねぇ、ただそれだけだ！」















　その言葉が示す通り、彼は疑いようもなく悪だった。多くの人間を殺し、悲劇を生み、苦しみを世界に与えた。理由はある。愛する人を奪われたからだ。

　けれどその愛する人はもういない。だから理由にはしない。人間を殺すのも、世界を壊すのも、いつだって自分のためだ。このどうしようもない怒りのためだ。

　アキトがどうしても許せないのは──この王が。この皇帝が。このラスボスが。

　一人の少女を利用し、世界を破滅へ追いやろうとしていることだ。少女が望んで得たわけでもない破滅の力を利用し、自由を奪い、意のままに操っていることだ。

　世界を救うため、世界を手に入れるため、世界を破滅させるため。利用する理由なんかどうでもいい。善だろうが悪だろうが関係ない。アキトにとってそれは全すべて同じことだ。許せないのはただこいつがあの少女を、あの時のユウヒのように、あの時の世界のように──生きる権利を踏みにじっていることが気に入らない。

　正当性？　矛盾？　お前だって人を散々踏みにじってきた？

　お前のような奴やつにそんなことを言う資格は無い？

（──ラスボスの知ったことか、そんなもん！）

　束つかの間まに過よぎる自問を、アキトはいつも通りに吐き捨てた。

「ふふ……ははははは……気に入らない……そうか！　なるほど確かに、であれば納得だ。気に入らないものは力をもって踏みにじる……余の覇道もまさにその通り、気に入らないから支配することだ。まったくもって、道理だな」

　皇帝がゆっくりと立ち上がり、床から剣を引き抜いた。

　同時に彼の剣に漆しつ黒こくの紋様が浮かび上がり、黒き稲光があふれ出す。

　皇帝は稲光ごと剣を振り払い、黒のマントをはためかせた。

「よかろう……ならば貴様のその覇道いかり、余の覇をもって踏みにじってやろう……！」

「やれるもんならやってみな……クソ皇帝……！」

　黒き風と稲妻は混じり合うことなく、反発し合いながら互いの領域を奪い合うように拮きつ抗こうした。首輪に罅ひびが入っただけで、アキトのペナルティはまだ完全に解除されたわけではなかった。アキト自身、何を基準に解除されたのかよくわかっていないが、解除された能力は五〇程度。単純に、完全な状態の二〇分の一だ。

　拮抗していた二つの力に変化が生じる。皇帝の稲妻が優勢となり、謁えつ見けんの間を一気に埋め尽くした。戦場に魔法使いがいなかったことからわかるように、この世界の魔法は派手で強力なものは存在せず、付与魔法が基本だ。できることと言えば刃物の切れ味をよくするだとか、鎧よろいの強度を上げるだとか、身体能力を一時的に向上させるだとかその程度。極めて熟練の魔法使い、魔法剣士以外は魔法に頼るという発想自体が存在しない。

　──皇帝はそのごく一部の遥か上を行くバケモノだ。

「ゆくぞ──！」

　先に動いたのは皇帝だった。床を蹴けり、大剣をアキトの頭上目がけて振り下ろす。

　皇帝の剣がアキトの目の前で緑色の薄い膜と激突する。№８３２《リジェクションフィルム》、バリア状の異能だ。核兵器にも耐えられるらしいが、本当かどうかは知らない。

「ぬ……！　魔法ではないな……！」

「言ったろ、僕もあんたの世界じゃ規格外だ……！」

「面白い！　だがこのギャリオンに盾で挑むとは、笑止！」

　ビキリと異能のバリアに罅ひびが入る。なるほど皇帝の一撃は核兵器以上らしい。まったくどうなっているんだこの王様は、単騎で他国を滅ぼせるのではなかろうか。

　しかし、そういう存在であるのはこちらも同じこと。アキトが両手を腰だめに構え、手の平に光の塊をため込む。皇帝はアキトの動きを警戒したのか、後方へ飛とび退のいた。

　──ドヒュッ！　アキトが両手を突き出すと、細いレーザーのようなものがバリアを突き破って放たれた。レーザーは謁えつ見けんの間の壁を突き破り、遙はるか彼方かなたまで伸びていく。皇帝は身体からだを反そらしてレーザーを回避したが、アキトが腕を振るうとレーザーの光の線がそのまま剣のように横薙なぎに皇帝へ迫った。

　皇帝は大剣で防御するも、レーザーの勢いに押されて地面を滑るように吹き飛ばされた。

　アキトにより振り切られたレーザーは、謁見の間そのものを斜めに切り裂いた。水槽が割れて液体が滝のように溢あふれ出し、城の最上部にある謁見の間そのものが地鳴りのような音を立てて崩れ落ちる。皇帝は吹き飛ばされた勢いで床を転がりながらも体勢を元に戻し、傾きながら地上へとずり落ちていこうとする謁見の間の上部を見上げた。

「フハハハハ！　やりおるわ！　妙な力だ、面白い！」

　天井が地上へずり落ちて、青空が現れる。日差しが謁見の間に降り注ぐ中、アキトは皇帝へ一気に詰め寄った。手に指ぬきグローブ型の手袋を出現させ、固く拳こぶしを握りながら思い切り腕を振りかぶる。№38《マウンテンバスター》。この手袋をはめた一撃には、文字通り山をも砕く威力がある。

「──ァァアッ……！」

「格闘──意外だな、小僧！」

　身体を一回転させ、アキトが拳を放つ。皇帝もまた、大剣をアキトの拳目がけて振るう。衝突と同時に凄すさまじい衝撃波が城全体を揺るがした。

　相そう殺さい。衝撃により互いに後ずさりながらも足を踏ん張り、再び前へ。幾度となく拳と剣が交わされる。打ち合う度に空気が破裂し、衝撃音は城中に轟とどろいた。これだけの騒ぎになれば城中の兵士が集まってくることだろう。長くは戦っていられない。アキトには格闘の心得などないが、動体視力を向上させる異能と身体機能を向上させる異能を併用して、どうにか皇帝の動きに追いついていた。これだけやっても皇帝には勝てない。アキトはこういう戦いには向いていないし、経験も浅い。

　本来の戦い方ではなかったが、アキトはあえてこの泥臭い戦いに真っ向から挑んでいた。

「吼ほえるだけあるではないか！　余と争い、これほど長く戦えた者は貴様が初めてぞ！」

「こんな泥くさい戦い、こちとら趣味じゃないんだよ！　あんたにやっておかなきゃ気がすまないことがあるから殴り合いやってんだ！」

「ほほう！　余をどうしようというのだ貴様はッ！」

　アキトが拳こぶしを引き、後方へ瞬間移動する。№４４２《ポイントシフト》、一メートル限定での瞬間移動。皇帝の振り下ろされた剣が空を斬ろうとする瞬間、アキトは別の異能を発動。赤い靴の形をした異能──

「わかんねぇのかよ──！」

　──№39《スターダストカウンター》。その名の通り、流星ほしくずを空へ蹴けり返す異能だが、蹴りそのものに殺傷能力は無い。効果はただ無機物を超高速で遙はるか彼方かなたへ蹴り飛ばすだけだ。アキトは思い切り皇帝の大剣を高く蹴り上げた。この異能で蹴られたものは、どういう力が働いていようが持ち主の手を離れて吹き飛ばされる。

　剣は回転しながら上空へ吹き飛び、空の彼方、恐らく成層圏まで吹き飛んでいった。

　さすがの皇帝もこれには驚いたらしく、動きが一瞬止まった。

「やらなきゃならないのは──」

　アキトは蹴り上げた足を瞬時に引き戻し、ジャンプと同時に再び腕を振りかぶる。

「──お前を一発、ぶん殴ることに決まってんだろうがッ！」

　そして皇帝の側頭部を、宣言通り思い切りぶん殴った。

「ぬ、ぐぉぉ───！」

　甲高い衝撃音と共に、アキトの拳が皇帝の兜かぶとに叩たたき込こまれる。魔法による強化で、恐らくこの世界の何よりも硬い物質と化した皇帝の兜に罅ひびが入り、わずかに砕ける。アキトの拳は兜を突き破り、確かに皇帝の側頭部を直撃していた。

　初めてダメージらしいダメージが入った。アキトはざまぁみろと言わんばかりに笑みを浮かべたが──皇帝は吹き飛ばされることなく足を踏ん張り、割れた兜の隙間から緋ひ色いろの瞳ひとみでアキトを睨にらんだ。まるで蛇のように、皇帝の腕がアキトの頭に伸びる。アキトに避よけることなどできるはずもなく、巨大な片手で頭を丸々摑つかまれてしまった。

「……今……余の……皇帝の頭を……」

「ぐ……！」

「──殴ったか貴様あああああああああああああああッ！」

　皇帝はそのままアキトの頭をボールか何かのようにぶん投げた。アキトは弾丸のような勢いで謁えつ見けんの間の壁に叩きつけられ、身体からだが壁にめり込んだ。

　たまらず血を吐く。身体強度は異能で上げていたため、これでもかなり頑丈な身体をしているはずなのにダメージは深刻だ。現状、自分自身を回復させる異能は無い。

　アキトはどうにか壁にめり込んだ身体からだを引き抜き、床に倒れた。

「ふん……投げ飛ばしただけで瀕ひん死しではないか。武器を奪い、油断したと見える」

　皇帝が右手を空へ掲げる。手の平を開き、力をため込むように震わせる。

　すると、ものすごい勢いで遙はるか上空から何かが降ってきた。

「残念だったな。たとえ地の果てにいようとも──我が愛剣は懐へと戻る！」

　異能で吹き飛ばした大剣だ。皇帝は降ってきた大剣を摑つかむと、そのままの勢いで横薙なぎに振るい、再び黒い稲妻を迸ほとばしらせた。

　アキトは床に這はったまま、苦しげに息を吐く。そのザマを皇帝は見下した。

「どうしたアキトよ。貴様の力はその程度か？」

　アキトは床に手をつき、震えながら立ち上がった。

　足元がおぼつかないが、アキトは口元の血を拭ぬぐう。

「冗談……これからだ。僕の戦いは、まだ始まってもいない」

「ふん、負け惜しみを」

「いいや違う。ここからが……」

　ゆっくりと顔を上げ、皇帝を指さす。

　アキトの瞳ひとみを見て、皇帝は──




「ここからが──悪虐ラスボスの時間だ」




　──ほんのわずか、怯ひるんだ。

　アキトの瞳があまりにも暗く、あまりにも狂気に満ちていたからだ。皇帝が稲妻を纏まといながら剣を構える。アキトが一歩、二歩と皇帝に向かって歩み寄る。

「忠告しとくぜ。今から一〇秒間……あんたは絶対に僕を殺すな」

　皇帝が意味がわからないという反応を示すが、アキトは続ける。

「絶対に、何があっても僕を殺すなよ。殺せば……お前の負けだ」

　アキトはそう言いながら、足元に転がっていた折れた剣を拾い上げ、柄つかを握った。

　そのまま剣を勢いよく投げ、皇帝が剣を刃ごと摑んで止めた。

　皇帝が、剣を見る。この折れた剣は、ハミュッツの剣だ。

「これ、あんたに渡せってさ」

　皇帝は摑んだ剣に視線を落とす。純白の、中程から折れた美しい剣を。

「磔はりつけにされて犬に食われながら、あんたに返してくれって懇願してきたから、目の前でへし折ってやったよ」

「……────」

　アキトはゆっくりと口の端をつり上げていきながら、皇帝に中指を立てた。

「弟からの遺言。痛い、助けて姉上様～、だとさ──ギャハハハハハッ！」

　舌を見せながらハミュッツの死に様を下品に笑う。

　よくある話だった。前皇帝が奴隷に産ませた、皇帝の腹違いの弟。それがハミュッツ・オベイロンだ。里親が死に、ずっと気にかけていた皇帝は彼を鍛え、自らの騎士にすることでそばに置いていたのだ。

「……っ……──！」

　皇帝は──

「──おのれぇぇえッ！」

　初めてアキトの前で悲しみを露あらわにし、絶叫しながら突っ込んできた。稲妻を纏まとった剣による突きが放たれ、アキトの身体からだを貫く。

　その瞬間──アキトは笑った。

「終わりだ、ギャリオン三世」

　アキトを貫いたその直後、

　──バリィィィィィィン……！

　突然皇帝の視界が、ガラスのように砕け散った。

「!?……なんっ……だ……これは……！」

　皇帝はいつの間にか真っ暗闇の中に立っていた。何も見えず、何も聞こえない本当の闇の中で、皇帝は途方に暮れる。視覚と聴覚だけでなく、嗅きゆう覚かく……どころか、触覚までも失われていた。まるで肉体を失ったかのような浮遊感を感じながら、皇帝は固唾かたずを吞のむ。

《異能は強力なものほど使うのに条件が必要だったり、リスクがあったりするんだ》

　頭の中で声が聞こえて、皇帝は剣を振り払った。無論、結果は闇を斬っただけだ。

《この異能は発動する条件が面倒だ。『相手に一〇秒間、ある行動をするな』と命令した上で、一〇秒以内にその行動をさせるように仕向けなくちゃならない。種がわかっていれば少しも怖くないけど、異能を知らないあんたには効こう果か覿てき面めんだったな》

「……どこにいる！　姿を現せ、貴様！」

《あんたが見えていないだけで、僕は目の前にいる。五感を全て奪われた感想は？　巫み女こと同じ状態にさせられた気分はどうだい？》

　皇帝は剣を振るうが、振るった感触もなければ、何かを斬った感触も無かった。

《残念、外れ。それで感想は？　聞かせてくれよ、皇帝陛下》

「黙れ外道が！　この皇帝が……ギャリオン三世が姿を現せと言っているのだ！　姿を見せよ！　そして跪ひざまずけえええええ！」

　がむしゃらに剣を振るう皇帝に、アキトはため息を吐ついた。

《往おう生じよう際ぎわが悪いな。いいぜ。なら、戻してやるよ》

　瞬間、皇帝の視界が、不意に元に戻った。

　その時皇帝が最初に見たものは、

「ッッッッ!?」

　宙に放ほうり投げられたナイフを、今まさに蹴けり飛ばそうとするアキトの姿だった。

　──こいつを殺すのに、派手さはいらない。焼き尽くす炎も、山をも砕く拳こぶしも、城を斬り裂くレーザーも必要ない。必要なのはこの一瞬の隙と、今の自分の殺意のような、一直線に死をもたらすだけの力でいい。

「──ッ！　結界よ、余を守れ！」

　戦慄する皇帝が腕輪を輝かせ、即座に結界を張らせる。絶対の防御を実現する、皇帝ですら突破することができない障壁が、アキトと皇帝の間を瞬時に隔へだてる。

　──そんなものに意味はない。アキトの力は、この世界の理ことわりから逸脱しているのだから。

　皇帝。お前は誰かに詫わびる必要も、罪の意識を感じる必要もない。お前は何も悪くない。

　悪いのはこの僕だ。この、僕だけだ。

　だから──さあ、死ね。ただひたすらに死ね。

「喜べ。あいつと同じ力で殺してやる」

　皇帝が割れた兜かぶとの中で目を見開く。

　刹せつ那な、アキトはナイフの柄つかを、赤い靴の異能で皇帝へ向けて蹴り飛ばした。《ジャック》と《スターダストカウンター》の合わせ技。万物を切断するナイフを、流星を蹴り返す靴で蹴り放つ。光のような速さで、ナイフは真まっ直すぐに結界を貫き、そして──

　──カッ。

　それは終わりと呼ぶには、あまりにあっけない音だった。ナイフが皇帝の心臓を鎧よろいごと貫き、音速を保ちながら遙はるか遠くの地平線へ消えていく。

「…………」

　皇帝は無言で心臓に手を当て、そのまま膝をついた。貫通した鎧の隙間から、血がだらだらと流れ出る。皇帝が項垂うなだれると、兜が脱げて長いブロンドの髪が垂れ下がった。アキトは皇帝のそばまで行き、彼女を冷ややかに見下ろした。

「……余は……まだ死なぬ……死ねぬ……」

　迷子の子供のようなか細い声だ。同情などしない。そんな心、持ち合わせてない。

「いいや。終わりだ。あんたは死ぬ」

「駄目だ……死なぬ……この世を……全すべて支配するまでは……」

「諦めろ。死ね」

「……素直な世界を……作る……約束したんだ……弟に……」

　アキトはうずくまる皇帝を見下ろしながら、眉み間けんに皺しわを寄せて奥歯を嚙かむ。

「やめろ。そういうのウゼェんだよ」

「約束したんだ……ハミュッツと……何をしてでも……世界を、支配……すると……」

「…………」

「男も女も……関係ない……家も……血筋も……地位も……関係ない……力だけが、強い者だけが正しい……世界を……」

　悲痛な声だった。今までの尊大で不遜で高慢な皇帝の威厳など、もう彼女のどこにもなかった。儚はかなくも狂った夢を語る、ただの人間だった。

　やめろ。泣き言なんか聞きたくない。皇帝が間違っていたとも正しかったとも思わない。ただの敗者だ。勝者の僕から言うことは何もありはしない。

　皇帝の横を通り過ぎる。転がっていた折れた剣をわざと少しだけ蹴けった。剣は皇帝のそばまで転がり、彼女の視線の先で止まった。皇帝が剣を大事そうに拾い上げ、胸に抱く。

　──ハミュッツ……ごめんよ……。

「…………」

　それがグシャール帝国軍を率い、大陸を統一しようとした皇帝の、最後の言葉だった。

　巫み女こを救い、皇帝にブランディアを攻めさせ、大陸を統一させることがアキトなりに考えた戦争の終わらせ方だった。それがこの世界にとって一番まともな結末だったからだ。ブランディアの国王は暗君だが、皇帝は覇王であろうとも統治自体はまともだった。少なくとも一週間で行える、考え得る限りで精一杯の世界の救い方だった。ラスボス達がいなくなった後も、少しばかりの間は安泰だったに違いない。皇帝が生きてさえいれば──

　台無しにしたのはアキト自身だった。

　結局激情に任せるしか能が無い。他の駄スボスを馬鹿にできるような立場じゃなかった。

　自じ嘲ちようしろ、いつもみたいに「これが僕だ」って嫌いや味みたらしく胸を張れ。予定通りにいかなかったからって何が変わるわけじゃない、滅びから世界を救えたんだからもういいだろう。世界も少女も両方救ってハッピーエンドなんて、そんなの贅ぜい沢たくだ。

　何が更生だふざけるな。神が僕を否定したって構うもんか。そう自分に言い聞かせる。

「……そうさ……失敗したからなんだっていうんだ。僕は復活なんてご免だし、ユウヒだってやり直すことを望んでない……僕と同じだ……」

　アキトは割れた水槽の近くで横たわる結界の巫女のそばで膝をつき、彼女を抱き起こしてから額に手を当てた。異能を発動し、巫女の身体からだを癒いやす。失われていた手足や、眼球なども全すべて元通りになった。№67《エクスチェンジ》……雪の中を逃げる時までに覚えていれば、ユウヒが死なずに済んだ異能だった。

「………………くそ……ッ」

　巫女を治している間、脳裏にいろいろなものが過よぎった。ヒマワリの涙、ハミュッツの顔、ギャリオンの死に際の言葉、トウヤの絶句、そしてユウヒの笑顔。

　また同じ事を繰り返したと、頭の中で声がする。いつもそうだ。誰かを殺す度、誰かを裏切る度、何かを壊す度に声がする。また繰り返すのかという、自分自身の声が──

　そして最後にはいつも、

『世界を、守って……？』

　あの時の、ユウヒの声が頭の中で何度も繰り返されるのだ。その度にアキトの胸は締め付けられる。自分はユウヒの期待を裏切り、世界を滅ぼしかけた。

　彼女の願いを踏みにじったのだ。自分の怒りを優先して──

『お前は何もわかってない！　お前はこの世界を……あいつが大好きだったこの世界を、取り返しがつかないほどに破壊したんだぞ！』

「うるさい……黙れよ……！　お前にそんなこと言う資格は無い……！」

　トウヤの言葉に頭痛を覚え、アキトは頭を抱えた。

　正しさなど捨てたはずだった。道理など自分の激情だけで十分だった。

　そのはずなのに……どうして今、こんなにも自分の世界の記憶が蘇よみがえる？

　……どうして自分の世界のことを想おもうと胸が苦しくなる？

　………………どうして……！

「……泣いて……いるのですか……？」

　不意に声がしてアキトは顔を上げた。傷を癒いやしてやった巫み女こが瞼まぶたを開き、腕の中でアキトを見ていた。水槽の中ではよくわからなかったが、黒髪の美しい少女だった。

　アキトは頭かぶりを振って、いつものふてくされたような顔で巫女を見下ろした。

「一応確認する。お前が結界の巫女だな？」

「はい……どうして、泣いているのですか……？」

「お前には関係ない。それより、自分の状況わかってるか？」

「はい。見えずとも……ずっと感じていました……」

　巫女はこれまでのことを全すべて把握していたらしい。彼女の力は本来、全てを見通し、導く力なのだと巫女はアキトに話した。アキトにはいまさらどうでもいいことだった。

「あなたが……私を救ってくれたのですね？」

　アキトは上着を脱いで巫女にかけてやった。

「身体からだは元に戻してやった。皇帝も殺したし、腕輪も破壊する。あんたは自由だ」

「ありがとうございます……これ以上私の力を使えば、世界は……」

「言わなくてもわかってる」

　これ以上礼なんか言われるのは嫌だった。そんなつもりで助けたわけじゃないからだ。結局アキトはこれっぽっちも世界のことなんか考えていなかったし、巫女を助けたのも自分のトラウマのせいだ。自分のためにやったのだから、礼など言われる筋合いはない。

「……助けてもらった上に烏お滸こがましいとは思いますが……お願いがあるのです」

　巫女がアキトの服の袖に手を伸ばし、摑つかんだ。黒真珠のように美しい瞳ひとみが見つめてくる。

「どうか、私を殺し──」

「ざけんな、断る。死にたいなら自分で死ね」

　言い終える前に、アキトは巫み女こを睨にらみながら言った。巫女は瞳ひとみを揺らし、視線を下げた。

「……できるならば、既にやっています。私の力はこの世界にあるべきではないのです。巫女としての血脈を断てば、国が力を利用することはなくなります。だからどうか！」

「死ぬ意外にも、力を使わずに済む方法はある」

　その言葉に、巫女は一瞬呆ほうけた。アキトは巫女の額に人差し指を当て、目を細めた。

「──僕の力で、結界の力の使い方ごとあんたの記憶を全部消す。あんたはまっさらな状態で自分の人生を歩めばいい」

「……そんなこと、不可能です……！」

「僕ならできる。大陸の辺境に戦争で子供を失った老夫婦を探し出した。お前はそこの子供になるんだ」

　アキトがソラに環境調査と同時にやらせていたことがこれだった。巫女を保護した後の里親を探すこと。皇帝を殺すことになるとは思わなかったが、巫女を攫さらった後のことはちゃんと考えていた。里親の記憶を一部改ざんする必要があるが、この少女は新しい人生を送ることができる。子を失った里親も、兄妹きようだいがいたことにすれば悲しみも癒いえるはずだ。

　キリシマが言っていたように、巫女を殺せば全すべては解決するし確実だ。しかしアキトにだってやりたくないことはある。ユウヒのような境遇の人間を、殺したくはなかった。

「異能で顔も変える必要もあるけど、死ぬよりはいいだろ……」

　自分で言っておきながら、自己嫌悪しそうになった。言ってしまえばこれもリセット、やり直しだ。彼女の巫女としての人生を否定することになる。根本的には死ぬのと何も変わらない。アキトは、巫女から目を逸そらした。

「……賛成するなら面倒見る。嫌なら勝手に死ね」

「…………」

　巫女は自分の胸の上で、祈るように両手を合わせた。

　涙が一粒、少女の頰を伝った。

「いいのでしょうか……私が人並みの生活など……その資格があるのでしょうか」

　アキトはその言葉を肯定と受け取り、再び巫女を見た。

「人並みの生活をするのに資格がいるかよ。別にいいだろ」

「……本当に、いいのでしょうか……」

　煮え切らない巫女に舌打ちして、アキトは巫女の額に当てた指でデコピンをした。巫女が目を瞑つぶり、眉を八の字にする。

「いいんだよ……好きに生きて好きに死ね。誰も許さなくても、僕は許す」

　ぶっきらぼうにアキトが言うと、巫女は瞳を揺らし、ポロポロと涙を流しながら、小さく頷うなずいた。アキトが巫み女この額に手を当て、巫女が目を閉じる。

「あ、あの！　最後に、一つだけ……お願いしてもよろしいでしょうか？」

「っ、今度は何だっ。締まらないだろうが……！」

　アキトがイライラし始めると、巫女が困ったような視線を向けてきた。

「私のせいで始まってしまったこの戦争を……終わらせてくださいませんか……？」

「…………」

「あの皇帝を倒すほどの力をお持ちのあなたになら……できると思うのです」

　巫女がアキトの手に自分の手を重ねる。

「どうか……この世界を、救ってください……」

　頭の中で再びユウヒの声がした。

　──世界を、守って──

　今思うと、なんて自分勝手なお願いだとアキトは思う。

（……あの時は、約束を守らずに捨てちまったけど……）

　アキトは小さく苦笑した。あの時とは違う。ユウヒの時とは違う。何な故ぜならばあの時と違って、アキトには力があるからだ。世界も少女も、両方救えるだけの力が──

「……記憶、消すぞ」

　アキトの指先が熱を持つ。巫女は再び目を閉じた。異能が発動し、巫女から記憶を奪っていく。奪った記憶がアキトの中を通り過ぎ、消えていく。彼女の記憶には痛みと悲しみしか無かった。幸せな記憶など、何一つ無かった。なのに彼女が世界の平和などというものを求めている気持ちが、アキトには理解できない。右の頰をぶたれたら左の頰を差し出すとか、握り拳こぶしじゃ握手はできないとか、そういう聖人が大嫌いだからだ。だけど彼女の記憶を見ることで、やり直しを望む人間の気持ちはほんの少しだけわかった気がした。

「……どういう形になるかわからないけど、気に入らないから救っといてやる」

　記憶を消す寸前にアキトが言うと、巫女の顔が少しだけ笑顔になったように思えた。

　まだあと二日ある。やれるだけのことはやってからでも遅くない。

　今からでも……。

『──今からでも遅くないんです！　人生はやり直せるんです！　一緒にたくさんの異世界を救って、自分の世界を救いましょう！　更生担当官として、私も精一杯尽力させていただきますから！』

　ヒマワリの言葉が頭を過よぎり、アキトは巫女から手を放して空を仰あおいだ。

　今までラスボスとして散々やってきて、最後にたどり着いた答えが「世界を救う」だなんて思いもしなかった。ユウヒはもういないのに、自分は何で覚悟を決めちゃっているのだろう。似た境遇の女の子に頼まれたぐらいで、何絆ほだされちゃっているのだろう。顔の似た女の子に騙だまされて、何で目標を定めちゃっているのだろう。

　あぁ、本当にどうでもよかったはずなんだ……あんな世界……。

「くそ……自分のためだ、めんどくさいけどやってやる」

　アキトが心を決めた瞬間、罅ひびの入った首輪が跡形も無く砕け散った。





　　　☆






　城の最上部がズレ落ちたのを確認した後、隠れていたエイリアンとソラはヒマワリを連れて再び謁えつ見けんの間があった場所へ飛び戻ってきた。エイリアンの着地と同時に、ヒマワリは床に下りてアキトを探した。

「……アキトさん？」

　日の光を浴びるアキトの周りには何も無く、空からの王座があるだけだった。王座の前の階段に足をかけ、アキトは背を向けている。ヒマワリの横にソラがやってくる。

「アキト、この後は？」

　ソラが今後の方針を問う。アキトは背を向けたまま答える。

「巫み女こは救った。記憶を書き換えたから、あとは転送するだけだ。ついでにペナルティが解除されたおかげで顔も変えられたよ」

「皇帝は？」

「殺したし、遺体も消した。巫女を制御するための腕輪も破壊した」

「じゃあ、任務完了？」

「いや……」

　アキトは階段を上がって、王座の横で背もたれに手を置いた。王座を撫なでるように、手を滑らせる。ヒマワリが近づいてきて、声をかけてくる。

「巫女さんを救った時点で世界が救われたことになるのであれば、全員すぐに私の部屋に転送されるはずです……それが始まっていないということは、つまり……」

　救えていないということだ。ヒマワリが肩を落とし、どうすべきかを考える。

　元々の作戦が皇帝にブランディアを支配させるという強硬手段だったが……謁見の間から避難している間にソラはヒマワリにアキトの思惑について話していた。

『皇帝が統一することで大陸の情勢が安定する確率は七〇％。逆にブランディア王が統一すると安定確率五％。和平、成功確率自体が五％。皇帝と国王の性質上、和平はほぼあり得ない。だからアキトの判断は概おおむね正しい。無論大陸限定の話。世界になると話違う』

　ソラは城内庭園の茂みの中で、謁見の間を見上げていた。

『ヒマワリ。ソラ、人間のこと完全にはわからない。でも、アキト一応考えてる。世界救った後のことも、考えてる』

　ヒマワリもソラと同じように思っていた。アキトの過去を知るヒマワリは、彼の中にはまだ後悔が残っていることを信じていた。やり直したいという気持ちがありつつも、アキトは常に苦悩していた。本当は自分の世界を救いたかったという気持ちが、確かに彼の中にもあるのだ。でなければそもそも神は彼にチャンスを与えるようなことはしない。ここに集められたラスボス達は、全員が少なからず同じ気持ちを抱いている。

　最初からラスボスになんかなろうとしていた者は、一人もいないのだ。

「まだ、救う方法はある」

　アキトが王座から手を放し、ヒマワリ達の方を向いた。逆光で影になったアキトの顔は見えない。彼がその時どういう顔をしているのかわからなかった。

　どうやって？　皇帝はもう死んでしまったのに。ヒマワリ達の疑問に、アキトは答える。

「やる事は変わらない。ブランディアを降伏させ、大陸を統一させる」

　言いながら、アキトは王座にドカッと腰を下ろしたのである。

「ただし、やるのは皇帝じゃなくて、この僕だ」

　アキトは自分の顔を手のひらで一度隠してから、ゆっくりと手をどけた。

　音もなく、アキトの姿が変化する。

　全身に黒と金の鎧よろいを纏まとった、皇帝の姿に──

「僕が、この世界のラスボスになる」

　──それが、アキトの世界の救い方だった。






ゲームオーバー　ラスボス王座決定戦









　──異能により、皇帝に化けたアキトの行動は迅じん速そくだった。

　まず始めに、他のラスボス達に事情を伝え、グシャールに寝返るように命令を下し、エイリアンに書状をブランディア国王に届けさせた。

　受け取ったのはヴェンデッタだ。書状の内容は、降伏勧告である。帝国側から一方的な条件（というより譲歩）を示すと共に、降伏を促すものだ。




　１、降伏すれば貴国の民、兵を奴隷ではなく帝国国民として扱うことを約束する。

　２、王族、または国王の処遇については皇帝の権限により身柄の安全を保障する。

　３、降伏に従う場合、植民地として扱い、ブランディア王国は事実上消滅とする。

　４、この降伏要求の有効期間は二日である──降伏する気があるなら書状にサインして、王は白旗掲げて平原に出てこい。吞のめないなら伝説引き連れて容赦なく貴国をぶっ潰す。




　こんな感じである。内容はブランディアにとって、かなり無む茶ちやぶりと言えるものだった。

　寝返ったことを知られたヴェンデッタはその場で引っ捕らえられそうになったが全力で返り討ちにしたらしく、書状の内容が事実であることを知った国王は大いに狼ろう狽ばいしたという。兵士や官僚達はこの内容に憤慨していたらしいが、保身しか考えていない国王の様子を見る限りでは降伏を受けるのは確実だ。

　アキトはその間に降伏の是非を受けるための準備をした。

　一応、自分達がいなくなった後のアフターケアも忘れなかった。

　副帝である実弟に、皇帝（自分）が病で老い先短いことを伝え、跡継ぎもいないので次期皇帝はお前だと伝えた。穏健派の実弟とは不仲が続いていたが、皇帝が国民から人気があったのも、まともな統治が行われていたのも、半分以上が実弟の功績だ。

　偽者だとは知らずに、実弟は初めて姉上に認められたと涙を流していた。生き残った王族や反乱分子のせいで確実に内乱が起こるだろうが、アキトはそこまで面倒を見るつもりはなかった。丸投げも丸投げ。後のことは勝手にやってくれというわけである。

　こうして、皇帝になり代わったアキトの最後の仕事は、ブランディアの国王から降伏を受けるだけになったのだが……。

　予想外の展開が待っていた。国王が降伏を受け入れなかったのである。

　ただしその国王というのは、今までブランディアを統治していた、あの暗君ではなく、




「──どーも！　新生ブランディア王国の王、イグニートでっす！」




　国王を名乗る、勇者っぽいナニカだった。




「そして私が新生ブランディア王国ＣＥＯ──カズヤ・キリシマ──ダッ！」




　さらに、バッ！　と両手を広げ、ポーズを決める眼鏡っぽいナニカ。

　平原のど真ん中で、わざわざ持ってきた王座に座り、右にヒマワリとソラ、左にヴェンデッタ、後ろにエイリアンを従えていたアキトは、新生ブランディア国王とＣＥＯを前に、文字通り目を点にしていた。他のメンバーも全員、アキトと同じ気持ちだった。

　──なんでやねん！　である。

　最初に声を上げたのはヒマワリだった。

「え、えぇぇ……えぇぇぇぇえええ！　ええええええええええええええええええええ！」

「ヒマワリちゃんナイスリアクション！　一瞬反応なさ過ぎて焦ったのはナイショだ！」

「なっ、なな、なっ、何してるんですか？　イグニートさん!?」

　ヒマワリが目玉が飛び出そうなほどに驚いていると、イグニートはきょとんとした。

「何って、降伏しようとした国王ぶっ殺して王位簒さん奪だつして俺おれが王になったんだけど？」

　それがナニカ？　みたいな顔であっけらかんとしているイグニート。

「兵達も国民も認めてくれたぜ？　伝説の英雄なら王に相応ふさわしいってな！　ちなみに反対した連中は牢ろう屋やに閉じ込めた！」

　やってやったぜ、みたいな感じで親指を立てるイグニートに、ヒマワリは開いた口が塞がらないようだ。逆にアキトは笑っていた。笑顔だ。ものすごい頰の肉が引きつっている点を見て見ぬ振りをすれば、汚れの無い満面の笑みだった。

　副帝が後ろからやってきて、皇帝に化けているアキトに耳打ちする。

「……陛下、いつでもいけます。こうなっては叩たたき潰つぶす他ありません」

　普段は穏健派らしいが、状況が状況だけに引くに引けないことがわかっているようだ。

　見誤った。キリシマが裏切ることは予想できたが……イグニートもいたのだ。彼がどういう人間かは、ろくにコミュニケーションを取っていないので分析できていない。まさかこの土壇場で裏切るとは思わなかった。しかもイグニートは予想以上にブランディアの兵士達を虜とりこにしている。一週間前まで敗戦ムードまっしぐらだったのに、今やテンションマックス状態。ワッショイワッショイという声が聞こえてきそうな感じだ。一週間でこれほどまでに信頼と敬意を集められたのは、伝説になりきっているおかげだけとは思えない。

（似え非せ勇者の才能？　普通に降伏拒否ならわかるけど、こんなのに国王を任せるほどあの国は追い詰められてたのか？　あり得ないだろ普通。国民全員バカなの？　バカしか生き残ってないの？　前はブランディアにも四将に匹敵する武将や知将がいたらしいけど皇帝が率先して殺したらしいし、絶対バカしか残ってないだろ間違いねぇよクソッタレ）












　アキトはイライラしつつも、ひとまず副帝に耳打ちする。

「一いつ旦たん兵を下がらせろ。僕が……じゃなかった、余が話をつける」

「しかしッ、陛下の身に何かあっては……！」

「どうせ余命幾ばくも無い……その時は貴様が率い、ブランディアを落とせ。余がいいと言うまでは、何があっても軍を動かすな」

　命令を下すと、瞳ひとみを潤ませて副帝は頷うなずいた。たぶん死期が近いことを悟り、皇帝が死に場所を求めているのだとか、見当違いなことを考えているに違いない。別れ際に「ご無事で！」と言い残して副帝が軍と共に後退する。それを見て、イグニートも部下に軍を下がらせるように命令していた。

　話がしたいという意向は伝わったらしい。

　平原の真ん中にいるのはラスボス達だけになった。

　グシャール陣営、アキト、ソラ、エイリアン、ヴェンデッタ。

　ブランディア陣営、イグニート、キリシマ。

（何この対立、身内のラスボスしかいねぇじゃん……）

　一応グシャール帝国軍が二〇万、ブランディア王国軍に五〇〇〇の兵がいるが、アキトにとっては完全に外野である。

　とりあえずジト目でヴェンデッタを見る。《ドッペルゲンガー》が発動していても今はアキト自身の姿に見えているはずだ。異能のペナルティが全解除されているため、視覚の認識を操作する異能を使用しているからだ。ヴェンデッタはあからさまに目を逸そらした。

「おい、目を逸らすな。どうなってんだ堕天使」

「わ、わたくしは悪くありません……」

「ブランディア側はあんたに任せてたんだ、経緯いきさつくらい話せコノヤロウ」

　血管を浮かび上がらせながら言うと、慌ててヴェンデッタが釈明を始めた。

「わ、わたくしはあなたの案に賛成ですし、二人も伝言を聞いた時はちゃんと『わかった』と言っていたんですよ！　まさかこんなことになっているとは……！」

「あれはお前らがグシャール側について、ブランディアを征服しようとしていることに対しての『わかった』だぜ？　俺おれもそっち側につくの『わかった』じゃないぜ？」

「なら簡略化せずにそう言ってくださいよ！」

　ヴェンデッタが肩を怒らせてイグニートに怒鳴りつける。つまりイグニートはアキトからの伝言をヴェンデッタから聞き、従ったと見せかけてブランディア王を殺害。国王となり、人心を掌しよう握あくして兵を扇動し、ここまでやってきたというわけだ。

　アキトは肘掛けをトントンと指で叩たたきながら、頰ほお杖づえをつく。

「……一応理由を聞こうか。なんでブランディア側につく？　何の意味がある？」

「そんなん、ブランディアにつきたかったからに決まってるだろ！」

　……アキトはこめかみを指で押しながら頭痛に耐えた。

「いいかよく聞け……お前らが余計なことをしなければ、世界は収まるべきところに収まるんだ。帝国が大陸を支配すれば一件落着。それが一番まともなのが何な故ぜわからない？」

「わかんねーな、一番まともなのは和平だろ？」

「皇帝は和平を結ぶつもりがなかったし、僕とあんたが和平を結んだって明日にはいなくなるんだぞ。条約を結んだ張本人である両国の王がいっぺんにいなくなって和平が続くと思うか？　統一した方がマシなんだよ。こっちは征服した後の後継者も用意してるっていうのに……何してんだあんたら？」

「ぽっと出の後継者じゃ内乱起こるかもしれねーぞ！」

「ぽっと出じゃねぇよ副帝だよ……」

「大陸統一後の混乱状態で副帝じゃ役不足だろ！」

「…………」

　意外と的を射たことを言ってくるが、役不足の使い方、合ってるのだろうか。

「つか俺おれも和平とか興味ねぇし！　俺は今を生きる男だ！　後のことは知らん！」

　ドン！　という効果音が聞こえてきそうな勢いだった。

「っ、ブランディアの惨状を知らないわけじゃないだろ。お前の国はもうダメなんだよ。大人しくグシャールの支配を受けろ……支配っつーかもう保護だろこれ」

「そんなことねぇ。みんな苦しくてもがんばってやってる。俺はブランディアを見捨てたりしねぇ！　もうみんな俺の家族であり──仲間だッ！」

　ドドン！　ブランディア王国軍がワーッと声を上げる。なんかすごい盛り上がっていた。

　アキトは光の消えた目で、遥か遠くの空を見つめた。

「……なるほど、こうやって戦争は始まるんだな」

「ア、アキトさん何納得してるんですか！　イグニートさんもこれ以上無駄な争いをするよりは降伏した方が……少なくとも国民が無駄に命を落とすことはありません！」

　ヒマワリが説得を試みると、イグニートは覇気で綺き麗れい事ごとを撥はね除のけた。

「生きていることだけが救いとは俺は思わねぇ。戦争に負けた国がどうなるか俺はよく知ってんだ。だから救うには──勝たなくちゃな！」

　ブォンと炎を帯びた剣を振り下ろし、イグニートがノリノリで構える。

「ア、アキトさぁ～ん……っ！」

　涙目になったヒマワリが援護を求めてくるが、アキトは顔を逸そらした。

「綺麗事はお前の得意分野だろ……こればっかりは僕に助けを求められても困る」

「ふぇん！」

　アキトは早々に説得することを放棄した。これ以上は時間の無駄っぽかったからだ。

「眼鏡もおんなじ考えか？」

　アキトがキリシマを見ると、キリシマは左腕を広げ、右手の指で眼鏡を押し上げた。

　お前、そのポーズしかできないのか。

「フッ……わからんのかね？　裏切りのフラグなら、私がブランディアの状況を君に話した時、とっくに立っていただろう？」

「…………？」

「──君が巫み女こを殺さないなら私が殺すと言っただろう!?」

「あれフラグだったのか。ごめんいろいろわちゃわちゃしてて忘れてた」

　アキトが感情の無い声で言うと、キリシマはガクッとずっこけそうになった。

「っ、私はこの戦争の行く末になどもう興味はない。目的のために世界を救えればそれでいいのだ。後のことは知ったことではないのだよ」

「……巫女はもういない。結界の力が使われることはない。なんで敵対する必要がある」

「確証が持てん。君のことだ、巫女はまだ生きているのだろう？　殺さねばいつかまた悪用されるとは思わんのかね？　私は殺さねば気が済まない、安心できない、安眠できないッ！　そしてロマンを求めるのだとすればこの世界のラスボスとなった君を倒すことにある！　──故に！」

「あぁ、はい。よくわかったもういいよ」

　話を最後まで聞け～というキリシマの声を無視して、アキトは膝の上に両腕を載せ、ため息を吐ついた。深く、深く息を吐く。

「つまりどいつもこいつも、僕もお前らも、とことん自分勝手ってことだな」

　言いながら、そりゃそうだよなと自じ嘲ちよう気味に思う。

　ラスボスだもの。便利な言葉だなラスボス。アキトはそんなことを思いつつ、歪いびつな笑みを浮かべた。こうなってはしょうがない。ここまで来たらもう消化試合みたいなものだ。

　世界を救うための戯たわむれに、全力でラスボスをやろうじゃないか。アキトは王座に深く背を預け、足を組む。肘掛けに頰ほお杖づえをついて、顎あごを上げながらキリシマとイグニートを見た。

「ＯＫ──もういいからかかってこい雑ざ魚こ共」

　挑発と同時に、アキトは自分の背後に数え切れないほど多くの異能を出現させた。

　まるで空高く、どこまでも続く異能の壁だった。

　グシャール軍とブランディア軍の兵士達がおぉと畏い怖ふの声を上げる。

「僕はお前らと違ってペナルティを解除してるんだ……誰がリーダーか教えてやるよ」

　その笑みは邪悪なラスボスそのものだ。ここにきて吹っ切れたのか、アキトは超ノリノリだ。ヤケクソとも言う。ヒマワリは顔を真っ青にしてアキトの服を横から引っ張った。

「アキトさんアキトさん！　ペナルティ解除した人の顔してないですっ！　救おうとする気持ちを抱いた人の顔してないですっ！」

「うっさいな。これは誰が真のラスボスかを決める戦いだろ」

「──違いますけど!?　世界を救う戦いでしたけど!?」

「こいつらが僕のやり方が気に入らないって言ってるんだ。ぶっ潰すしかないだろ」

「なんで!?　話し合いで解決しましょ！　仲間割れなんて絶対ダメですよぅ！」

「いいから下がってろ。エイリアン、頼む」

　アキトが頼むと、シュタッとエイリアンがヒマワリの背後に移動して、彼女を抱きかかえた。ヒマワリは手足をバタバタさせながら逃れようとしたが、

「ヒマワリ」

　その時、アキトが名前を呼んだ。エイリアンに抱かれながら、ヒマワリはアキトを見た。アキトはヒマワリを見ずに、王座に座ったまま目を細める。

「どんなことをしても自分の世界を救うって、お前誓ったんだよな」

「……？　は、はい……」

「僕も、自分の世界を救ってみることにした」

　ヒマワリは驚いて目を見開き、口を一文字に結んだ。

「世界をリセットするのが……ユウヒの苦しみを無かったことにするのが嫌だったんだ。ていうか救いたくなかったんだよ、あの世界が大嫌いだから……でもあいつは……ユウヒは好きだったんだ。どんなに辛い世界でも、あいつはあの世界が好きだった」

「……アキトさん」

「お前の言う通りだよ。僕は心のどこかで滅ぼそうとしたことを、少し後悔してる。救うなんていまさらだし、滅ぼしかけた本人が何言ってるんだって話だけど」

　自じ嘲ちよう気味にそう言うアキトに、ヒマワリは顔を引き締め、首を横に振った。

「──いいえ。私はアキトさんにそう思ってもらうためにここに呼んだんです。私はラスボス更生担当官ですから！」

「かっこつけんな。自分の世界を僕らに救ってもらうための間違いだろ？」

「あ、ぅ……それもありますけど私はっ」

　ヒマワリが何か言う前に、アキトは王座から立ち上がった。

　そして背を向けて、キリシマとイグニートと対たい峙じするために一歩前へ出た。

「わかってる。救ってやるさ、この世界もお前の世界も、自分のために救ってやるよ」

　アキトは腕をまくり右手の拳こぶしを上げる。

「だから、せいぜいそこで見張っとけ」

　ヒマワリは彼の頼もしい背中に見とれて、顔を赤くしてペコペコと頭を下げようとした。

「は、はぃ……ふつつか者ですが今後ともよろしくお願いしま──ってあれ!?　いいこと言っている風ですけどちょっと待ってください!?　だからって仲間割れするのとは話が別じゃないですか!?　アキトさん！　アキトさ──」

「エイリアーン」

「──ちょ待きゃあああああああああああああああああああああ！」

　エイリアンがものすごい勢いで跳躍し、グシャール帝国軍が待機している場所まで一気に飛んでいった。残ったソラはヒマワリの悲鳴を聞きつつ、アキトを見た。

「ソラ、アキトの戦闘を援護できない。足手まとい」

「相変わらず素直だな……麦わら女と一緒に避難しとけ」

「最初からそのつもり」

「そうか。いい子だ」

　いい子と言われてもソラの表情に変化は無い。しかし何か思うところがあるのだろう、少しだけ顔を伏せた。

「ソラ、アキトを通じて人間を分析する。アキトに興味」

「あ？　なんで僕？」

「アキトの行動、思考、不可解の連続。それ、つまり人間」

「……それお前に言われたくねーんだけど」

「アキトの言う通り。ソラ、人間の理解に失敗して敗北した。今度は失敗しない。アキト通じて、人間の弱点探る」

「お好きにどうぞ」

「だからソラも──」

　ソラはアキトの方を向きながら、ヒマワリの真ま似ねをして頭を下げようとした。

「──ふつつかものですがー」

「それやめろ。いいからもう行け」

　ソラは浮遊ユニットを地中から呼び出して、それに乗っかるとふわふわしながらヒマワリが飛んでいった方へ向かっていった。

　残ったのはヴェンデッタだけになった。ヴェンデッタはどうしたらいいかわからないのか、敵対しようとしている三人を順繰りにキョロキョロと見ていた。どうしよう、どうしよう、という気持ちが雰囲気からも伝わってくる。

　言ってしまえばこれも内乱みたいなもの。ヴェンデッタにとってはトラウマなのだろう。

「自分で決めろよ。あの二人みたいに僕と敵対するのもいいし、傍観してても構わない」

　アキトはあえて突き放した。面倒くさかったというのもあった。

「む、無責任ですよ！　命令しなさいっ、あなたはリーダー……で……しょう、に……」

　言いながら自分が言うなと思ったのか、アキトを指していた指先がへにゃっと曲がった。

「リーダーったって今回限りだし、そもそもリーダーって認められている気がしないんだけど？　だからこうして内部抗争みたいな状況になっているわけで」

「…………っ」

「部下って、たぶん命令じゃなくて行動についてくるもんなんだろうな。僕は最終的には力でねじ伏せるタイプだからさ、向いてないんだわ」

　アキトは手をプラプラさせて、異能の壁と共にさっさと行ってしまう。

「だからあんたも、他の連中みたいに自分で決めてくれ」

　ヴェンデッタはその場から動こうとせず、何か考えているようだった。

　アキトは皇帝として、国王のイグニートとＣＥＯ？　のキリシマと対たい峙じする。

　今日は朝から天気が悪い。湿気を帯びた生暖かい風が通り過ぎ、平原の青草を揺らした。

　結局、ラスボス同士は相あい容いれない。世界を滅ぼすほどの力を持ち、我わが儘ままで自分勝手だからラスボスなのだ。そんな連中が徒党を組んでも、ペナルティを科したところで上う手まくいくはずがない。仲間割れが発生しない方がおかしいし、そもそも仲間なんかじゃない。

　キリシマが静かに前髪を搔かき上あげ、アキトが首をコキリと鳴らし、そしてイグニートは心底楽しそうな笑みを浮かべた。

「へへっ、結局こうなる予感がしてたんだよな俺おれは……！　期待通りだぜアキト！　お前みたいな奴やつはまともな方法で世界を救おうなんざ──」

「──お前、邪魔だから速攻で消えろ」

　それはまさに一瞬だった。イグニートが笑った直後、アキトは彼の懐に入り込み、半身を引いて拳こぶしを振りかぶっていた。アキトの拳には、ゴツい小手のようなものや、噴射口のようなものがついている指ぬきグローブが。さらにはバチバチと稲光を帯びており、チャージするような甲高い音も聞こえた。さすがのイグニートもこれには目を剝むいて驚きよう愕がく。

「は!?」

「──死んどけ」

　その一言と同時に拳が放たれる。イグニートに捕捉できたのは放った直後の残像だけだった。バシュンという一瞬の炸さく裂れつ音おんの直後──イグニートの身体からだが消えた。後から遅れて落雷のような音が響いたかと思えば、遙はるか遠くの山が破裂し、土ど砂しや崩くずれが起きた。

　土煙が晴れると、山に巨大な穴が空いていた。

　恐らくイグニートの身体は大陸外の海にまで吹っ飛んでいっただろう。アキトがやったことはただの先手必勝だった。瞬間移動でイグニートに接近し、ぶん殴っただけである。

　ただし発動させた異能は──《マウンテンバスター》、殴おう打だの威力を一〇〇倍に跳ね上がらせる小手の形をした《スマッシュガントレット》、触れた場所に噴射口を出現させて加速させる《アポロ》、触れた物質の速度を二〇倍にする《電光石火》、付与させることで異能の力を二倍にする《レイズ》。以上の異能を全すべて右腕に集中させたのである。普通、異能者は一つの異能だけを使用でき、経験と共にパワーアップを重ねるが、アキトはコピーした時点の性能しか使用することができず、成長させることはできない。

　その代わりに全すべての異能を同時使用できる。千の異能を同時にだ。それがどういう意味を表すかは、イグニートにしてみせた結果が全てである。

　アキトは残り九九五個もの異能を内包している。

　異能の王──アキトがそう呼ばれていた所以ゆえんは、その際限の無さにあった。

　アキトは異能の壁を背に、ゆらりと身体からだを揺らして、赤い瞳ひとみを輝かせる。

　次はお前だ、眼鏡。アキトがそう言ってキリシマの方へ身体を向けようとした時だった。頭上から、何かが空気を押しつぶして迫ってきた。

「──!?」

　顔を上げた時にはもう遅い。いつの間にか姿を現していたブラックハイドランジアの巨大な足が──アキトを頭からぐしゃりと踏みつぶした。

　ブラックハイドランジアの尖とがった踵かかとが地面に突き刺さり、土煙が上がる。

《踏みつぶされたのは君の方だったな、アキト君》

　外部スピーカーから声が響く。足元を見下ろしながら、キリシマは眼鏡を光らせた。

《煽あおったわりには弱いな。つまらん、これで終わりかね？》

　足元に血だまりが出来上がったのを見て、キリシマは失望した。

「──なわけないだろ。どこ見てんだハゲ」

　キリシマは目を見開くと、声の方へ機体を向かせて電磁シールドを展開しつつマレウスを構えた。アキトはまるで初めからそこにいたかのように、王座に座っていた。

《瞬間移動か？　ふん……生物を転送することはできないが、私の亜空間転送に通じるものがある──というかハゲてない！》

「いや、僕は最初から一歩も動いてないけど？」

《……？　では今潰したアキト君は──》

　キリシマがふんと鼻を鳴らし、腰のレールカノンを前へ展開し、機体に装備させる。

　王座に座るアキトの周りに、別のアキトが四人出現した。

《──分身か！　なるほど、異能とは便利なものだ！》

　アキトがふざけて両手を合わせて人差し指を立てる。

「五体までしか出せないし防御力皆無だけど、別の異能をくっつけてやれば攻撃力は十分だ。忍者好きだろ？　ロマンだもんな」

　笑いながら忍法のジェスチャーを解くと、分身四人がキリシマに突っ込んでいく。

《ふざけるな！　私はニンポウという響きがなんか可愛かわいくて好かんのだッ！》

　対するキリシマはレールカノンを連射して地上を駈かけてくる分身を三人屠ほふった。残り一人が跳躍しながら、さきほどイグニートに放った異能の塊と化した拳こぶしを振りかぶる。

《武装はなくとも、我が愛機を舐なめるなよ……！》

　胸部へ跳躍してきたアキトの分身を、肩部の装甲隙に搭載されたブースターを点火させて、ジェット噴射で蒸発させる。

《大は小を兼ねる！　分身が人の似姿である限り、戦神の贋がん作さくには勝てんよッ！》

「巨大化は負けフラグっていうぜ？」

　キリシマは戦慄し、メインカメラを頭上へ向ける。そこには、アキトの分身が三体飛びかかってきていた。一人は拳こぶし、一人は蹴けり、もう一人は両手に光をためている。

　本体のアキトは王座に座ったまま肩を竦すくめていた。

「戦闘中の敵に馬鹿正直に異能の説明するわけねーだろ」

　分身を生み出せるのは五体までなんていうのは噓うそである。本当は八体までだった。

　ブラックハイドランジアといえども、これだけ接近されてしまえば回避行動が間に合わない。分身の拳がヘッドパーツに直撃し、ブラックハイドランジアの身体からだが大きくぶれる。続けざまに分身の踵かかと落おとしが肩に炸さく裂れつし、機体の足元が陥没する。

　そこへ最後の分身がレーザーのような異能を発動。皇帝に謁えつ見けんの間で発動させた異能、№７２１《メタトロン》だ。

　バシュン──！　緑色の閃せん光こうがブラックハイドランジアのコックピット付近を直撃する。キリシマは光で埋め尽くされたモニターを睨にらみながら、焦ることなく眼鏡を押し上げる。

《ビームは好きだが、しかし──！》

　キリシマは歯を食いしばり、ブラックハイドランジアの手でレーザーを受け、そのまま押し戻すように分身の身体を摑つかみ、握りつぶした。

《フハハハハハ！　我が愛機の装甲は太陽の中であろうとも傷一つつかんのだよッ！》

　そしてそのまま二本のレールカノンをアキト本体へ連射する。巨大な弾丸がアキトに迫る。アキトはバリアを展開し、二発を防ぐ。

　しかし、残りの三発が頭上を通り過ぎていった。

「──！」

《遅いな──狙いは君ではないよ》

　アキトは反射的にグシャール帝国軍が待機している方を向こうとした。キリシマはヒマワリ達を狙ったのだ。しまった。別にヒマワリ達が狙われたことに対してそう思ったわけではない。こうして反射的にヒマワリ達のことを気にして振り向いてしまったことに対して、「しまった」と思ったのだ。

　ズンッ──！　アキトの真横にブラックハイドランジアの足が突き刺さる。

　空を見上げると、アキトの脳天にレールカノンの銃口が突きつけられていた。

《ゼロ距離ならば逃げられまい！》

　レールカノンの銃口が熱を持ち、キリシマがトリガーを引き絞る。

　銃口を見上げつつ、アキトは呆あきれ顔がおをしていた。

「お前ほんと戦闘中によくしゃべるな」

　言いながら、アキトは防御のための異能、《リジェクションフィルム》を何重にも折り重ねてゼロ距離からのレールカノンを防ぐ。百層近く重なっていたシールドがレールカノンの一撃で一〇枚ずつ砕け散っていく。

《フハハハハハハ！　閉じこもるとは君らしいな！　よかろう、この私が君の殻を撃ち破ってやろう！》

　こいつほんと楽しそうだな……と思いつつ、予あらかじめ出現させておいた腕時計を確認する。

「……そろそろか」

　アキトがそう呟つぶやいた瞬間、ブラックハイドランジアのコックピットにアラームが鳴り響いた。レールカノンの連射を止めて、キリシマは驚いて目を見開いた。

《……この……アラームは》

　ブラックハイドランジアの稼働限界時間が一〇分であることを考慮して、キリシマはモニターにタイマーをセットしていた。モニターの端に映し出された経過時間を見て、キリシマの体中から汗が噴き出した。

《──の、残り一五秒だと!?　馬鹿なッ！　まだ出現させてからせいぜい四分程度しか経たっていないはずだ！》

　キリシマは周りを見た。風景に微かすかな違和感がある。妙に忙せわしない？　風に飛ばされた葉の動き、雲の流れが妙に速い。まるで二倍速再生されているかのような……。

《……──まさか！》

「ああ。僕が異能で、時間の流れを加速させた」

　腕時計の形をした異能を指差しながら、アキトは言った。

《どういうことだ、我々の速度は通常通りだった……！》

「僕の半径一〇〇メートル以内の体感時間や動きの速さは変わらないけど、一〇〇メートルより外側は二倍の速さで時間が進んでいる。逆に外側から見ると、僕らの動きは二分の一の速度に見えているはずだ》

　アキトは王座に座ったまま両手を広げる。

「正しいのは外側の時間。時計の針だけは正確な時間を刻んでいるだろ？」

《……ッ！》

「はい、残り三秒だ。一五秒間連射し続けていればシールドを突破できたかもしれないのに、説明に付き合ってくれてありがとう」

　アキトが肩を竦すくめて苦笑する。キリシマはこれ以上足あ搔がくつもりはないのか、深く座席に背を預け、眼鏡がずり落ちた。

《異能は……時すらも操るというのか？》

　直後、キリシマのブラックハイドランジアが消失し、キリシマはコックピットに座ったままの姿勢で宙に放ほうり出された。アキトが時間を加速させる異能を解除し、半径一〇〇メートルを境界線とした時間のズレが修正され、外側に合わせられる。

　キリシマは地面に向かって落下した。前回そのまま叩たたきつけられたことを反省したのか、今度は両の足で着地。グギッ！　という足を挫くじいたような音を、アキトは聞かなかったことにしてあげた。

　キリシマは着地と同時にビシッと直立して、いつものポーズを決めた。

「……いつから時を操る異能を使っていた？」

「あんたがロボットを出現させた直後だよ。使うのにはかなりリスクがあるし、時間を早めたところでメリットが少ないから使ったことなかったけど、あんたみたいな時間制限つきの相手を騙だますのには有効みたいだな」

「ふむ。異能にもリスクはあるのだな」

「無いのも結構あるけどね。この異能のリスクは、『使用後一分経過で一年分の寿命を失う』って感じだ」

　異能のリスクを聞いて、キリシマは真面目まじめな顔でアキトを見た。

「……一分で一年。ならば君は、一〇年分の寿命を失ったのか……死を顧かえりみないその覚悟、敵でありながら賞賛に値する」

　キリシマに誉ほめられて、アキトは眉を顰ひそめた。

「覚悟なんかしてないけど……もう死んでるっていうか、僕ら死んでもあんまりデメリット無いだろ。寿命とかそもそもあるのか？」

「──訂正だ。この卑ひ怯きよう者ものめ！」

　何だこいつとアキトは思った。キリシマは息を吐き、スーツの上着の襟を正した。

「……だが認めよう。今回は私の負けだ」

「ん。じゃあ、どうするんだ、この後」

「面倒だ、殺すがいい。先に八畳間で待っている」

「あ、そ」

　言われた通り、アキトは両手を合わせて中心部に薄緑色の光をため込んだ。

　その間に、キリシマはバッと両手を広げた。

「だが覚悟しておきたまえアキト君ッ！　もしも次の世界で敵対するようなことがあれば私は容赦なくじゅ──」

　放たれた極太のレーザーが、キリシマを靴だけ残して蒸発させた。

　アキトは王座に深く腰掛けて、脱力する。

「……やれやれ」

　本来ならば一撃で終わらせることのできる戦いだったが、なるべく周辺の破壊を抑える方向で異能を選別したせいで長引いてしまった。

　アキトは王座から腰を上げようと肘掛けに手をついた。後始末が残ってる。曲がりなりにも王を失ったことでブランディアの士気は再び下がっただろうから、もう一度降伏を呼びかける必要がある。浮いたり沈んだり、心の病を抱えた気の毒な人みたいな国だと思いながら、アキトは立ち上がった。

「……？」

　喊かん声せいが上がっていることに気づく。グシャール帝国軍の勝利に沸く声ではなかった。

　ブランディア王国軍の喊声だ。怪け訝げんに思い、王国軍陣営の方を見た。

　何かが、土煙を上げてこちらにやってくるのが見えた。

　──猛ダッシュする黒い鎧よろいを着た男だった。

「……噓うそだろ……」

　アキトの頰を、冷や汗が伝う。あの時は全力で殴った。打撃系の異能を重ねまくって、容赦なくぶん殴ったはずだ。あれだけのパワーで殴れば、普通の人間は木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散って、その場で血煙になるレベルなのに──

「アキトオオオオオオオオオオオオオオッ！」

　──イグニートが猛ダッシュでこちらに向かって走ってきていた。肩に剣を担ぎ、赤黒い炎の尾を引きながら、似え非せ勇者がやってくる。ダメージらしいダメージが見当たらない。

　どうなってる、殺したはずだ。あの一撃をくらって生きていられるはずがない。

　だってアイツは、本来の力の十分の一しか……。

　いや、待て──イグニートに、首輪がついて無い。

「まさか……あいつも……！」

　ペナルティを解除している。イグニートも救う意志とやらを抱いたとでもいうのか？　自分は確かに心から世界を救おうと思ったからペナルティが解除された。

　だが、最初はどうだった？　世界を救おうと思ったか？

　アキトは首輪に罅ひびが入った時のことを思い出す。確かに救おうとは思ったが、救おうとしたのは世界じゃない。最初にアキトが救わなければならないと思ったのは巫み女こだ。しかも憎しみで救おうとした。だから完全には首輪が砕けなかった。巫女に頼まれ、過去を思い出しながら、憎しみではなく本心から救おうとした時に完全解除された。そこから考えられるのは……ペナルティを解除するための条件は『救おうとする気持ち』でも……

　………………世界じゃなくても、いい？

「──なんだそりゃ！　話が違うぞ麦わら女！」

　思わず怒りと共にツッコミを入れてしまう。もしかしたらこの世界に関かかわるものなら何でもよかったんじゃないか？　『世界を救おうとする気持ち』じゃなくて、『何かを救おうとする気持ち』でよかったんじゃないか？

　アキトが救おうとしたのは『巫女』。イグニートは……『ブランディア』？

「クソッ────上等だこのやろうッッッ！」

　アキトは猛ダッシュでやってくるイグニートへ向かって、自分も走り出した。

　腕に打撃パワーアップ系の異能を全部装着して、イグニートの間近に迫る。

「勝負だアキトォ！　俺おれの救う意志が強いかお前の救う意志が強いか勝負だぁぁぁぁ！」

「うるせぇバカ！　やかましい上に暑苦しいんだよッ！」

　思い切り足を踏み込み、下方からのアッパーを放つ。異能を重ねまくった一撃だ。

　イグニートも炎を纏まとった上段からの剣を真まっ直すぐに振り下ろす。

　互いの一撃が衝突する瞬間、アキトは見た。この状況に狂喜するイグニートの顔を見た。

　──その顔は、悪魔のように喜びに歪ゆがんでいた。

　一瞬怯ひるむ──が！

「うらあああああああああああああああああ！」

　怒りのままにアキトは拳こぶしを叩たたき込こんだ。

　──ゴッッ!!　剣の刀身とアキトの拳が衝突した瞬間、中心点より発生した衝撃波が周辺の何もかもを爆砕した。草木は爆撃に遭ったかのように吹き飛ばされ、地面は隆起と陥没を繰り返し、平原の空を埋め尽くしていた雲を一瞬で晴れさせた。

「──うっふっひっふっはっはっはっはははははははははははッ！」

「──ぐァ……ッッ！」

　剣と拳が衝突したまま拮きつ抗こうする。アキトは肘の部分に異能の噴射口をいくつも出現させて威力の後押しをさせる。吹き飛ばされまいと踏ん張る足がずるずると後方へ下がる。

　押されている。どんどんイグニートの力が強くなる。

　アキトはグシャール帝国へ向かう途中、ヒマワリが言っていたことを思い出す。

『実はイグニートさんの強さって、よくわからないんですよ。根拠の無い強さっていうんでしょうか……』

『あ？　なんだそりゃ』

『何度も何度もピンチを乗り越えていくうちに、気がつくと強くなっちゃってるんです。あと……ピンチが楽しい……みたいですよ』

　あの時は言っている意味がさっぱりわからなかったが、こうして相あい対たいして初めてその意味を理解する。こいつは……。

「──あんたッ、勇者じゃなくて戦闘狂バーサーカーだったのかッ！」

「勇者ですけどぉッ!?　ただちょっと、劣勢になると興奮するタチでなァ！」

「そういうのを戦闘狂バーサーカーっていうんだ！」

「どうせなら狂戦士ベルセルクの方がかっこよくていいかな～ァ……ッ！」

　こいつ、自覚がありやがる……！　アキトが歯を食いしばった瞬間、グンッとイグニートの剣を押し込まれる。身体からだがどんどん地面に沈み、アキトが潰れていく。あまりの威力に地盤が滅め茶ちや苦く茶ちやになっていく中、アキトは左手で拳を握り、イグニートの前に突き出した。そして殴るのではなく、イグニートの眼前で中指を立てた。

　瞬間──四方から、アキトの分身八体が打撃系の異能を纏まとい、構えた状態で出現。

「お!?」

　アキト本体との押し合いのせいでイグニートは対応できない。八体の分身は、イグニートへ一斉に拳こぶしを叩たたき込こんだ。

　ドゴッ──！

「カ──は……ッ！」

　炸さく裂れつする渾こん身しんの八撃。アキトは思い切り後方へ飛とび退のき、八撃をもらったイグニートは顔面や身体からだがへしゃげてふらついた。隆起した地面の上に着地し、アキトはすぐに顔を上げてイグニートを見た。イグニートがゆっくりと仰あお向むけに倒れていく。

　だが、つま先が浮いて倒れようとした瞬間、

　ニィィィィィィィ……！　心底楽しそうな笑みを浮かべながら、身体を前へ引き戻した。

「ッ！　ドＭかよッ！」

　正直な感想と共に、両手の間に薄緑色の光を溜ためる。同時に異能の壁を出現させ、ありとあらゆる遠距離攻撃型の異能を一斉に発射した。炎、水、氷、風、雷、岩、闇、植物、弾丸、砲弾、光の槍やり、光の矢、その他にも様々な異能を乱射する。

「シャラぁくせええええええええええええええええええええッ！」

　イグニートが嬉き々きとした雄お叫たけびを上げて、隆起した地面の上を飛びながら接近してくる。襲いかかる異能は剣で全すべて叩き落とされた。

「くっ……！」

　アキトは髪を逆立て、イグニートがこちらへ向かって最後の跳躍を行うと同時に《メタトロン》を放つ。イグニートは剣の腹を盾代わりにして構わず突っ込んできた。レーザーが剣にぶち当たり、弾はじかれた光線が周囲に拡散し、遥か遠くのブランディアとグシャールの兵士達にまで被害をもたらした。

　構っている暇はない。このまま突っ込まれる前に回避を──！

　──ザンッ！　アキトが動く前に、何かが宙を舞った。それが自分の右腕だと理解するのに一刹せつ那な。イグニートのさらなる追撃に気づくのに一刹那。

「異能おもしれぇなッ！　魔法より愛あい嬌きようがあるぜ！」

　アキトは《ポイントシフト》、一メートル限定の瞬間移動を連射し後方へ移動した。

　イグニートの攻撃が空振る。二人の間合いが一〇メートル開いた時点で、アキトは血が噴き出す右肩を左手で押さえ、膝をついた。

「……くそ……」

　痛みに顔を歪ゆがめつつ、アキトは傷口を氷の異能で凍らせる。一〇〇〇もの異能を持ちながら、アキトは自分自身を瞬時に回復できる異能を持っていない。あるにはあるが、回復に時間がかかる。仕方なく、アキトは失われた右腕をなぞるような仕草をした。

　すると半透明の膜のようなものが腕を形作り、彼の右腕の代わりとなった。二、三度握りしめてみて、拳こぶしを作る。感触はないが動いてくれる。№２４６《ファントムパーツ》、損失した身体からだの部位を一時的に代だい替たいする能力だ。

　イグニートが怒ったように口を尖とがらせ、アキトを指さす。

「それ汚ねぇ！　せっかく斬ったのに！」

「あんたこそ、そのデタラメな強さ何なんだ……ご都合主義の塊かよ」

「お互い様だろ？　分身されて殴られた俺おれだって結構ダメージデカいんだぜ」

　全くそうは見えない。アキトは疲れたように頭かぶりを振る。

「あんたみたいな戦闘狂が救う意志なんてものを抱いたとは思えないんだが……」

「お前がゆーなって言いたいとこだけど、強いて言うなら俺が勇者だからかな」

　ニカッと笑って、イグニートは胸を拳で軽く叩たたいた。アキトが目を細めて肩を落とす。

「まだ言うか」

「俺さぁ、ガキの頃からなーんか知らないけど強かったんだよ。だから、親父おやじから『お前は弱き者達のためにその力を使え』って言われながら育ったんだ」

　唐突にイグニートが自分語りを始めた。体力を回復したいので適当に聞いておく。

「その通りだと思って、その通りに行動してたら、気がついたら勇者って呼ばれてて、俺はそれが嬉うれしかったし、弱き者のためにとんでもねぇ強さの連中と戦うことも楽しくて仕方がなかった。んで気がついたら……俺の世界のラスボス、殺しちまってたんだ」

「……なんだその全然心に響かないエピソード……」

「いやいや聞けよ、でな？　魔族が人間よりも少なくなって、追い詰められる側になって気づいたんだよ。あいつら弱き者達になってる、ってな？」

　アキトは引きつっていた顔を元に戻し、若干の嫌悪感を込めてイグニートを見た。

　話の流れが読めたことで、イグニートという男のことがわかってきたのだ。

「なるほど……あんたはそれで、魔族側についた」

　アキトが言うと、切なそうに拳を見つめながら、イグニートが頷うなずいた。

「ああ。人間の行いには目に余るものがあったし、いくら非道なことをしてきた魔族でも家族を守ろうとしていた連中がたくさんいた。あいつらと人間の違いなんて、どこにもなかったんだ。人間達にそう言ったけど、わかってもらえなかったな」

「…………」

　アキトは地面から膝を離して立ち上がった。イグニートはアキトを見て、苦笑した。

「その先は、わかるだろ？」

「……魔族側について、人間側が劣勢になったら、今度は人間側につく。その繰り返しであんたは世界を滅ぼしかけた？」

「そゆこと。でも……俺おれは今でも自分の何が悪かったのかわからねぇ。ここに呼ばれたってことは間違っていたんだろうけど、何が悪かったのかわからねぇんだ」

　心底切なそうに語るイグニートのことを、アキトは心底狂っていると思った。

「あんたはピンチ中毒だ。劣勢が楽しくてたまらない」

「ああ」

「でも、劣勢側を救いたいという気持ちは本物」

「そうだ。俺は今、劣勢のブランディアを救いたい」

「でも、グシャール帝国が劣勢になったらあんたは──」

「グシャールを救うだろうな」

　迷いなくイグニートは言ってのけた。アキトはある覚悟を決めて、ため息を吐ついた。

　よくわかった。イグニートという男は、弱き者を救うことを存在意義とする生物なのだ。彼がしていることは偽善でもなければ善意の押し売りでもない。

　善意の、暴走だ。

「……わかった。あんたは今すぐここで死ね」

「断る。まだ弱き者達を救ってねぇからな」

　イグニートが剣を構え、アキトが異能の壁を出現させる。

　アキトは睨にらみ、イグニートは笑っていた。

「俺さ……お前の考え方嫌いじゃないぜ。お前が世界を滅ぼそうとしたのは、欲のためでもなく、弱き者達のためでもなく、たった一人の大切な人のためなんだろうって、眼鏡が言ってた。話してみてお前がそういうタイプのラスボスだってことに、眼鏡は気づいたんだとさ。あいつはお前のこと全否定してたけど、俺は嫌いじゃない」

「……何で」

　アキトは一応聞いてみた。イグニートはニッと笑った。

「なーんかカッケーじゃん？　一人の女のために世界を滅ぼすって響き」

　誉ほめられても全然嬉うれしくないし、それ誉めてるのか？　という感じだった。ふんとアキトは鼻を鳴らし、軽蔑の眼まな差ざしをイグニートへ向ける。

「お前みたいに俺にもそういう人がいたら、もしかしたら自分がしてきたことの何が悪かったのか、気づけたかもしれないって思うんだ」

　人間にも魔族にも仲のいい奴やつはたくさんいたんだけどなぁ、と、イグニートは遠くを見つめた。彼の顔は酷ひどく寂しそうだが、アキトは同情なんかするつもりはなかった。彼の悲しみはアキトには理解できないからだ。お互い、永遠に理解し合うことはないだろう。

「ご託たくはもういいよ。さっさと始めよう」

　だからここで潰す。少なくともこの世界を救うには、この男が生きていてはならない。残り半日しかないが、こいつ一人でもグシャールの兵士二〇万人を全滅させることは可能だろう。残り時間で城へ直行されたらさらに被害が出るかもしれない。そうなれば、グシャール帝国とブランディア王国の兵力は再び拮きつ抗こうする可能性が出てくる。

　和平への道が開けるかもしれないが、世界は傷を負うだろう。

「やる気か。まあしょうがねぇよな……そんじゃ、再開すっか！」

「ああ、本気の本気で潰してやる……！」

　これ以上続ければまた犠牲は出るだろうが、致し方なしだった。

　むちゃくちゃなラスボス二人の戦いが、再び始まってしまった。
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「……また始まっちゃいました～……！」

　ソラがグシャール帝国軍を守るために構築したチタン合金の壁の割れ目から、ヒマワリは青い顔でアキトとイグニートの戦いを眺めていた。

「カ……カオスです」

　再開した戦いは、さっきまでよりも規模が大きく、異能やら邪剣の余波やらがグシャール帝国の兵士達の元まで届いてくる。ソラのチタン合金の防壁は強固だが、所詮ただの壁。そう長くはもちそうになかった。何度もナノマシンで修復しているうちに、ソラの頭から煙が上がり始めていた。ホログラムウィンドウにはエラーが続発し、口が開きっぱなしでよだれを垂らしながら目をぐるんぐるん回転させていた。

「ソソソそろそろ限界近い……シシシ処理が追いつかない……シャシャシャシャットダウンまままま間近。ソソソソソラだだだだ大ピンチ」

「わぁぁぁ！　ソラさんがバグり始めてます！　ヴェンデッタさん、魔法で防御とかできたりしませんか!?」

　ヒマワリが涙目になりながらヴェンデッタの方を向く。ヴェンデッタもヒマワリの横で同じように割れ目から戦況を確認している。彼女は身体からだを捩よじらせたり、口をアワアワさせたり、ソワソワとして落ち着かない。ヒマワリは最初、彼女がアキトとイグニートが争っていることを心配に思っているのかと思ったが、どうやら違うようだった。

「ヴェンデッタさん……？」

　声をかけるとヴェンデッタは慌ててヒマワリの方を向いた。

「!?　はいっ……な、なんでしょう？」

　平静を装いつつ髪の毛を手櫛で梳すいたりしているが、動揺は目に見えている。

　ヒマワリは気づいた。今、確かにヴェンデッタは平原の端で固まって被害から逃れようとしているブランディア王国軍の兵士達を見ていた。

「べ、別に気になどしていません……わたくしはブランディアを裏切ったのですから、今さら……あんな国の兵など、全員死ねばいいのです！」

　ヴェンデッタは聞かれる前に自分からいろいろと口走っていた。

　目が泳いでおり、唇も震えている。

「わたくしのせいじゃ……ありませんし……」

　震えた声には隠しきれない気持ちが丸見えだ。ヒマワリはヴェンデッタの過去を知っている。神に失望し、人間に裏切られ、人間を裏切った天使。彼女にも、人間を憎む理由があった。しかしヴェンデッタは人間に裏切られた過去があろうとも、こうして救いたいという気持ちを捨て切れていない。彼女の中には、まだ天使の部分が残っているのだ。

　ヒマワリはヴェンデッタの手を、ぎゅっと両手で握りしめた。

「守りに行ってあげてください……今のヴェンデッタさんだったら、きっと守れます」

「……わ、わたくし、そんなつもりは……！」

「守らないで後悔するより──守って後悔したほうが絶対いいです！」

　ヴェンデッタはヒマワリの過去を知らないが、その言葉には不思議と重みが感じられた。

　ヒマワリは真剣に、真まっ直すぐにヴェンデッタを見つめる。

　ヴェンデッタはうつむいて顔を上げようとしなかった。

「私達は、この世界を救いにきたはずです……」

「……それは……ただの利害の一致で」

「理由なんていいんです。あなたが救いたいと思ったのなら、行動していいんです」












「…………」

「救うって私はそういうことだと思います……私は救いたいと思っても怖くてできなかった人間です……こんな私の言葉じゃ、響かないかもしれないけど」

　ヒマワリはヴェンデッタの手を取り、その胸に当てさせる。

「心に従ってみてください。気まぐれでもいいんです……偽善でもいいんです……救えるなら、それが一番いいんです」

「……わたくしは」

「感謝されないかもしれないけど、詰なじられるかもしれないけど、誰も誉ほめてくれないかもしれないけど……私はあなたを見てます。神様が見てなくても、私は見てます！」

　ヴェンデッタが顔を上げて、ヒマワリを見る。

　ヒマワリは笑顔だった。ヴェンデッタをしかと見つめながら自信を持って笑っていた。

　ヴェンデッタはその笑顔を見て、歯を食いしばった。

「……──ッ！」

　迷いを捨てて、翼を勢いよく羽ばたかせる。そして堕天使は漆しつ黒こくの翼を広げ、出陣する。

　ブランディア王国軍の兵士達を──守るために。

　ヒマワリは彼女が飛び立つ直前に、確かに見た。

　ヴェンデッタの首輪に、わずかな罅ひびが入ったのを──
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「この先は崖だ！　遮しや蔽へい物ぶつが無い！」

「くそっ……一週間前の戦いくさでできた谷かッ」

　安全な場所へ身を隠そうと逃げてきたブランディアの兵士達は、崖を前に右往左往していた。王（イグニート）の命令で機動性を重視した少数精鋭で平原にやってきたのは幸いだったが、地形のせいで兵士達には逃げ場が無かった。イグニートの戦いがこれほどまでに苛か烈れつだとは誰も思いもしなかったのだろう。真上を光や炎が通り過ぎ、掠かすめていく。

　姿勢を低くし、頭を抱えることしかできなかった。

「……まずい！　地面がこっちに飛んでくる！」

　一人の兵士が声を上げた。イグニートとアキトの戦闘地点から、衝撃でめくれ上がった地面がそのまま兵士達のところへ飛んでこようとしていた。

　巨大すぎて避よけられない。このまま直撃すれば兵士の半数が潰される。

　皆が頭を抱え、悲鳴を上げたその時だった。

「──【第八聖域結界】！」

　空中に激しく回転する魔法陣が出現し、それが壁となって飛んできた地面を防ぎ切った。

　自分達が無事なことを不思議に思いながら、兵士達が空を見上げる。

　そこには、漆しつ黒こくの翼を広げて空中に佇たたずむ女の姿があった。

「……女神様……？」

　兵士の一人が兜かぶとを外し、その姿を見る。彼は、前の戦いくさでヴェンデッタに治療を施してもらった人間だった。兵士が呆ほうけていると、周りの仲間が罵ば声せいを上げた。

「──裏切り者が何をしにきた！」「いまさら守ってもらったって遅い！」「ブランディアの守り神じゃなかったのか！」「あんたがグシャールについたせいでどれだけ俺おれ達が失望したと思ってるんだ！」「俺達は見捨てられたはずだ……それなのに何で助ける……？」

　当惑する者。怒る者。弓を引く者。黙ってヴェンデッタの背を見つめる者。

　ヴェンデッタは兵士達に背を向けたまま、黙して飛んで来る火の粉を払い続けていた。兵士達が射うった弓が身体からだを掠かすめようとも、ヴェンデッタはただただ守り続ける。

　傷を癒いやしてもらった兵士は、ヴェンデッタのその姿に涙を流した。

「みんなやめろよ……助けにきてくれたんだ……」

　誰も声に耳を貸そうとはしなかった。それでも兵士は、小さな声で守護者を擁護する。

「裏切ったのかもしれないけど……あの人は俺を救ってくれた人なんだ……二度も救ってくれたんだ……やめてくれよ、みんな」

　震えた声で呟つぶやきながら、兵士は涙と共にヴェンデッタのために祈りを捧ささげた。

　神ではなく、目の前で自分を守ってくれているヴェンデッタのために。

　矢がヴェンデッタの肩に突き刺さる。それでもヴェンデッタは、兵士達を守り続ける。

　何な故ぜならば──

「…………」

　──たった一人であろうとも、自分のために祈りを捧げてくれる兵士の声を、彼女は確かに聞いていたからだ。
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　遠くで兵士達を守るヴェンデッタを見つめながら、ヒマワリは自分の胸に手を当てて、ぎゅっと握りしめた。背後で何かが倒れた音がする。

「かかかかか活動、限界……ソラ、オーバー……ヒト」

　背筋をピーンと伸ばしたまま、ソラが地面に倒れて失神していた。同時にグシャール帝国軍を守っていた防壁が砂のように崩れ去ってしまう。今まで防げていたアキト達の戦いの余波が兵士達に降り注ぐ。ヒマワリは下唇を嚙かんで拳こぶしを握った。

「エイリアンさん……お願いがあります」

　ソラを抱き上げようと地面に膝をついたエイリアンに、ヒマワリは声をかけた。

　エイリアンがヒマワリを見上げる。

　使命感に満ちた表情で、ヒマワリはエイリアンを見つめていた。

「私を、アキトさん達のところへ連れて行ってくれませんか？」

　エイリアンはすぐには頷うなずかず、じっとヒマワリを見つめ返した。

「……私、更生担当官だから、みなさんに力を貸してあげることはできません。私にできることは、説得力のない綺き麗れい事ごとを言うくらいです」

「…………」

「でもやれることはやっておきたいんです。私にできること、見つけたんです。お願いします……連れて行ってください。私があの二人を……アキトさんを止めます」

　ヒマワリは黙って返答を待つ。エイリアンはソラを肩に担ぐと、再びヒマワリを見た。

　そして、

「──■■■■■」

　人間には理解できない、声なのかすらもわからない音で、彼女の要求に応えた。
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　戦いはどちらの優勢でもなく平行線だった。アキトもイグニートも肩で息をして、身体からだ中じゆうから血が噴き出していた。

　ボロボロだ。手て数かずは多くとも決定力に欠けるアキトと、常軌を逸した強きよう靱じんさを持ちつつも剣を振ることしかできないイグニート。アキトが異能に工夫を凝らして放とうと、イグニートははね除け、防ぎ、避よけ、耐え切った。逆にいくらイグニートが接近して襲いかかろうとも、アキトは防ぎ、打ち消し、弾はじき返かえし、反撃した。

　その結果が、このボロボロだ。

「まさかここまでアキトがやる奴やつだったとはな……こんな劣勢久々だ」

「これお前の劣勢って言わないだろ……どう考えても」

「互角か……？　俺おれの一番嫌いな言葉だ……勝ってるか負けてるかのどっちかがいい」

「そこは同感だね……同格とか死んでも御免だ。僕もそろそろ、白黒はっきりつけたい」

　イグニートが剣を地面から引き抜き、アキトは異能を増幅させ髪を逆立てた。

「じゃあ、一撃で決めようや。俺の最高の一撃をお前に叩たたき込こんでやるよ」

「一撃ね。得意だよ、そういうの……！」

　ヘッ、とイグニートが笑い、剣を構える。アキトは笑わずにイグニートを睨にらみ、何かを摑つかむように左手を眼前に持ってくる。

　イグニートの剣に纏まとわり付つく炎が、赤から青、そして黒に染まっていく。

　アキトの左手の中に、眩まばゆい白い光が発生する。

「征いくぜ……邪剣『ディヴォルング』」

「搔かき消けすぞ……僕の《ロストナンバー》」

　アキトが手のひらの光を握る。《ロストナンバー》単体での唯一の攻撃手段にして、アキトの最強の一手。一つを除いて持ち得る全すべての異能を一点に練り上げ、エネルギーの塊として放つ技だ。イグニートを殺すにはこの技で搔かき消けす以外に方法は無い。周辺の被害は甚大なものになるだろうが、イグニートが生きているよりはずっとマシなはずだ。

　それに意地もあった。ここまで来たら──負けたくないという意地だ。

（僕は自分勝手なんだ。終わり方も、自分勝手にやらせてもらう……！）

　拳こぶしを握り、指の隙間から白い閃せん光こうを溢あふれさせながら、アキトは邪悪な笑みを浮かべる。

　イグニートはその光を見つめ、哄こう笑しようしながら黒い炎をさらに燃えたぎらせた。

「──いっくぜアキトォオオオオオオオオオオ！」

「──お前の負けだ似え非せ勇者アアアアア！」

　そして二人のラスボスはものすごい悪人面で同時に地を蹴けり、同時に飛びかかった。

　二人の意地が迫り、二人の破壊力が激突する。

　──まさにその瞬間、黄色い影がアキトの視界の隅で動いた。

「ダメです！　アキトさん！」

　両腕を広げた何かが、アキトとイグニートの間に躍り出た。

　アキトは笑みを消し、目を見開く。

「──ユウヒ!?」

　一瞬その姿がユウヒに見えて、アキトは咄とつ嗟さにユウヒを抱き留めるために手の平のエネルギーを拡散させた。アキトがユウヒを──否いな、ヒマワリを両腕に抱く。

　次の瞬間、

「ヒマワリちゃん!?──やっっっっっっべ！」

　イグニートの焦ったような声と共に、鋭い痛みがアキトの胸を襲った。







　何が起こったのかもわからず、アキトは胸に抱いたヒマワリを見た。

「……う……ごほっ……」

　ヒマワリが血を吐く。アキトも喉のどの奥からこみ上げたものを吐き出すと、それが血であることを理解した。剣で貫かれたのだ。二人揃そろって。

「ユウ……ヒ……？」

　朦もう朧ろうとする意識の中で、血を吐くヒマワリを、アキトはユウヒと勘違いしていた。

「勢い止めらんなかった……！　やっちまった、くそっ……！」

　イグニートが焦って二人から剣を引き抜く。夥おびただしい量の血が隆起した地面の上に落ちる。アキトはヒマワリを抱いたまま膝をつき、彼女の身体からだを横たえた。アキトは自分も胸を貫かれているのに、そんなことを気にもせず、絶望に満ちた顔でヒマワリを見下ろしている。

　ヒマワリは目を閉じたまま、アキトの腕の中でぐったりとして動かなかった。

「ユウヒ……？」

　イグニートは前髪を搔かき上あげ、額に手を当てながらゆっくりと後ずさる。

　アキトはイグニートになど目もくれない。

「ユウヒ……起きてよ……なんでまた、ユウヒが死ぬの……？」

　青白い顔で頰を叩たたきながら、アキトはヒマワリに呼びかける。

「僕は……今度は、救おうと思ったんだ……僕が壊した、僕らの世界を……」

「…………」

「それなのになんで……なんでまたユウヒが死ぬんだ……？　嫌だよ……そんなの……それじゃまた……救いたく、なくなるよ……？」

　アキトが血を吐き、震えながら左腕を掲げる。かき消えたはずの光が、再びアキトの手のひらに集束していった。イグニートにはアキトが何な故ぜヒマワリを殺されたことで動揺しているのか、何故彼女をユウヒと呼ぶのかはわからない……しかし憎しみの質を見極めることに、彼は慣れている。こういう殺意を、彼は今まで何度も向けられてきたからだ。

　さすがにイグニートも冷静になった。このまま戦えば、恐らくアキトは二人だけの戦いの枠を超え、この平原にいる全すべての者を戦いに巻き込んでしまうだろう。

　アキトの中から沸き起こり始めているのは、そういう憎しみだ。

「アキト……しっかりしろ。俺おれを殺すのはいいが、他の連中は──」

　──その時、イグニートは見た。

　──アキトの手のひらに集まっていく光が、黒を帯びた球体へと変化していくのを。

　不気味な黒い風を纏まとうアキトが、ゆっくりと立ち上がる。そして身体からだに纏わり付かせていた黒い粒子を、上へ向けた左手の平に集束させた。

　それは、アキトが今まで使用してきた《ロストナンバー》ではなかった。

　九九九の異能ではない……残されていた最後の一つ、ユウヒから奪った破滅の力。

　──№０《ＥＸＥ》の力が、左手に宿る。

　白かった光は黒へと染まり、惑星のような球体へと膨張し回転していた。

「……なん……だ、それ……？」

　イグニートの中でわずかに残っていた勇者としての本分が警鐘を鳴らす。

「おい……アキト……それは──」

　ダメだ。あれを生かしておくわけにはいかない。生まれて初めて抱いた恐怖が、イグニートを奮い立たせる。味わったことのない感覚だ。弱き者を守るためとかじゃなく、存在を認めるわけにはいかない相手と対たい峙じしたのは初めてだ。

　イグニートにはわかる。このままでは世界が滅ぶ。恐らく、一瞬で……。

「それはダメだ……っ、俺にはわかる、それは一撃でこの戦いを終わらせるためのもんじゃねぇ──一撃でこの世界を終わらせる力だ……！」

　震える手に剣を握り、イグニートは突きの構えを取る。

「悪いなアキト！　何してでも止めるぜ、俺おれは今のお前をどうあっても許容できねぇ！」

　風に髪を逆立てて、血の涙を流しながら、アキトが鬼の形ぎよう相そうとなった顔を上げる。

　そして、

「ユウヒを……カエせ……！」

　──悪鬼と化したアキトは、叶かなわぬ願いと共に、この世界へ破滅の照準を定めた。
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　アキトの心は、闇の中に沈みつつあった。意識にまとわりつく、酷ひどく粘ついた泥のようなものが自分の怒りや憎しみであるということを、アキトは知っている。

「……やらかした……」

　こうなってしまったことは、前に一度だけある。ユウヒが死んだあの日だ。ユウヒの力、《ＥＸＥ》の破滅の側面だけをコピーしたアキトは、今回のように暴走してしまったことがあった。あの時はトウヤがアキトを力尽くで止めたが、今回はそうはいかないだろう。

　アキトの自意識と身体からだが完全に乖かい離りしていた。精神の外側で暴走しようとしているあの身体は、アキトの怒りや憎しみだけを残して動いている。

　ユウヒが保持していた異能、《ＥＸＥ》は、救いを強く願えばそれを叶え、破滅を願えばご覧の有様になってしまうのだ。この力を止めるには、破滅の願いを退しりぞけるほど強く、『救い』を願わなければならない。ユウヒにはそれができたが、アキトには無理だ。心の奥底から願えるほど、アキトはこの世界に愛着もなければ執着もない。

　結局アキトは本心から世界を救おうなどと思っていなかったのだ。

　アキトは世界のために世界を救おうとする人間のことなんて理解できないし、そうなろうと思ったことも無かった。彼の行動の原点には、必ず「ユウヒ」がいる。世界を破滅させるにも、世界を救うにも、何をするにしてもユウヒのため。そして究極的には自分のため。だから「こういうこと」が起こってしまう。

　彼の宿敵だったトウヤは違った。多くの大切なもののために世界を救おうとしていた。いくら大切なものをアキトが奪っても、彼は世界を救うことを諦めたりはしなかった。

　つまり、「世界を救う人間」は彼のようにあるべきなのだ。

　自分のような歪ゆがんだ人間…………いや、自分のようなガキには到底務まるものではない。

　アキトは粘ついた闇の中で肩を落とす。結局自分は、感情を優先させて暴走してしまうような駄目なラスボスだ。

　そんな奴やつが、世界を救おうとすることの方がおかしな話だ。

「……結局こうなるのか……？」

　アキトの精神が、粘ついた闇に取とり憑つかれていく。この闇は言うなればアキトの過去。逃れようのない過去だった。これに沈んでいくのはむしろ心地がいい。ひたすらにユウヒを想おもい、ユウヒを奪った世界を憎しみ続けるのは楽だからだ。

　けれど……。

　けれど、今のアキトには、同じ事を繰り返してしまうことを悔しく思う心があった。

「っ、僕だって……同じ事をまた繰り返したくはない……！」

　故に一歩踏みとどまる。粘つく闇の中から手を伸ばし、這はい出そうとする。

　全すべてを取り戻すと決めたではないか。何をまた憎しみに飲まれているのだ。自分にそう言い聞かせるが、しかし孤独なアキトには世界に固執するだけの気持ちが弱すぎた。

「起きろ──起きやがれ！　今度は救うって決めただろうが！　しょっぱなからくじけてんじゃねぇぞ……っ、少しは足あ搔がけよクソガキ！」

　自分のしょうもなさを心底憎む。経験から学ばない自分自身を罵ば倒とうする。この闇を退しりぞけるために必要な、決定的なものが自分にないことが悔しくてならない。

「くそ……っ……！」

　──必要な人がいないのだ。繫つなぎ止めてくれる人がいないのだ。

　ユウヒも、ユウヒ以外の他人も、アキトには誰もいないのだ。

「ちくしょう……！」

　粘つく闇に身体からだが沈み、口や目の中に入り込んでくる。

　声がする。闇の中で、憎らしいあいつや、愛いとしいあの子の声がする。

『お前はそういう奴やつだ。ユウヒのためと言いながら、結局怒りで世界を滅ぼすんだ』

「やめろ……！」

『アキト、また繰り返すんだね』

「やめろよ……っ！」

『全部自分で壊すんだ。守りたいものも、救いたいものも、何もない。自分だけだ』

「たのむ……やめてくれ……っ」

　声がアキトを闇に引きずり下ろす。

『──結局アキトはあたしのことなんて、少しも考えてくれてなかったんだよ』

　最後に、ユウヒの声がアキトの心にとどめを刺した。

　心が凍えていく。絶望と虚むなしさに凍いてついていく。抵抗も虚しく、アキトの身体が伸ばした手だけを残して闇に沈んでいくだけだった。




　──大丈夫です。




　伸ばした手を温ぬくもりが摑つかんだのは、その時だった。

「ユウヒ……？」

　凍いてつく心に触れたその温ぬくもりは、しっかりとアキトの手を摑つかんでいた。




　──アキトさんは独りじゃないです。私がいます。




「違う……ユウヒじゃない……お前は……」

　アキトは闇の中で、自分を救おうとしてくれている者の顔に目を凝らした。

　自分を必死につなぎ止めようとしてくれている人を、その目に焼き付けた。

　そいつは愛いとしいあの子でも、憎らしいあいつでもなく。

　まるで、太陽の下で黄色く咲き誇る、花のような──。





　　　☆






　暴走したアキトの力が止まったのは、一瞬の事だった。剣を構えたイグニートが地を蹴けろうとした時、誰かが後ろからアキトを抱きしめたのだ。

　悪魔のような形ぎよう相そうをしたアキトが、呆ほうけたような顔で振り返る。

　アキトの頰に白い手が触れた。

「……アキトさん……大丈夫……」

　ヒマワリだった。

「……大丈夫です……私、生きてますから……」

　ヒマワリはアキトの頰を撫なでながら、優しい声でそう言った。

「私、死なないって……言ったじゃないですか……だから、大丈夫です」

　そうすることで、アキトの顔が元に戻っていく。

「───………あ？」

　何事も無かったかのように黒い球体が消えていく。アキトが纏まとう黒い風も、最後に渦を巻き、つむじ風のようになって空気に溶けていった。

　ヒマワリは優しい笑顔で、アキトのそばに立っている。イグニートに殺されたのも、能力の暴走により閉じ込められていた心に触れたのも、ユウヒではなくヒマワリだったことを理解して、アキトは眉尻を下げて呆けたような顔をした。

「………………………………なんだこれ……お前かよ」

「……はいっ。残念、私です」

　屈くつ託たくの無い笑顔に、思わずアキトは苦笑を返してしまったが、すぐにその苦笑を引きつらせた。自分が暴走した原因や、自分がやらかした要因を思い出したからだ。

　ヒマワリが何をして自分を止めたのかを、思い出したからだ。

「……お前……酷ひどくね……」

「ごめんなさい……でも私、どんなことでもするって決めたんです。こうでもしないとアキトさん、止まってくれなかったと思いますし」

「そうだけど……お前……さすがに、ユウヒに似てることを利用して飛び出すのは……」

　軽く世界を壊しかけたんだぞと言おうとしたが、アキトは身体からだをふらつかせた。

「ゲスすぎんだろ……バカ────がふッ！」

　胸に穴が開いた状態のアキトは、最後に吐血して白目を剝むきながら仰あお向むけに倒れた。

　チーン、という音が、どこかから聞こえてきそうだった。ヒマワリは討ち死にしたアキトに謝りつつ、座り込んで彼の頰を撫なでた。アキトはゆっくりと瞼まぶたを閉じていきながら、最後に頰を撫で続けてくれているヒマワリを見る。

　全すべてを包み込むようなヒマワリの表情を見たら、何もかもどうでもよくなってしまった。

　眠い。もういい、いろいろ後で考える。アキトは考えることを放棄して、目を閉じた。

「……ぜってぇ……礼なんか……言わ……ねぇ………ぞ……このや……ろ……」

　ガクッ。最後にそう言い残し、アキトはこの世界での生を終えるのだった。

　死んだ。完全に死んでいる。グシャールの皇帝にしてこの世界のラスボスになったアキトは、わずか二日でその使命を終えた。

　いや終えてない。全くの不完全燃焼だ。

「……えーっと……これは……つまり……？」

　イグニートは肩からずり落ちた鎧よろいを直した。よくわからんがアキトが死んで、ヒマワリは無事だった。その結果から導き出された結論を考える。アキト死亡→つまりグシャール帝国の皇帝死亡→俺おれ生きてる→つまりブランディア王国の国王生きてる→ブランディア王国逆転→ワッショイワッショイ。イグニートは左手の平にポンッと右手の拳こぶしを置いた。

「…………俺の勝ちだな！　うん！」

　確信すると、イグニートはバッとブランディア王国軍のいる方を向く。

　そして、ダーッ！　剣を振り上げ、兵士達に勝利を知らせた。

「勝ったど──ッ！」

　一人でテンション高く盛り上がるイグニート。平原の地面はボッコボコだし、イグニートの炎の余波のせいで森は火事だし、アキトのせいで山が吹っ飛んでるしで、わりと世界が大惨事だが──ともあれ悪あしき皇帝は討たれた！　偶然にもたらされた勝利に、イグニートがガッハッハと笑っていると、

　──ブン、ブン、ブン……！

　上空から何かが回転するような音が聞こえて、イグニートは上体を反そらすようにして上を見た。何かがくるくる回転しながらこっちに降ってくる、というかジャンプしてくる。

「───────────エイリアン？」

　──バフォンッ！　直後、イグニートの脳天にエイリアンの拳が叩たたきつけられた。轟ごう音おんと共に、声もなくイグニートの身体からだがぺしゃんこになる。地面に巨大なクレーターが出来上がり、隆起してデコボコだった平原が完全に陥没した。

「…………」

　エイリアンが無言で地面から拳こぶしを引き抜く。イグニートの身体はエイリアンに完全に潰されていた。まるでプレス機で垂直にぺしゃんこにされた空き缶のような有様だ。

　死んでいる。完全に死んでいる。ノリでブランディアの王となり、皇帝に立ち向かい勝利した英雄は、一瞬でその栄光に終わりを告げた。

　エイリアンはアキトの遺体を肩に担ぎ、ヒマワリを長い右腕に抱いた。目が点になったヒマワリはエイリアンを見てから周囲を見回した。グシャール帝国軍の兵士達も、ブランディア王国軍の兵士達も、ヴェンデッタも皆同じように啞あ然ぜんとしている。

　ポカン、である。皇帝が死んだ。国王が死んだ。そこから導き出される結末は？　この状況がもたらす結論は？

「…………どっ──」

　ヒマワリは凍ったような笑顔のまま、顔を両手で覆う。

「──どぉぉぉぉすればいいんですかこれぇ！」

　ヒマワリの悲痛な叫びは、平原のどこまでも響き渡ったのだった。






エピローグ　そしてラスボスは世界を救う









「け、結果はっぴょ！」

　──そして全すべては、八畳間に戻った。全員帰還したラスボス達は、こたつを囲みながら無む理り矢や理りテンションを高くしようとしているヒマワリの方を見た。

　前は無かったのに、何な故ぜか壁際にホワイトボードが置かれている。

「ちょ、ちょっと待っててくださいね……今から、上の人達に連絡を取るので」

　アキトはヒマワリの引きつった笑顔を見ながら、すぐに視線を自分の湯飲みに戻した。

「死んだらほんとに八畳間に戻りやがった……納得いかない」

　ぼそりと言うと、ホワイトボードの方を見ていたイグニートがアキトを見た。

「よかったじゃねぇか。俺おれも死んだけど、結構楽しかったぜ？　特にお前とのバトル」

「うるせぇドＭ。話しかけんなドＭ。死ねドＭ」

「俺マゾじゃないよ？　痛いの嫌いだし負けるの嫌いだし服従とか大嫌いだし」

　弁明をしようとするイグニートを、アキトと同じようなジト目でヴェンデッタが睨にらんだ。

「あなたがあそこで国王になどならなければ何事もなく終わっていたというのに……あれだけのことをしておいてよく平気な顔をしていられますね」

「勇者ですから！」

　イグニートがぐっと親指を立て、ヴェンデッタはため息を吐ついた。

「そういえば、ヴェンなんとかさんもペナルティ解除に成功したんだってな？」

「わたくしの名前を覚える気がないのですね……解除されたのは一部のみです」

「何を救おうと思ったん？　ねぇねぇゆーてみ？　ん？　ん？」

「！　あなたには関係ないでしょうっ！」

　わかっていて聞いてくるイグニートにヴェンデッタが怒鳴る。

　アキトが背を丸めてだるそうにしていると、横からくいっと服を引っ張られた。

　ソラが湯飲みを手に持ち、アキトの方へ向けてくる。

「アキト、おつかれー」

　無視しようとすると、ソラが無表情のまま「んー」と湯飲みを近づけてくる。アキトはむくれながらも、こつんと自分の湯飲みをぶつけた。

「ヒマワリの部屋の書物に書いてあった。仕事終えた後、おつかれーと言って乾杯する」

「……お前、言動戻ってなくないか？　アホのままじゃん」

「ソラ、アホじゃない。知能指数もデータも戻った。人間を理解するの、再開しただけ」

「戻ってないよね？　それとも最初のはお前のキャラ作りだったのか？」

「……そんことない」

「間があった上に『な』が抜けたぞ」

　ホワイトボードの方を向き、二人してお茶を啜すする。

「君達静かにしたまえ。私は読書に興じている。集中させてほしい」

　ホワイトボード横の本棚の前で、壁に背を預けて片手で本を広げながらスタイリッシュ読書に興じるキリシマがピシャリと言った。

「そういや、眼鏡は何の役にも立たなかったし、邪魔しかしなかったよな」

「……あなたも大差無いでしょう」

「ペナルティも解除されてなかったしな。ほんと何がしたかったんだ眼鏡」

「眼鏡無能。眼鏡マジ無能」

　皆から責められても、キリシマはスタイリッシュな姿勢のままフッと笑った。

「ロマンに意味を問うとは……無粋な奴やつ等らめ」

　なんでもかんでもロマンに帰結させようとするその姿勢は逆にあっぱれだった。

　ズズズズ……。お茶を啜る音がした方を見ると、エイリアンがこたつから離れた場所の座布団に、ちょこんと正座していた。

　アキトが死んだ後、イグニートを倒したのはエイリアンだと聞いている。

　結局あの戦いの後、戦争はグシャール帝国の勝利で終わりを迎えた。副帝がアキトの命令通りに帝国軍を率いてブランディアの残党軍を降伏させたらしい。

　最後はものすごいうやむやだったが、一応後釜を用意していたアキトの勝利だった。

　副帝は降伏勧告の条約１と２に従い、兵士や国民を帝国民として丁重に扱った。ブランディア王国は温情により保護領扱いとなり、副帝は環境回復に尽力したとのこと。

　内乱はあったものの、グシャール帝国は無事大陸を統一。結界の巫み女こと呼ばれた存在は、悪あしき魔女として伝説となったが、その後の消息は不明。

　その後あの世界がどうなったのかを、アキト達は知らない。

（明るい未来なんか到底見えそうになかったけど……僕らがここに戻ってきたということは、救えたってことでいいのか……？）

　そんなことを考えていると、アキトの視線に気づいたのか、エイリアンが湯飲みをくいっと上に上げた。「おつかれ」ということらしい。アキトは適当に湯飲みを掲げて応えた。

「す、すみませんお待たせしましたっ。上の人が直接結果発表をしてくれるそうですっ」

「へー、直接って、来てくれるのか？」

　イグニートがヒマワリに尋ねた時だった。

　いきなりキュッキュとフェルトペンを走らせるような音が響き、ホワイトボードに文字が書き出された。どうやら神様降臨ではなく、文字で結果を伝えるつもりらしい。

　ホワイトボードにはまず──『おつかれお前ら』と書き出された。

　アキトは目を細めてホワイトボードを睨にらんだ。

「…………雑すぎんだろ、神様」

「神様と言っても、結構……個性的な人達なのです」

　ヒマワリがフォローを入れると、さらにキュッキュと文字が表示された。

『まず一人ずつ点数つけていくから、その後結果を知らせるよ』

「点数……おもしれぇじゃん！　なぁ!?」

　いや、結果だけ伝えろよ。イグニート以外の全員がそう思った。

『じゃあまず眼鏡。マイナス一〇〇点。こいつを連れてきたヒマワリ、マイナス二〇点』

「──え!?　私も採点されるんですか!?」

「フッ……マイナスであろうとも振り切れるのがこの私、カズヤ・キリシマだ！」

　自分も評価対象であったヒマワリが驚きよう愕がくし、キリシマがいつものポーズを取る。

『次。ケツから二番目、ニート』

「無職じゃないけど!?　勇者ですけど!?」

『マイナス五〇点』

「ええええええっ、俺おれペナルティ解除できたよ!?　世界救うためにがんばったよ!?」

　抗議するイグニートを、アキトは内心ざまぁみろと笑っていた。

『ペナルティは解除しても評価の対象じゃないから。そもそもお前は価値観から見直すべき。こいつを連れてきたヒマワリ、マイナス二〇点』

「やっぱり私も採点されるんですね……」

　ヒマワリがしくしくと涙を流す。

『次。幼女、五点。様子見もいいけど今後はちゃんと自分から行動するように』

「おー、プラス。ほらアキト、ソラ、アホじゃない」

「あのー、ヒマワリの……私の、プラス点は？」

　ソラが、ドヤ顔を向けてきたが、アキトは華麗に無視した。

『次。おっぱい堕天使』

「この神、色情の神とかそういう類たぐいですか!?」

『二〇点。ツンデレはいいけど、感謝されたい欲強すぎ』

「別に感謝されたいなんて思っていませんから！」

　腕を組み、ふんとヴェンデッタがホワイトボードからそっぽを向く。

『次。童貞中二』

「──おいちょっと待て殺すぞ！」

　アキトが怒りを込めてこたつを叩たたく。イグニートが大爆笑していた。

『〇点』

「ブハハ！　アキト〇点だってよ！　俺おれとどっこいどっこい！　どんまい！」

　イグニートは完全無視して、アキトは鼻を鳴らした。大方予想通りの点数だ。最後に全すべてをぶち壊そうとしたのだから当然だろう。点数になんて興味はない。

『救う範囲をもっと広げろこの童貞。トラウマスイッチめんどくさすぎだろこの童貞。僕がラスボスになるじゃねーよこの中二病』

　何な故ぜか滅め茶ちや苦く茶ちや辛辣だった。アキトは顔を赤くしながら怒りに震えた。

（──童貞と中二病は点数に関係ないだろ……！）

　声に出すのは恥ずかしいので、心の中で叫びつつ、ヒマワリを睨にらんだ。

「私に怒らないでくださぁい……！」

　怒りの矛先が自分に向けられたことで、ヒマワリがますます涙を流す。

『エイリアン。三〇点。戦うのが好きじゃないのはわかるけど、戦わなきゃ救えない世界は多い。でも最後のパンチはグッジョブ、よく殺した』

「勇者なのに俺の死を喜ばれている……!?　つーか点数高くね!?」

『以上。総合的にみて──目的は達成できたのでとりあえず成功。ただし更生すべき点が多すぎる。次はもっと善処するように』

　……………………。

『以上だけど？』

「「終わりかよ！」」

　アキトとイグニートが立ち上がり、ホワイトボードを指さしながらツッコミを入れる。

「俺おれがマイナスでアキトが〇点なのに納得いかねー！」

「そこは納得しろ！　ていうか自分は何もしてないくせに何様なんだこいつ……！　総合マイナスなのに成功なのかよっ。なんでわざわざ点数つけたんだよ嫌がらせかっ！」

「ア、アキトさんもイグニートさんも落ち着いてください～っ」

　こたつをひっくり返しそうな勢いの二人を、ヒマワリが宥なだめる。

『──神様ですけど？　あと最後に、ペナルティは世界に合わせる形で続行します。お前ら強すぎ。もうちょっとパワーバランス考えて。ヒマワリが悪い』

「えーっ！　ペナルティ設定したの神様なのにぃぃ」

『以上。次の世界が決まり次第ヒマワリに通達。文句言わずに働けよラスボス共』

　キュッキュッキュ……ホワイトボードの文字が消えて真っ白になっていく。

　本当に以上だった。アキトはガンッとこたつに額を打ちつけた。

「……なんだこれ、ブラック企業かなんかか……っ」

　アキトに続いて、ヴェンデッタも蜜み柑かんの皮を剝むきながらため息を吐つく。

「わたくし達……神にいいように使われているだけなのでは……？」

　煎せん餅べいを手に取り、齧かじり付くイグニート。

「まぁ落ち込んでても仕方ねぇし、次は上う手まくやろうぜっ、みんな！」

　ジト目をイグニートに向けながら、小首を傾かしげるソラ。

「ソラ、次の世界始まり次第、イグニート殺害すること提案する」

　キリシマは変わらず本のページをめくりながら、やれやれと首を振る。

「ふっ……次もこのようなポンコツ達と世界を救わねばならんとは、やれやれだ」

　お前一つも救ってねーだろ！　とイグニートがキリシマに突っ込む。

　アキトはこたつに頰をつけたまま、脱力する。こんな連中とまた世界を救いに行かなければならないのかと思うと憂鬱で仕方がない。こんな駄スボス共と一緒だなんて……。

（……まあ、僕も駄スボスか……）

　最後の最後に暴走してしまったあたり、似たようなものかもしれない。ユウヒとヒマワリを二度間違えたことも、自分のユウヒへの恋心を疑わざるを得ない。

「…………」

　アキトは何気なく、ホワイトボードの横で苦笑しているヒマワリを見た。

　見た目は似てる。でも性格は全然似てない。綺き麗れい事ごと言うし、あわあわして足引っ張るし、人が死ぬのにいちいち傷つくし、顔が似てることを利用するし……。

　ヒマワリが視線に気づき、アキトを見た。

　そして、ニコッと笑顔を向けてくる。

　アキトは口の端をピクつかせて、顔を反対向きにして背けた。

「アキトさん♪」

「……何だよバカ」

「評価はアレでしたけど、これで一つ世界を救えました。一歩前進ですねっ」

「一歩だけだろ。どれだけ救えばいいんだよ……」

「それはわからないですけど…………でも」

　ヒマワリの言葉が途切れたことで、アキトはもう一度彼女を見た。

　ヒマワリはそばまでやってきて、胸に手を当てながら優しく微笑ほほえんでいた。

「私、アキトさんとだったら、これからも一緒にがんばっていけると思うんです」

「…………」

　アキトはその笑顔に、ほんの少しだけ動揺した。ユウヒはこんな風に明るく笑ったりしなかった。いつも儚はかなげで、ほろりと笑みを零こぼすだけだった。だから笑顔は似てない。

　でも、そんな似ていない笑顔に、アキトは少しだけ──

「……その手には乗らない。顔が似てるからって調子のんな」

「ち、違いますよ！　私、本当の本当に本心でっ」

「はいはい、僕のトラウマ利用して戦いを止めるような女ですもんね～。ていうかそもそも、お前があそこで飛び出さなければ最悪な事態は避けられたんじゃないか？」

「あれはそれしか思い浮かばなくて～！　あのままだったら平原にいた兵士さん達がみんな死んじゃってたかもしれないですし～！」

「はいはーい」

「ア、アキトさぁん！」

　ほんの少しだけ……凍いてついていた心が、溶けたような気がしてしまったのだった。





　　　☆






「──さあ！　一緒に世界を救いに行きましょう！」

　後日の世界で、ラスボス達は再び出陣する。

　アキトはポケットに両手を突っ込みながら、手を差し出してきたヒマワリを不機嫌そうに見つめる。イグニートは嬉き々きとして、ヴェンデッタは髪を払いながら、ソラは無表情に、キリシマは不敵に笑いながら、エイリアンはただあるがままに歩き始めた。

　数多あまたの世界を、救うために。

　アキトは差し出されたヒマワリの手を繫つなぐのではなく、

　気にくわなそうに小さく拳こぶしを握って、その手のひらを軽く叩たたいた。


了















あとがき









　どうも、柳やなぎ実み冬とう貴きと申します。拙作を手にとっていただき、誠にありがとうございます。

　本作のコンセプトは「出身世界を滅ぼせなかったラスボス達が異世界を救う」です。うむ、シンプルだ。初期プロットでは「滅ぼせなかったラスボス達が世界を滅ぼす」でした──ってまんまじゃないか。捻ひねっているようでいて全然捻ってないじゃないか。ラスボスが世界滅ぼすのは当たり前じゃないか。ということで「救う」方向に変更されました。

　うん……救……ってるか？　救……ってるよな……。

　異世界物だけど、登場人物全員異世界出身なので、いったいどういうジャンルなんだろう。転生はしてないし、異世界召喚物？　た、楽しければ、なんでもいいか。

　そんなわけで、はちゃめちゃな連中のはちゃめちゃなお話でしたが、楽しんでいただけたら幸いです。ノリノリで本作を担当してくださった担当Ｎ様。著者が緊張するレベルで素晴らしいイラストを提供してくださった、をん様。そして読んでくださった全すべての方に感謝申し上げます。そして、今後ともよろしくどうぞです！


柳実冬貴　

















特別付録　書き下ろし短編







ソラ「電子書籍の特典ＳＳを担当する、人工知能のソラ、よろしく」

眼鏡「電子書籍とあらばこの私、カズヤ・キリシマが担当せざるを得ないッ！」

ソラ「眼鏡。名前、眼鏡になってる」

眼鏡「眼鏡ではない。スコールテクノロジーの代表取締役、ＣＥＯカズヤ・キリシマ──ダッ！」

ソラ「電子書籍は未来っぽいから、この二人になったらしい」

眼鏡「フッ……安直と言わざるを得んな。どこの異世界か知らないが、電子で読書をする程度の文明レベルならば仕方あるまい。私の世界のロマンレベルに到達するまであと百年は必要とするだろう。せいぜいがんばって二足歩行兵器の開発に勤しむことだ。そうすれば同じ土俵で考えてや──」

ソラ「この小説は、自分の出身世界を滅ぼせなかった駄目なラスボス達が、罰として無理矢理いろんな異世界を救わせられるお話です、らしい。……この説明、ちがくないか？」

眼鏡「ん？──うむ。間違っている！」

ソラ「救ってる……かな？　ソラ、この小説はラスボス達が世界を救うだけのお話だということを確定できないし、保証もできないぞ」

眼鏡「間違っているのはそこではない！　私も駄目なラスボスの一人に数えられているという点だ！」

ソラ「あー、そーだ。ソラも駄目じゃないぞー。頭いいぞー。人工ちのー、サイキョー」

眼鏡「私以外は駄目な連中だが、私は何を隠そうＣＥＯ。作中では愛機ブラックハイドランジアと共に異世界など一瞬で黒に染め上げている！　何せこのカズヤ・キリシマは本作の主人公──」

ソラ「この作品の主人公、眼鏡違う。アキト」

眼鏡「ハンッ！　主人公というものは関係者の誰かが決めるものではないし、決めていいものでもない。著者でもなければ、担当編集でも編集長でも、もっと上の偉い人間でもない。いいか幼女よ、本にとって一番大事なものはなんだ？　主人公を決めていいのはその人だけだ」

ソラ「あ。ソラわかった。読者さん」

眼鏡「──違う、この私だ」

ソラ「眼鏡、脳がアッパッパーだから、許してあげてほしい。読者さん、買ってくれてありがとー」

眼鏡「そして読者は私に感謝するがいい、フハハハハッ！」

ソラ「……眼鏡、眼鏡ー」

眼鏡「何だ幼女よ」

ソラ「ウザすぎ」
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